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　大阪産業大学学会では、論集および学会報の発行と共に、講演会の

開催、研究助成を行っています。また、学生会員の皆さんに向けて、コン

テスト、見学会等のイベントを開催し、見聞の場を広げていただくこと

を念頭に活動しています。

　今年度はコロナ禍もかなり落ち着きを見せ、イベントは例年通りの開

催とすることができました。本会活動の成果は、常任委員の先生方と事

務局の皆さんの運営へのご協力、会員皆様の論集・会報へのご投稿お

よび各種の行事への積極的なご参加があってこその賜物であり、深く感

謝申し上げます。

　さて、このたびの学会報の特集テーマは「AI時代における大学教育」

です。ここ1-2年で急速にChat-GPTをはじめ種々のAI技術が公開され、

まったくAIの知識がなくても簡単に使えてしまう時代となっています。

音声データから議事録や要約を作成することはすでに企業や自治体等

で行われています。また、学生の皆さんがレポート等の課題を行う際、

AIに問題文を入力するだけで、それらしい答案を作成してくれます。

　ただ、本特集号にご寄稿いただきました方々の論文には、AIには光と

影があることが指摘されています。AIが生成してくれる回答の出来不出

来ではなく、AIの利便性に依存し続けたときの行きつく先は何かという

不安、あるいは社会的な問題を引き起こす恐れについて、多くの著者が

記されています。

　コンピュータ言語によるプログラミングなど一定のルールに従った問

題に対しては、ある程度の精度をもつ回答をAIは返してくれると思いま

す。しかしながら、一定程度の内容を持つ文章あるいは何かについて考

察した文章を作成する場合、AIが作成した内容の是非は自分で判断す

ることが必要となります。現在のAIは大量のデータから関係あるものを

選び出し、それらしくつなげているだけであり、内容自体や論理的な道

筋に誤謬はないか、引用した内容は誰のものか（著作権）、あるいは倫

理的に許容されるのか、については不明です。

　AIは強力な支援ツールであることに間違いありませんが、どのように

使いこなしていくのかは、皆さん自身に依るのではないでしょうか。本特

集号の論文の中で指摘されている光と影を皆さん自身でお考えいただ

き、将来の発展につながる契機となればと思います。
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令和6年度学会行事予定一覧

大阪産業大学学会事務局（本ؗ8֊ 産業研究所事務ࣨ内） ������������ʢઢɿ����ʣ お気軽にご連絡ください

ʪ学会に関するお問い合せઌʫ
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4月 学会報
見学会࣮ࢪ༧ఆϙスター掲示

新ೖ生ɾ在学生に
（学内֤所にも置いています）

7月 前ظ見学会参Ճड
֤学部掲示൘、学内֤所、学会webαイト、
Portal-O46でҊ内

夏期休業期間中 ֤छ見学会開催༧ఆ（3ճ）

9月 後ظ見学会参Ճड
学会コンテストื集開࢝

֤学部掲示൘、学内֤所、学会webαイト、
Portal-O46でҊ内

10月
学会コンテストื集కɾ書類৹ࠪ
※優秀な作品は学会報に掲載されることがあります

学術講演会

11月 学会コンテスト最ऴ৹ࠪ
֤छ見学会開催༧ఆ（2ճ）

※適時 後ԉ事業

˞見学会、講演会等の学会企ը事業については、ద時、学会webαイトでもごҊ内します。
˞コンテストのԠื内容やৄしい報は、学会webαイトや学内掲示のϙスター等でご֬ೝください。
˞֤見学会は、ื 集人に੍ݶがあります。ৄ しい内容につきましては学会webαイトやϙスター等でご֬ೝください。

ֶձެࣜXFCαΠτ https://as-osu.jp/

　「大阪産業大学学会」は、ত和39年（1964年）にઃ立された学術研究ஂ体です。
　本会は本学における学術ɾ研究ɾ教育の発లおよͼ普及に寄与し、あわせて学会会員の研究助成等をਤることを目的としています。これらの目的を
行するたΊ、「大阪産業大学集」「大阪産業大学学会報」の発行、「学術講演会」等の講演会ɾ研究会ɾγンϙジウムɾ学֎研修会の開催、教員会員
だけでなく学生会員の研究教育活動の助成、ւ֎留学の助成等の事業、さらには、主に学生会員をରとする֤छコンテストや༷々の学֎見学会を
行っています。

大阪産業大学学会とは
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　現在、私たち人ؒはAIとີな関にある。ษ学にお

いてもそうである。ChatGPTがそのྫであΖう。จࣈを

ଧつだけで報をఏ示してくれる。また՝のわからない

ことや࡞成までも行ってくれる。ศརなものである。しかし

大きなܽがある。まだෆશなのだ。時々、日本語がお

かしな場合もあれ、ӕの報を書き出すこともある。AI

とはインターネット上にあるありとあらゆる報をٵऩし

たものである。いわゆるビッάデータである。そこにはӕの

報もあるたΊ、まだਅِがわからないものであってもそ

れをさも本当のことであるかのようにఏҊする。よくないこ

とである。今ճはAIと大学教育はどのような関にあるの

かをհしたい。

　AI時代における大学教育はメリットよりもデメリットの

方が大きいと私は考える。メリットはプロάϥミンάさえし

てしまえत業はඞ要がないという。ઌ生はत業のෛ

୲をݮらすことができ、研究により一力をೖれることが

できる。AIにはઆ໌できないや人の感を読みऔる能

力を教員がิい生ెにରして࣭問にえる。AIがಋೖさ

れれ、ઌ生とೋ人で行うत業形式が生まれる。これは新

しいत業の一つの形となるとࢥわれる。

　デメリットは、だらける生ెが૿えることである。今で

さえ教ࣨで講ٛをडけていても、うるさい人はたくさんい

る。ܞଳを見る人もଟい。つまらないत業であれ৸てし

まう人もいる。そこはAIが発లしても変わらないだと考

える。ઌ生もやることがݮるのでତམしてしまうڪれもあ

る。さらに՝でड़形式の問が出た場合、考えるのを

やΊAIにཔることでࣗら考える力がࣦわれていくこともݒ

೦である。これではษڧをする意ຯがなく、AIによって

զ々人ؒはࢧされてしまうのではないかとまで私は考

えてしまう。

を教えているという事ڧにษڙࢠでAIがߍখ学、ࡍ࣮　

ྫもある。ੲでは考えられないことである。今これが࣮ݧ

的にऔりまれており、࣮ が成ޭすれ近ݧ ど々の学ߍ

でもઌ生がAIという時代もす͙そまで来ているのかも

知れない。もしઌ生がAIとなれ、私にはೋつݒ೦があ

る。一つ目はである。よく༗໊動ըαイトや4N4などで

AIがࣈນのจࣈを読んでいる動ըをよく目にするのだが、

ܾまって同じトーンでっているのだ。つまり感がそこ

にないという;うになる。ただ読んでいるだけになってしま

うのである。人はのトーンでどこが大事なのかをஅす

るบがある。一ఆのトーンでしているत業はつまらない

し、それこそ৸る人やܞଳを৮る人は今よりも૿えてしま

うだΖう。これではAIをಋೖする意ຯがない。もう一つは

である。त業ではແବもগなからͣଘ在する。ઌ生

の࣮ࡍのエϐιーυや何かにྫえて生ెにわかりやすい

ようにઆ໌をする。これがあるとないとではत業のཧղ度

は変わってくる。しかしAIにはࣗզというものがまだଘ在

しないのである。つまりAIは教えることを教えるだけで生

ెからすれ、ただਨれྲྀして聞いているϥジオのような

感֮になり、Ջだと感じる時がよりଟくなることもあるだΖ

う。それらをなくすたΊにはগなからͣ今はର໘त業をし

ていた方が、त業としてより成立するのではないかと考え

る。

　私ࣗ今大学に௨っている。私は՝を行うࡍにAIに

པることもししある。ある時私は「AIがศརになりす

͗てࠔってしまう。」と考えたのである。なͥなら、私が知

りたい報がす͙ に見つかるからである。ここで一つ意

しなけれいけないことは、その報は本当にਖ਼しいかど

うかわからないということである。ௐれす͙にཉしい

報がखにೖるというのは、言いえれ、ࣗ 分で考える

力がࣦわれAIに考える力をࡡऔされてしまっているという

ことである。人ؒはAIにえてしまって新しい何かを発見

することができなくなってしまっているのではないか。これ

は非常に大きな問である。AIを活用するษڧは、ࣗ 分

をତམさせてしまうڪれがある。AIがこれから発ୡする

につれて私たちも学ߍもよりAIを活用するػ会が૿える。

今一度AIとの関を見さなけれいけないのではない

かとࢥう。

国際学部　国際学科　小谷 瑞
AI時代における大学教育の問題点
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　今、私たちの生活、社会とڞにあるのはAIٕ術だ。ス

マートフΥン、ύιコンあるいはタϒレットなどでत業に

うࢿྉをこれらのでうだΖう。教員によってい方

が異なるが、おおよそのઌ生はっているのではないか

と考えられる。ྫ をڍげるとすれ、学生に動ըを見せる

ときに:ouTubeから୳して参照するઌ生もいるとࢥわれ

る。なͥなら、プロジΣΫターなどにଓするだけで؆୯

にڞ༗ができるからだ。そんなAIٕ術の教育に私はとて

もࢍ成するし、ి に࣮行してཉしいߋ類でत業をثػࢠ

とࢥう。ほとんどの学生はそうࢥうだΖう。オンϥインत業

には主に2つのརがある。

　1つ目は、す͙ にిثػࢠ類に׳れることができること

だ。私たちの社会で、ษڧだけでなく日常生活にもܽかせ

ないのがిثػࢠ類である。ଟくの人々が主にスマート

フΥンをって生活をしている。ྫ え、スマートフΥンア

プリでࣗ分がཉしいものをങうことだ。୭でも؆୯にങい

を、その場所に行かなくてもϘタンをԡすだけでങうこ

とができるのだ。もちΖん高ྸ者もスマートフΥンをっ

ている人はいるが、特にए者はスマートフΥンをいこな

す人がଟいので、このようにत業でタϒレットやύιコン

等ったत業を行ってもす͙ に׳れ、؆୯にいこなせる

ことができることだ。

　2つ目は、どこでも場所のࢦఆなしでत業をडけること

ができることである。ύιコンはもちΖん、スマートフΥン

でもत業をडけることができる。ここ年コロナՒでオン

ϥインत業をಋೖした学ߍはશࠃ的に૿えただΖう。今

までは学ߍに行きたくない学生も中にはいたとࢥうが、そ

の人たちにとってはわ͟わ͟行かなくてもत業に参Ճでき

るのでとてもྑい方๏とࢥうのだ。またॵい時やפい時も

Ոを出ることなく、ύιコンを開いてत業に参Ճできるの

である。

　しかし、メリットだけでなく༷々なデメリットも出てくる

だΖう。ྫ え、オンϥインत業では相खのإも見ないで

त業を行うことによって、相खがどのようなؾ持ちでड

けているかわからないし、࣭ 問もしづらいことだ。たとえ

ը໘ӽしがָでも、相खがը໘だけでཧղできることは

100ˋ֬৴できないと言えるだΖう。人はその場で໘と

かってすので、しいと言える。またࣗに8i-'iઃඋが

っているとはݶらない。ύιコンがない、あるいは 8i-'i

がないՈもあるのでत業にࢧোが生じると考えられるの

だ。現代社会ではインターネットをって生活をすること

が一ൠ的になってきているので、8i-'iがあるՈもたくさ

んଘ在するが、ないՈもしくはないだΖう。ήームやύ

ιコンを持っていないՈఉからすれ、ඞ要ないと言える

からだ。それに今スマートフΥンはΪΨい์もあるの

で、あまり8i-'iはඞ要ないのだ。

　また学生だけでなく教員もը໘を常に見てत業を進Ί

るのでࢹ力がԼするとஅ言できる。ここ最近のए者は

日常生活で常にܞଳを見ている人がଟいので、常にిࢠ

。力がԼすると言えるࢹを見ていることになりඞͣثػ

　このように大学生生活でAIをったत業をすることに

よって、त業の進Ί方が現在と180度変わるくらいศར

になるが、一方で問も山出てくるだΖう。このઌ、

問はվળされるとࢥうが、何年、何े年とかかるだΖ

う。しかし、現࣮はこれらの問もある中、2019年から

コロナՒにೖりଟくの大学、高ߍなどでオンϥインत業を

している。最近の生活はコロナՒよりもってはきている

が、ᘳにっているとは言いれない。だが、あと年、

私たちが社会人になるときにはٕ術が発లし、շదなत

業ができるようになっていてཉしい。

国際学部　国際学科　上ノ堀 皓人
AI技術を使った授業
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　ੲ、ྺ のत業で「イΪリスの産業ֵ໋が人々の生活࢙

を大きく変えた」という内容を学शしたが、現代社会にお

いても、それと類ࣅした、あるいはそれ以上の影響力を

持った産業や報ٕ術に関わるֵ໋がたくさんىきてい

る。現代社会に大きな影響を与えたと考えられるのが、イ

ンターネットやスマートフΥンの普及である。私ୡのよう

な大学生世代にとって、インターネットやスマートフΥン

は当たり前のものであるが、世代や大学のઌ生ୡの世

代からすると、事や生活が֨ஈにศརになった現の

1つであるようだ。そのような社会の変化には、ある意ຯ、

ແԑだった大学生世代であるが、今まさに社会の大きな

変化を体ݧしている最中だといえる。その1つが「人工知能

（AI）」である。

　2022年11月にOpenAI社がChatGPTというจষ生

成ܥAIを公開したことが大変となり、それを活用し

たαービスなどがଟくల開されるようになった。ྫ え私

ୡのような大学生に関࿈することでいえ就৬活動に関

するαービスである。就৬活動に関しては、ChatGPTを

成αービスなどがすでに࡞൫としたエントリーγートج

ల開されており、そのαービスを活用しながらエントリー

γートを࡞成している就活生の༷ࢠがテレビχϡースな

どでऔり上げられている࢟を見た。࣮ に、このαービスࡍ

をར用してみたとこΖ、ೲಘいく形のエントリーγートを

ࣗ動的に࡞成してくれるわけではないが、書き方など参考

になるはଟ々あることから、ޮ 的な就৬活動ができそ

うである。ちΐうどそのような体ݧをしたときに、今ճの執

筆テーマをいた。このテーマにそって考えると、AIを活

用すれ、༷ 々なことをݸ人の࡞業で݁することができ

ることから、ઌड़した就৬活動をྫにڍげると大学のΩϟ

リアηンターはඞ要なのかʁというٙ問がු上してくる。

さらには大学でのत業等のさま͟まな活動は本当にඞ要

なのかʁAIを活用してݸ人でޮ的に学शした方が合ཧ

的なのではないかʁと考える場໘も生じた。これらのٙ問

にڞ௨する「大学教育や大学でఏڙされているαービス

は、AIで代ସՄ能かʁ」というについて、私は「すてを

代ସすることはできない」と考えている。そのཧ༝は「AIと

のやりとりの中からはۮવの出会いが生じないから」であ

る。

　この݁およͼཧ༝のࠜڌは、ࣗ がθミ活動の中で

ࣗの行動や考え方に変化を与えてくれた人や出来事と

出会えたことにを発する。私は、とあるθミ活動の中で

「ླさん」という人と出会った。ླ さんは、ݩ々中

学ߍのཧՊ教員として働いていたが、在৬中に੨年ւ֎

協力ୂとして発ల్上ࠃの教育ࢧԉに従事した。੨年ւ

֎協力ୂとしての任ظをऴえたླさんは、中学ߍのཧ

Պ教員の৬ることなく、ݣされたࠃҠॅし、その

ଓしている。こܧ事をにおける教育の発లに関するࠃ

のླさんの経ྺやこれまでの成ޭ体ݧɾࣦഊ体ݧ、そ

れらの体ݧを౿まえて今考えていることなどを聞かせてい

ただき「考えࠐみա͗ͣに、まͣは行動してみることが、ࣗ

のক来をりくうえでඞ要なこと」だと感じた。これま

で、何かにઓしたいとࢥいながらも、ࣦ ഊしたときのこ

とや今の҆ఆしているঢ়گ等を考えると、一าを౿み出

すことができないことがଟ々あった。しかし、ླ さんの

をླさん本人から聞いたことにより、一าを౿み

出す༐ؾが出てきて、現在ではগしでも興ຯがあると感じ

たことについてはೋのを౿むことなくઓできるように

なった。

　このような経ݧは、AIからは生み出されることはない

と考えている。もしかしたら、ChatGPTを活用すれ、ླ

さんがしてくれたような内容を報（活ࣈ）としてऔ

ಘすることはできるかもしれない。しかし、そこには࣮ࡍに

体ݧしてきた人の言葉という「ॏみ」が感じられないだΖ

う。また、ླ さんとは、私が所属しているθミの活動を௨

して出会ったので、もしもこのθミに所属していなけれ、

このような出会いはແく、ࣗ の考えや行動が変化するこ

ともなかったかもしれない。そう考えると、上ड़したAIを

活用したエントリーγート࡞成αービスにཔりってしま

うことによって、Ωϟリアηンターや同じ年代の就活生か

らಘられる報や体ݧをࣦっていたかもしれない。

　AIは大変ศརで༷々なことをޮ化してくれることか

ら、それを活用することࣗ体は意ຯのあることだといえる。

スポーツ健康学部　スポーツ健康学科　池田 太陽
AI時代と大学教育
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しかし、AIが大学の持つػ能のすてを代ସすることは、

おそらくしい。だからといって、大学がこれまで௨りでྑ

いというわけでもない。私は、ࣗ の経ݧから大学には人

と人のۮ発的な出会いがたくさんଘ在すると感じている。

このۮ発的な出会いの場として大学がػ能していくこと

が大なことなのではないかと考える。
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スポーツ健康学部　スポーツ健康学科　岡野 沙絵
大学教育におけるAIの位置づけについて考える

　8indows95の発売によりインターネットが世ք中に

普及したり、2007年にiPhoneが発売されたことによりス

マートフΥンが普及したり、今を生きる私たちにとってイン

ターネットやスマートフΥンといったITٕ術やそのٕ術が

٧Ίࠐまれたπールは生活にܽかせないものとなった。さ

らに、それらの進化はとどまるとこΖを知ら 、ͣ2020年代

はϒロッΫνΣーンやAIなどIT関࿈における新しい時代

が౸来しようとしている。特にAIに関しては、2022年11

月にOpenAI社がChatGPTというจষ生成ܥAIを公開

したことが大変となった。このChatGPTをؚΊ生成

した内容ٻ用者が要れるものは、そのAIのݺAIとܥ

について、インターネット上にଘ在する大なデータをも

とに、จষやը૾などを生成する。さらに最近では、จষ

やը૾だけでなく、動ըを生成するAIが生したり、AI

が生成するจষやը૾などの࣭がஶしく上したりして

おり、もはや私ୡ人ؒが಄を働かせてจষを考えたり、感

ੑをຏいてֆըやイϥストをඳいたりするඞ要がなくなっ

てしまうほどのものである。

　この生成ܥAIを私ୡの大学生活にಋೖした場合、ྫ え

レϙートの࡞成などはAIに任せてもいいのではないか

と҆қに考えてしまう。そのに関して、本学をؚΊ༷々

な大学で「生成ܥAIのར用について」という形でج本方

がଧち出されており、そのऔりѻいについて、ࣗ の学

修という؍からAIとのき合い方について考えるඞ要

があると感じた。

　そこで、大学教育においてAIはどのような形で活用され

るきかについて、教育をडける立場からࣗの大学での

経ݧを౿まえて考えてみたいとࢥう。

生成系AIを利用して感じたこと

　私が所属するθミで、「やりたいことを࣮現する方๏」に

ついて、ChatGPTを活用しながらϒレインストーミンά

を࣮ࢪするというػ会があった。ChatGPTに知りたいこ

とやアイデΟアを出してほしいことをえると、ඵでアイ

デΟア等を出してくれるという体ݧをして、そのすごさをഽ

で感じた。また、ChatGPTはアイデΟアを出してくれるだ

けでなく、それまでのやりとりの要をཧしたり、要

を౿まえたプレθン原稿を࡞ってくれたりするなどଟ࠼な

能力を持っており、活用の方๏࣍第では、ଟくのことをޮ

化できると࣮感した。ただ、ࢦ示の出し方によってฦ

内容の࣭が大きく変化するので、そのࢦ示の出し方をษ

。するඞ要があると感じたڧ

AIでは得ることができない経験や体験

　上記とはผのػ会にθミ活動の一として、θミର߅

ミχӡ動会の企ըɾӡӦを行った。この企ըを進Ίるࡍ

には、ChatGPTを活用せ 、ͣࣗ 分たちの力ですてをつ

くり上げた。その݁Ռ、「こうえれ（ࢦ示すれ）、こう

動くだΖう」とࢥっていたが、ఆ௨りにはいかないこと

がたくさんىり、े 分にຬできるミχӡ動会とはなら

なかった。つまり、私ୡのミχӡ動会はࣦഊにऴわったの

である。ただ一方で、そのఆ֎を何とかيಓ修ਖ਼しよう

と、その場でθミ生とし合いながらミχӡ動会を進行し

ていったたΊ、企ըが૯่れするという事ଶはආけること

ができた。このようなࣦഊ、さらにはࣦഊをগしでもリカό

リーしようという行動はAIを用いた学शをؚΊ、ص上では

ܾしてできない体ݧであり、これらの体ݧは࣮ફ的な知

ࣝやスΩルとして、私ࣗに深くࠁみࠐまれたと感じてい

る。

AIと大学教育のベストミックス

　ӡ動会のछ目を考える時にChatGPTを用いて「ӡ動会

˛ఆ֎のঢ়گをيಓ修ਖ਼しようとし合っている༷ࢠ
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でָしΊそうなٕڝछ目をڍげてください。ただし、࣮ ࢪ

場所は体育ؗで、όスέットϘールコート1໘分ఔ度とし

ます」といった形で、ӡ動会のछ目を考えるࡍのアイデΟ

アɾࡐྉをఏڙしてもらうことはՄ能だったと感じてい

る。また、上記でのఆ֎についても「˓˓というछ目を1

νーム˚人の˕νームで࣮ࢪします。このときに考えられ

るٕڝ中のトϥϒルは何だとࢥいますかʁ」「ٕڝઆ໌を

するࡍに、参Ճ者がཧղできなさそうなϙイントはどこだ

とࢥいますかʁ」といった形でChatGPTに࣭問し、ճを

ಘたうえで、それらを参考にしてٕڝӡӦ上のఆ֎に

ついてのରࡦを事前に考えることができたとࢥう。

　このような形でAIを活用すれ、ࣗ 分ୡではࢥいつか

なかったアイデΟアを活用しながら、よりよいイϕント企ը

やӡӦが࣮現できただΖう。また、AIがアイデΟアを出し

てくれたり、テンプレートとなるจষを࡞成してくれたりす

ることにより、私たちは、このイϕントの企ըやӡӦに関わ

る業務をޮ的に行うことができるかもしれない。

　以上を౿まえると、大学教育においてAIを活用すること

に異はないが、その前ఏとして、何をAIに任せて、何を

ࣗ分たちの力で࣮ࢪするのかをஅする能力をཆうඞ要

ੑがあるといえる。
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大学院　経営・流通学研究科　劉　燕
１．自己紹介

　私は、2022年4月から大学Ӄത࢜後ظ՝ఔに進学し

てത࢜จの上げにऔりんでいます。私は中ࠃɾو

भ省の出です。出大学はوभൣࢣ学ӃでઐՊは教育

ӳ語でした。私は2013年ࠒから日本語を第ೋ֎ࠃ語と

して学शし࢝Ίました。2016年4月から日本のඦ՟ళで

௨༁の事に従事しながら、大阪市内の日本語学ߍに௨

学しました。その時に、大学Ӄに進学したいとࢥい大阪産

業大学の研究生として年 ら͙いษڧしました。

　そして、2020年4月に大阪産業大学大学Ӄの経Ӧɾ

ྲྀ௨学研究Պത࢜前ظ՝ఔにೖ学して現在まで研究を

ଓけています。

２．研究活動

　私の前ظ՝ఔの研究テーマは『中ࠃ市場における化হ

品ECのマーέテΟンάઓ略ʙコーηーのコスメデコルテ

をもとに』でした。内容はコスメデコルテの中ࠃ市場での

成ޭ要Ҽについて、マーέテΟンάのアプローνを௨して

໌らかにすることでした。私は修ྃ後、Ҿきଓき後ظ՝ఔ

に進学して『中ࠃ市場における٬ސを活かしたখ売

マーέテΟンά』として研究中です。現在のマーέテΟン

ά研究はデジタル社会の影響Լで大きく変容しようとし

ています。

　私はこれまでに、アジア市場経済学会શࠃ研究大会で

2ճ報告しました。今年の7月には『中ࠃ市場におけるސ

٬を活かしたマーέテΟンάઓ略ʙӬً市とᚫ

അ生の事ྫをもとに』として報告しました。中ࠃ市場

ではアリόόάループが経Ӧする৯品スーύーマーέッ

トのᚫഅ生がٸ成長しています。ᚫഅ生はオンϥイン

（ネット）とオフϥイン（࣮ళฮ）のଟ༷なからビッά

データをऩ集してখ売活動に活かしています。

　マーέテΟンά研究の第一人者である,otlerは、ஶ書

『マーέテΟンά5.0』でビッάデータやAIを活用した「η

άメントɾオϒɾϫン」のコンηプトをఏ示して、マーέテΟ

ンάはデジタルを中৺に再ߏஙされるඞ要があることを

ࢧௐしました。さらに、,otlerはマーέテΟンά5.0をڧ

えるネΫストɾテΫϊロジーは人工知能（AI）、ࣗ વ言語ॲ

ཧ（N-P）、ηンαーٕ術、ロϘテΟΫス、֦ ு現 （࣮A3）、

Ծ現 （࣮73）、IoT、ϒロッΫνΣーンなどだとड़てい

ます。ビッάデータ分ੳπールはマーέターがݸ々の٬ސ

に合わせてマーέテΟンάઓ略をύーιナϥイζするプロ

ηスをՄ能にします。企業はAIのػց学शによる༧ଌア

ルΰリζムのࢧԉをडけることができます。༧ଌアルΰリ

ζムは新品開発、ߪങύターンのղੳ、レコメンυ（ਪ

）のࢧԉをՄ能にします（,otler et al.ʤ2022ʥ༁

pp.23-24）。

　このようなマーέテΟンάの考え方はখ売マーέテΟ

ンάにも大きな影響を与えています。খ売業はηンαーと

IoTを業務プロηスにうことで、࣮ ళฮۭؒにおけるデ

ジタル体ݧをఏڙすることができるようになります。ళฮ

のݕإ知ηンαーが٬ސの属ੑをAIでղੳしてదな

プロϞーγϣンをオフΝーすることができます。企業はη

ンαーやアプリからऩ集したビッάデータを、ಠࣗに開発

したアルΰリζムを用いてAIでղੳしながらマーέテΟン

άに生かすことができます。

３．AI時代に必要な能力

　AIやロϘットなどのネΫストɾテΫϊロジーが活༂する

時代に私たち人ؒにはどんな能力がඞ要なのでしΐうか。

マγンが読みऔれるデータはݦ在化した行動によるデー

タが中৺です。人ؒは行動のഎ後にある動ػやଶ度、さら

にはそのૅجになるՁ؍などをޒ感で感じながらਪ

することができます。また、ෳでプロジΣΫトをӡӦしな

がら՝をղܾすることも人ؒでないとしいとࢥいま

す。AI時代に大学教育にٻΊられるのは、学生同࢜のコ

ミϡχέーγϣンや関ੑを௨してこのような能力をຏく

ことだとࢥいます。

　私はത࢜จを執筆中です。จはࣗ分でഎܠɾ問

意ࣝを໌֬にした上で、研究目的やリαーνɾΫエスνϣ

ンをઃఆします。「生成AIが活༂する時代にॏ要な能力は

「࣭問をする力」「問いを立てる能力」だと言われます。۩

体的にはどこまで新な࣭問ができるか、どこまで深۷り

AI時代における大学教育
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の࣭問ができるかは、今後の知的࡞業のଟくの部分を

Ίること」になります（日本経済新聞2023年7月11日）。

　これからの人ࡐには特に現ঢ়にରして൷的に考える

力、ࣗ 分の考えをえて相खにೲಘしてもらえるようなプ

レθン能力、そして意工する能力や意ཉがٻΊられ

るとࢥいます。私は大学Ӄでࣗら問いを立ててそのえを

ࣗ分の力で୳していくたΊの能力開発をしたいと考えてऔ

りんでいます。

参考文献
,otler, P., ). ,artaKaya � I. 4etiawanʤ2021ʥ

.A3,ETING 5.0� Technology for )umanity, 

Ը人༁ʤ2022ʥ『コトϥーのマーέテΟンά

5.0 ʙデジタルɾテΫϊロジー時代のֵ新ઓ略』ே日

新聞出版ɽ

日本経済新聞2023年7月11日ɽ

˛ࣸਅ1　ᚫഅ生ిࢠࡳのࣸਅ
出所：筆者ࡱ影

˛ࣸਅ2　ᚫഅ生ࣗ動ࢧいγステムのࣸਅ
出所：筆者ࡱ影
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１．自己紹介と経緯

　私は中ߐࠃો省出です。日本のจ化や生活がきな

ので日本にಌれて、中ࠃのೆൣࢣژ大学をଔ業して日本

に来ました。それから1年ؒは日本語学ߍに௨学してଔ

業後に、中ԝ学Ӄ大学に編ೖ学しました。私はࣗ動ंの

ӡసが大きなので、いΖいΖなࣗ動ंのੑ能やૢॎに

関৺があります。最近は世ք的にٿԹஆ化Ψスݮに

関৺が集まり、新エネルΪー （ंNE7）が目されていま

す。以上の経Ңで私は大阪産業大学大学Ӄに進学し、新

エネルΪーࣗ動ं市場、その中でも७ిࣗؾ動 （ं#E7）

のྲྀ௨マーέテΟンάの研究をしています。

２．研究活動

　私は大学Ӄ前ظ՝ఔではテスϥについて研究して修࢜

จを࡞成しました。テスϥはトϤタなどの౷的なメー

カーとはશく違うྲྀ௨マーέテΟンάをおこなっていま

す。テスϥは日本では当たり前のデΟーϥー経༝でࣗ動ं

をൢ売していません。テスϥはスマホやύιコンなどと同

じようにインターネット経༝で#E7をൢ売しています。ま

た、テスϥは日本のࣗ動ंメーカーのようにテレビなどの

マスメデΟアを活用していません。ج本は4N4での報発

৴やϢーザー同࢜のオンϥイン上のコミϡχテΟに力をೖ

れています。

　後ظ՝ఔでは『中ࠃ市場における७ిࣗؾ動ंのྲྀ௨

マーέテΟンάについて』をテーマに研究をܧଓしていま

す。

　20世لはΨιリンɾエンジンंのྲྀ௨マーέテΟンά

が中৺でした。トϤタはそのٕ術のԆ長ઢ上のϋイϒリッ

υंで業を上げています。中ࠃ市場では新エネル

Ϊーंがࡦ的なࢧԉでٸ成長しています。その中でも

७ిࣗؾ動ंのγΣアが高くなっています。2022年の中

市場のࣗ動ंの新ंൢ売は2,700ສです。そのࠃ

うち、ి は540ສで（ܭP)E7と#E7の合）動ंE7ࣗؾ

す。これは同年の日本での新ंൢ売（Ψιリンंが中

৺）を上ճります1）。このࣈから何に、中ࠃ市場でి

ؾいます。७ిࢥ動ंが成長しているかがわかるとࣗؾ

ࣗ動ंはϞーターで動きます。したがって、Ψιリンɾエン

ジンとはશく違うαプϥイνΣーンでみ立てられます。

ちΐうどύιコンやスマホなどがϞジϡール化された部品

をௐୡするのと同༷のみです。

　これからはAIE7の時代です。中ࠃ市場ではࣗ動ӡస

などでインターネットとࣗ動ंがつながり、大なデータ

（ビッάデータ）がੵされています。これをAIがղੳす

ることでଟ༷なαービスをఏڙするみがߏஙされて

います。

　ࣗ動ӡసはγステムのࢧԉঢ়گによって5ஈ֊のレϕ

ルに分類されます。中ࠃやถࠃはすでにӡసखがいなく

ても特ఆ݅Լでશにγステムがӡసを୲う「レϕル

4」がొ場しています。中ࠃインターネット大खのඦ度（ό

イυΡ）などはແ人でࣗ動ӡసするタΫγーを࣮用化しま

した2）。

　中ࠃのNE7や#E7のメーカーのଟくはIT関࿈企業（た

とえアリόό、テンηント、ඦ度、レϊϘなど）とのڞ同

大学院　経営・流通学研究科　張 佳成
AI時代における大学教育

˛ࣸਅ1　ࣗ分が大きなࣗ動ंのࣸਅ
出所：筆者ࡱ影
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出ࢿによって経Ӧされています。また、中ࠃ府はࡦࠃで

NE7をੵۃ的にࢧԉしています。2020年に中ࠃ府は

「省エネルΪーंɾNE7ٕ術ローυマップ2.0」を発ද

しました。このܭըでは新ंൢ売におけるNE7のׂ合

を2025年までに20ˋ以上、2030年までに40ˋ以上、

2035年までに50�以上にҾき上げることが掲げられま

した。さらに、2035年には新ंൢ売におけるΨιリンं

はશて市場からഉআされる方です。すでに、2022年の

࣮でNE7のׂ合はすでに30ˋఔ度になっておりܭը

を大きく上ճっています。このようなڥԼで中ࠃのࣗ動

ं産業はٸに力をけています。

３．まとめ

　私が研究をしているࣗ動ं業քはこのようにڥがܹ

変しています。私はビッάデータのղੳやա去のデータ

にもとづきক来を༧ଌすることはAIの方が人ؒよりもѹ

的に༏れているとࢥいます。しかし、ޒ感を働かせなが

らࣗ༝な発や૾力でԾઆをઃఆする力はѹ

的に人ؒが༏れているとࢥいます。現在のࣗ動ं産業は

NE7や#E7ٸにҠ行することでػ能ੑ、経済ੑはも

ちΖんですが、世ք؍、ਅળඒなどのՁ؍がॏ要になっ

ています。ػ能的、経済的Ձよりも精ਆ的なՁをॏ

する人たちが૿えています。今のとこΖ、この精ਆ的なࢹ

Ձは人ؒでしかཧղできません。私は精ਆ的なՁを

ຏくことがこれからඞ要とされる人ؒのࠜݯ的な能力で

あり、この能力をຏくのが大学教育のׂだとࢥいます。

注
1）2023年2月12日中ंؿࠃ工業協会発ද。

2）日本経済新聞2023年9月15日3໘。

3）大阪産業大学8ebページ

https���www.osaLa-sandai.ac.Kp�news�topics�

48481�（最ऴӾཡ日：2023年9月18日）。

˛ࣸਅ2　学会でӃ生ड3）

出所：筆者ࡱ影
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年11月、アメリカの新興企業オープンAIが「νϟットࡢ　

GPT」を公開して以来、生成AIにରする目がますます

高まっている。生成AIとは、コンϐϡーターに大ྔのデー

タを学शさせ、Ϣーザーがࢦ示を与えるとจষやը૾、Ի

などを生成できるもので、「νϟットGPT」はその代දྫ

だ。「νϟットGPT」に࣭問や໋令をೖ力するだけでコン

ϐϡーターがॠ時にจষ࡞成やプロάϥミンάなどの࡞

業をこなしてくれる。ઌ進的な企業は生成AIをطに業務

にऔりೖれつつあり、今後はAIを上खに活用できる人ࡐ

の育成が大学教育にもٻΊられていくのだΖう。

　しかし、大学教育は୯にAIの活用術を学Ϳだけであっ

てはならない。生成AIをΊ っ͙てはྙཧ的、経済的、๏的、

࣏的さま͟まな問をҾきىこすことがࢦఠされ、࣮

在化している。今年のՆ、アメリݦに大きな問がط、ࡍ

カのϋリウッυでആ༏の労働合と٭本Ոの労働合に

よる大نなストϥイΩがىきたが、このഎܠにはөըや

൪の੍࡞会社との報ुやAIのѻいをΊ る͙ର立があっ

た。੍ 会社はエΩストϥആ༏のϞーγϣンをスΩϟン࡞

し、そのスΩϟンը૾をະ来ӬٱにうことをٻΊ、٭本

ՈにはAIで٭本のԼ書きを生成することをٻΊている。エ

Ωストϥആ༏はスΩϟンされた後にいࣺてにされ、٭本

Ոの事はAIに代ସされてAIが࡞成したԼ書きを修ਖ਼す

るだけのつまらない࡞業となってしまいかͶない。合ଆ

はAIのಋೖのされ方に੍نをかけ、ആ༏や٭本Ոに公ਖ਼

なରՁがࢧわれるようٻΊているが、経Ӧଆとのִた

りは大きく、ର立が長ظ化した。このଞ、AIにはِ報

を֦ࢄするリスΫやஶݖ࡞৵の問など༷々な՝が

ある。AIは社会にརӹももたらすが、ແடংなಋೖは社

会にࠞཚをもたらすたΊ、੍نがඞ要なのである。大学教

育、とりわけ社会Պ学の学部ではこのを学生に教える

ඞ要があるだΖう。

　世քにおいてAI੍نはԤभ࿈合（E6）が一าઌを行っ

ている。2021年4月にԤभ委員会が੍نҊを発දし、ٞ

をॏͶ、今年の6月にԤभٞ会が修ਖ਼Ҋをࢍ成ଟで

すஈࢦるが、年内合意を目した。ཧ事会の合意が࠾

֊である。੍نҊはAIのリスΫの高さを4ஈ֊（ᶃࢭې、

ᶄϋイリスΫ、ᶅリミテッυリスΫ、ᶆミχマルリスΫ）に分

類し、リスΫにԠじて੍نをઃけるもので、企業にରして

ը૾やจষがAIによって生成されたことの௨知とγステ

ム開発に用したஶݖ࡞の開示をٻΊ、๏違には最大

4000ສϢーロ（63ԯԁ）または๏人の場合年ؒ売上

高の7ˋのേۚをՊす内容となっている。E6の੍نҊ

は企業にとってݫしいものに見えるが、E6はܾしてAIを

൱ఆする立場ではない。むしΖE6はAIをҩྍのվળ、ަ

௨の҆શੑ、のޮੑ、エネルΪーの持ଓՄ能ੑな

どにݙߩし、ଟくのརӹをもたらしಘるとしてߠఆ的にと

らえている。E6はAIγステムを人ؒのಜԼにおいて҆

શɾ透໌ɾྙཧ的ɾෆภなものとすることによってڴҖ

を੍し、生成AIがE6のՁ（ຽ主主ٛや人ݖ、๏࣏主

ٛなど）のڴҖとなるのを͗、AIٕ術をE6市ຽにとっ

て「৴པできる」ものにしたいと考えている。

　AIにରする੍نはࠃ࿈でもٞが࢝まった。今年7月

ࠃ࿈҆อཧ事会はAIについてॳ会合を開き、άテレスࠃ

࿈事務૯長は生成AIが֤ࠃの経済発లにݙߩするՄ能

ੑをධՁする一方、大ྔのデマの֦ࢄなどAIがもたらし

ಘるෛの影響を問ࢹし、AIにରする世քڞ௨のൣن

の࡞成をٻΊた。しかし世քڞ௨のൣنの࡞成は容қで

はない。というのはࠃによりAI੍نにରするԹ度ࠩや目

的の相違があるからだ。E6はຽ主主ٛに与えるෛの影

響のݒ೦からAIを๏でݫしく੍نするが、オープンAI

やάーάルの本ڌアメリカはࣗࠃ企業のࣗ༝な活動の

たΊに؇やかなΨイυϥイン的なものとしたいࢥを持

ち、中ࠃはAIがڞ産ౘ一ౘࢧのڴҖとならないように

生成AIを੍نするࠃ内نଇをಠࣗにࢪ行した。ࠃやҬ

によりൣنがららのままでは、ݫしい੍نをとるԤभ

から੍نの؇いࠃにAI開発企業がྲྀ出するՄ能ੑがあ

り、ଞ方、中ࠃの੍نにより西ଆの֎ࠃ企業はڞ産ౘࢧ

のڴҖとなることをཧ༝として中ࠃのࠃ内市場からక

Ί出されることになるかもしれない。

　生成AIはըظ的なٕ術である。しかしແடংにこのٕ

術のಋೖが進Ί、ෆਖ਼ར用がຮԆしたり、社会をࠞཚ

させたり、経済֨ࠩのいっそうの֦大や社会的ෆ公ਖ਼を

経済学部　国際経済学科　教授　本田 雅子

AI活用術を越えて大学で学ぶべきこと
―AIのもたらす課題とAI規制―
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生み出すڪれがある。AIをదに੍نすることがඞ要

とされている。֤ を੍نがそれͧれの目的でಠࣗにAIࠃ

行うと、қやࢿにみがもたらされかͶない。世քڞ

௨のൣنやルールの࡞成がٻΊられるが、それはまだ࢝

まったかりである。今後AIがもたらすॾ՝とAI੍ن

の在り方について学生とڞに学んで行きたい。

注
このର立は本原稿の執筆時ではまだଓいていたが、11

月にೖり、ようやく長ظストはऴ݁した。最報ुの大෯

なҾき上げやAIのڴҖから労働者をอޢする同意など、

労働合ଆにとって大উརと言える݁Ռをऔりけたよ

うだ。AIのڴҖにରする労働者อޢの参考ྫとなるだΖ

う。ॳߍの時ظとॏなったので、記しておく。

参考文献
E6のホームページ：EYcellence and trust in artificial 

intelligence

https���commission.europa.eu�strategy-

and-policy�priorities-2019-2024�europe-fit-

digital-age�eYcellence-and-trust-artificial-

intelligence@en
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　近年、ITはܹٸに進化しଓけて、新しいπールやٕ術

が૿えଓけています。ྫ え、AI（人工知能）、IoT、Ϋϥ

ウυコンϐϡーテΟンά、5G、υローン、ロϘットなどです。

このଞにも私たちの生活に影響を与えているٕ術はؾづ

いていないだけでଟくଘ在します。ですが、そんな目新し

く出てくるٕ術をい、ཧし、活用していくのは、人ؒで

あるという事をれてはいけません。最新ٕ術をऔりೖれ

る場合、どんな問をղܾすることができるのか、୭が

うのか、ૢ がっているのかを考えるඞ要ڥできる࡞

があります。ӳࠃの大खӡૹ会社8incantonの最高

報任者である3ichard Giffordࢯは、「ϒロッΫνΣー

ンのようなものをಋೖしようとするときには、ٕ 術そのも

のよりもٕ術の成ख़度が問になる場合がଟい。成ޭさ

せるには、すてのύートナーがऔりみにࢍ成し、同じ

レϕルのཧղを持っているඞ要がある。それなしで、この

छのプロジΣΫトがॱௐにスタートすることはない」とड़

ています。私は、現在ଔで公Ԃཧ報γステムをಋ

ೖした経ݧをもつ公Ԃにώアリンάௐࠪを行っています。

まさに、ಋೖに成ޭしなかった公Ԃは、Giffordࢯがࢦ

ఠしている௨りの՝を๊えていました。公Ԃཧ報γ

ステムをಋೖした当ॳ、スマートフΥンのར用が一ൠ的で

なく、新しいٕ術の߅感やར用者のೝࣝの違いなど

の՝を๊えており、γステムのܧଓར用をஅ೦せ͟るを

ಘませんでした。ར用者のγステムにରする知ࣝやٕ術、

ٕ、がෆे分であったことが考えられڥ 術の進化に人

ؒの知ࣝとスΩルがいついていなかったことが、要Ҽだ

と考えられます。

　最近、ChatGPTのような生成AIが日常でわれるよ

うになり、৴ͽΐうੑのい報をい、生成されたจষ

を՝࡞成などに用して問になりました。こうした問

は、報リテϥγーに関࿈しており、教育ػ関で報リ

テϥγーやAIなどのٕ術について学Ϳॏ要ੑが高まって

きています。ٕ 術に関するૅج知ࣝの༗ແは、新しいٕ術

が出てきたときにॠ時にରԠし、その活用方๏を見ۃΊ

る上でとてもॏ要になってきます。その教育は、学生だけ

でなくઌ生も学Ϳことが大であり、進化しଓけるAIを൱

ఆしていくのではなく、ٸに進化するٕ術をむしΖどう

活用するかを考えることがॏ要になってきます。今後、生

成AIなどの新ٕ術がますます目をཋͼる中で、ক来的

にはその活用をՄ能にするたΊに、世代ަ代のタイミンά

で࣮用化できるかどうかがॏ要になってきます。そのたΊ

には、現在学生であるएい世代がAIについて学ͼ、AIの

能力を上させるたΊのデータや経ݧをੵするඞ要が

あります。こうした力により、ީؾ変動やԹஆ化といった

ະ来の՝にରॲする能力を高Ί、AIのજ在的なՄ能

ੑを最大ݶにҾき出すことができるでしΐう。

　4月、社会人としてٕ術者の立場になることを考えると、

新しいٕ術をੵۃ的にಋೖしようとするࡍには、エンジχ

アのಠりよがりになってしまわないようにؾをつけたいと

して、ར用者がどࡍいます。そこで、新しいٕ術のಋೖにࢥ

こまでཧղしているのかをѲし、٬ސが何をඞ要とし、

どのように活用できるのかをཧղすることがॏ要だと考

えました。さらに、新しいٕ術がどのように発లしてきたの

か、その経ҢをしっかりとѲすることがਖ਼しくγステム

を開発するたΊにඞ要だとࢥいます。

　これからの最新のٕ術と、特にAIに関する大学教育は、

教育ڥを大きく変えるՄ能ੑをൿΊています。しかし、

AIをޮՌ的に活用するたΊには、ٕ 術の進化と社会の変

化にରԠし、教育ػ関や教育者がదなΨイυϥインや

みをඋし、ܧଓ的な教育とઐ知ࣝをఏڙするこ

とがෆՄܽです。そして、AIを社会の進าに寄与するπー

ルとして活用することがॏ要になってくるでしΐう。

デザイン工学部　環境理工学科　岡本 穂香
AI教育の重要性について
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工学部　機械工学科　土井 正好
AI時代と大学教育

　最近、ChatGPTが持つ高度な言語அॲཧ能力が

に上る。ChatGPTは人ؒにඖఢするճとจষを

ఏڙできる。ChatGPTを生み出したのは人工知能（以

ԼAI）ٕ 術である。今まさにAIϒーム౸来である。

　しかしながら、このAIϒームは「いったい何度目のAI

ϒームだΖうかʁ」と私はৼりฦる。ա去をると、私に

とっては7ճ目ʁ8ճ目ʁのAIϒーム૽͗の印を持つ。

8E#をར用してAIϒームをௐると、第1から第3࣍ϒー

ムに大きく分類される。第1࣍ϒームは1950年代後か

ら1960年代にかけて、コンϐϡーターによるਪや୳ࡧ

の研究がんになり、特ఆの問にରしてえをఏ示で

きるようになった。AIのظが高まったことで第1࣍

AIϒームが౸来する。しかし、研究が進むにつれて、࿏

やύζルをղくことやఆཧのূ໌などの୯७な問をղ

ܾすることはできても、現࣮社会のෳࡶな՝はղܾで

きないことが໌らかになった。そのたΊ、AIのࣦ感

が広がり、ౙの時代をܴえる。1980年代の第2࣍AIϒー

ムでは、主にエΩスύートγステムに目が集まる。エΩ

スύートγステムとは、ઐ的な知ࣝをऔりࠐんでਪ

を行うγステムである。これにより、第1࣍AIϒームでは

できなかったෳࡶな՝にରするղをಋき出せるように

なり、第2࣍AIϒームがىこる。また、AIに知ࣝを与えら

れるようになったことで、Իೝٕࣝ術の上などAIの

ٕ術が発లし、日本でもAI研究が活発に行われるように

なった。しかし、࣮ քがあݶにAIに活用できる知ࣝྔにࡍ

ることが໌し、AIは再度ౙの時代をܴえる。2000年

代から現代にࢸる第3࣍AIϒームでは、大ྔのデータを

意ຯする「ビッάデータ」がొ場し、ビッάデータを用いて

AIがࣗら知ࣝを֫ಘする「ػց学श」が࣮用化された。ま

た、デΟープϥーχンά（深学श）のొ場によってAIはさ

らなる発లをげる。2012年には、ը૾ೝࣝにデΟープ

ϥーχンάがద用され、ը૾ೝٕࣝ術はさらに上し、إ

ೝূγステムやܽؕ品のࠪݕなどさま͟まなγーンで活

用できるレϕルになった。ը૾ೝࣝだけではなく、Իೝ

ࣝやデータマイχンά、ࡧݕなどଟくの分野でٕ術が上

し、AIが活用された品やαービスが生活の中で近な

ものになった。

　AIによって、大学教育ではどのような影響があっただΖ

う。࣎լ大学をൽりに、શࠃのෳの大学でデータα

イエンス学Պが生した。関西において筆者が知るとこ

Ζでは、ਆށ学Ӄ大学経Ӧ学部データαイエンスઐ߈や

ख学Ӄ大学৺ཧ学部人工知能ɾೝ知Պ学ઐ߈な

ど༷々な分野からデータαイエンスにೖりࠐむ。しかしな

がら現࣮として、高ߍ生から人ؾがない。֬ かに大人の考

えは「これからはデータαイエンスٕ術者が社会χーζ」

であっても、高ߍ生にとっては「何それʁしそう、ආけよ

う」なのである。また、社会でඞ要とされそうと言ってみた

ものの、データαイエンスઐՈとしてื集する۩体的な

就৬ઌはগない。ྫ えるなら、大学にロϘット学Պをઃ置

したとこΖでロϘットٕ術者としてのٻ人は皆ແである。

'AN6Cや҆ిػといった産業ロϘットメーカーに就

৬しても、࡞るロϘットは所、ࣗ AIロϘットではない。

　それでは、AI教育はඞ要ないのだΖうかʁここまで൱

ఆしたものの、私はAIやデータαイエンス教育はඞ要と考

える。ただし、データαイエンス学Պઃ置ではなく、طଘの

学Պ教育（ػց工学Պ、経済学Պ、社会学Պなど）の1Պ

目としてAIやデータαイエンスをऔり上げたい。なお、AI

ฒͼにデータαイエンス教育は౷一せ 、֤ͣ 学Պの講ٛ

で֤ઐ分野に関してར用できる事ྫٕ術を示すき

と考える。ػց工学Պであれ、ं ɾધഫɾػۭߤのࣗ

動ӡసや֤工場ෳػցのIoTネットϫーΫෑઃがڍ

げられる。

　ChatGPTは第3࣍AIϒームのԆ長ઢ上にա͗ない。

ChatGPTというศརなAIٕ術が世に์たれ、このٕ術の

ఏڙ者は「ええ」とᅥし立てる。しかし、ଟくの人はそ

の࿏を༧できていない。ChatGPTなら府ห

を࡞り、学生のௐࠪレϙートをݞ代わりし（場合によって

は研究者も）、就৬࠾用のՄ൱もஅする。この௨りであ

れAI普及によって人は৬をࣦい、人は考えることをࢭΊ

てしまう。最近、アメリカのആ༏労働合がストϥイΩを

こした。AIར用によってആ༏৬をୣわれてきているかى

らである。ۚでആ༏のࣸإਅだけࡱ影し、あとはAIと
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CGがөըストーリーを࡞してくれる。人は演ٕするඞ

要がないのである。

ޟいฦすと1997年にνΣスԦ者が、2015年にғࢥ　

トップ࢜عがAIにෛけた。Ԧ者が಄を๊えۤする࢟を

見て、いよいよAIが世քを྇կする時代が来る印をड

けた。一方、AIを಄として載するロϘットの分野では、

3oboCupというαッカーロϘットをڝう大会が1997

年から࢝まり、「2050年までにαッカーϫールυカップ

のνϟンϐオンνームにউརする」という目ඪを掲げてい

る。ここで読者に問いたい。もしԾに「上100ٕڝm

ロϘットを࡞る大会」だったとして、100mを5ඵで࣬す

るロϘットを生み出し、100m世ք一の人ؒとڝわせ、ロ

Ϙットがѹউརしたޫܠは人にເとرを与えるのだ

Ζうかʁ

　私は໊に工学ത࢜と記載しながら、ӳࣈでは

Ph.%.と書く。本来はPhilosophy of %octorとはl学ത

ྺ。zなのである࢜ うが、私はあえࢥ的な経Ңがあるとは࢙

て「学のあるඒしい工学」をٻしたい。
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の発ୡは人ؒの体を代ସさせ、あるいはその能ثػ　

力を何ഒにも֦ுするものであった。ࣗ 動ंはを代ସ

し、ݶられた時ؒでよりԕく行けるようになった。Ϋレー

ンやトϥΫターはやखを代ସし、ԕڸやݦඍڸはࢹ

力を֦ுした。またのػ能を代ସするものもొ場した。

カメϥやレコーμーは人ؒの記Աを代ସし、コンϐϡータ

はࢉܭ力を代ସした。これらは人ؒのࢥ考によってコント

ロールされ生活を豊かにしてきた。

　近年、AI（人工知能）の発లがஶしい。特に2022年

11月に公開されたChatGPTにより人々の関৺は一ؾに

高まり、生成AIという言葉を一ൠ化させた。生成AIはの

働きのࢥ考を代ସするものであると考える。これまで人ؒ

のࢥ考でଟ༷なثػをコントロールしてきたが、このࢥ考

を代ସするAIが生したわけであるから、これまでのثػ

開発とは࣭が異なる。ۃとして人ؒࣗ体を代ସすること

もでき、AIが社会を変えることは૾にくない。

　さて、府はこれまでの社会の変ֵを5ஈ֊でදし、

世代を4ociety5.0とした。目すきは変ֵのスύ࣍

ンである。ङྌ社会（4ociety 1.0）はສ年、ߞ社会

（4ociety 2.0）はઍ年、工業社会（4ociety 3.0）は

ඦ年、報社会（4ociety 4.0）はे年といえよう。つま

り変化の時ྻܥはର的にਪҠしている。このྲྀれでい

くと、きたる4ociety5.0は年で変ֵされるのだΖうかと

考えてしまうほど社会の変化がஶしい。内ֳ府によれ

4ociety5.0はαイόーۭ （ؒԾۭؒ）とフΟジカルۭؒ

（現࣮ۭؒ）を高度に༥合させたγステムにより、経済発

లと社会的՝のղܾを྆立する人ؒ中৺の社会であ

り、日本が目ࢦすະ来社会と示されている。このະ来社会

が౸来し年で変ֵされるとすれ࣍に人ؒにٻΊられ

る能力は૾できるだΖうか。

　このような時代において人ࡐ育成をつかさどる大学で

はどのような教育をすれよいのか。ٕ 術が高度化すると

になり、よりઐ的な教育がඞ要になるとࡶみはෳ

いうのがこれまでの常ࣝであるが、近年はこれもগし違っ

てきている。ྫ えコンϐϡータにおいては、これまでෳ

なॲཧをより高で行うにはプロάϥミンάٕ術がඞࡶ

要で、一ൠにはෆՄղなプロάϥミンά言語をい、一

ੲ前ならマγン語なる16進でද示されたプロάϥムを

考えるඞ要があった。近年はビジϡアルプロάϥミンά言

語とよれる感的なプロάϥミンάが普及しており、ࢹ

֮的にۣ形を印で͙ܨだけで࣮用的なプロάϥムを

むこともՄ能である。事࣮、খ学生（高学年）が3時ؒも学

शすれج本的な「おআロϘット」の動きをプロάϥミ

ンάできるようになる。つまりコンϐϡータの発ୡにう

ώϡーマンインターフΣースの発ୡにより、プロάϥミンά

はઐՈだけのものではなくなったといえる。

　そうなると人ؒが修ಘすき能力は何かということに

なるが、筆者は主体ੑであると考える。主体ੑとはࣗ分ࣗ

の意ࢤやஅにجづき任を持って行動することであ

り、人ؒ行動のݯであるともいえる。これを教育のなかで

どう۩現化させるかである。2017年度にվఆされた新学

शࢦಋ要ྖではධՁのج準が3つ示された。「知ࣝɾٕ

術」「ࢥ考ɾஅɾද現」「主体的に学शにかうଶ度」

である。AIはまだաظゆえଟくの՝を๊えているも

のの「知ࣝɾٕ術」「ࢥ考ɾஅɾද現」はAIが代ସでき

る分野であると考える。しかし「主体的に学शにかうଶ

度」はݸ人の意ࢥであり代ସできるものではない。学शに

かかわらͣ主体ੑはݸ人の行動をنఆするものであるか

らすての分野に及する。また変化のܹしい時代だから

こそ、人生のॳظにಘた知ࣝで後の人生をりれるわ

けではない。そのたΊリカレント教育や生֔学शという概

೦が生し、ますますそのॏ要ੑは૿している。主体ੑは

その部分においてもॏ要なׂを୲うものである。

　人類は人ؒの能力を代ସɾ֦ுするثػを開発する

ことにより豊かな生活をڗडできた。ثػはあくまでπー

ルであり人ؒの意ܾࢥఆにجづき活用されてきた。AIも

あくまでπールであり、本࣭的には人がコントロールして

こそ人ؒ社会におけるՁがあると考える。人ؒは時とし

て本人も༧ظしない感がࣗવに༙いてくる。تͼ、൵し

み、ౖ り、সい、このことが幸のݯઘのͻとつであるがAI

はそれをڞ༗できない。

　18世لの学者であるルιー（1712-1778）は「ಓ

全学教育機構　教職教育センター　山田 啓次
AI時代の人間教育
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۩がົになれなるほど、私たちのثはૈࡶになり、

ෆث用になる」という言葉をしている。これはࢠどもの

発ୡஈ֊におけるおもちΌのことであるが、人ؒの知ࣝɾ

ٕ能、ࢥ考ɾஅɾද現がෆث用になるとコミϡχέー

γϣン力がԼするだけでなく、同時にࣗޮݾ力感もԼ

しແؾ力になるのではないかとةዧする。これからの教育

においてはAIをいこなす能力と同等に、主体ੑを高Ί

るたΊ、πールの発ୡによってࣦわれた経ݧのػ会をఏ

。による学शをॆ࣮させるඞ要があるݧし、体ڙ



学会主催見学会

Tours Sponsored by the A
cadem

ic Society

令和5年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
『空中庭園展望台』
SON SOL（経済学部 経済学科）

学
会
主
催
見
学
会



　　

学
会
主
催
見
学
会

Tours Sp
onsored b

y the A
cadem

ic Society

04","�4"/(:0�6/*7&34*5:�3&7*&8�/P��9��

　私は、大学生最後のՆٳみに「Ѫ知 ަ௨産業見学会」

に参Ճしました。ࡢ年の学会コンテストで、私が考えたプ

ϥンが࠾用され࣮ࡍに現を見学できるので、参Ճする

前からとてもָしみにしていました。

　大学からѪ知ݝまで、αービスエリアでのܜٳをؚΊ

てยಓ3時ؒかかりましたが、普ஈ見׳れない֗ฒみ

のܠ৭をת能しあっというؒに最ॳの目的に౸ணしま

した。

　最ॳに、トϤタതؗでྺ代のࣗ動ंのల示を見学し

ました。ࢪઃの方から、トϤタのྺ࢙とトϤタがॳΊて生

産したࣗ動ंについて5分ؒઆ໌をडけました。ࣗ 動ं

の見どこΖやྺ࢙についてৄしく聞き、ࣗ 動ंのྺ࢙につ

いてཧղできました。ݐがΫルマؗとจ化ؗの2か所あ

り、最ॳにΫルマؗを見学しました。19世لから現代まで

のࣗ動ं140がల示され、トϤタだけでなくࠃ内֎

のメーカーのࣗ動ंもల示されていました。参Ճ者શ員

がスマートフΥンでࡱ影するほどເ中になり、ं にৄしく

ない私でもָしみました。特に、ημンなどの高ڃ֎ंや

スϙーπカーのల示エリアでは、ͣ っとோΊてしまうほど

ເ中になりました。

に、จ化ؗを見学しࣗ動ंのจ化についてミχカー࣍　

などがల示されていました。。中でも興ຯがあったものは、

ंのナンόープレートです。世ք֤ࠃのナンόープレート

がల示され、デザインがそれͧれ異なりとても໘നかった

です。

　さらに、จ化ؗでは4%Gsの企ըలが開催されてお

り、ଠཅిを載したࣗ動ंなどڥにྀしたࣗ動

ंがల示されていました。特に、υϥえもんのഎ中にιー

ϥーύネルをऔりけた「ιϥえもん号」はとてもՄѪかっ

たです。この「ιϥえもん号」は、今ճۮવల示されていた

のですが、後日ௐてみると、本学の教員も࡞に協力さ

れていたことを知りました。1993年にオーストϥリア大

をるレースに参Ճし10日ؒで3000Lmりൈいたとい

う記もあって大変ڻきましたし、本学関者が世քに

ઌۦけて活動されていたことを知りました。

内にあるフϥイトオϒυリームζをߓۭࡍࠃに、中部࣍　

見学しました。Ѫ知ݝは、ࣗ 動ं以֎にػۭߤの体や

主ཌྷなどの生産がんです。そのたΊ、アメリカのػۭߤ

メーカーのϘーインά社と深い関があります。ࢪઃ内に

ೖるとϘーインά787型ػがల示されており、ػۭߤの

大きさに感をडけました。

　ま 、ͣϥάジϡアリーフϥイトでػۭߤのணのγ

ミϡレーターを12分ؒ体ݧしました。ػۭߤを上खくૢ

ॎできるかෆ҆でしたが、インストϥΫターの方がコッΫ

ϐット内のثܭの見方やૢॎ方๏を丁ೡに教えてくださ

いました。࣮ を҆ఆしてඈ行させるػۭߤ、してݧに体ࡍ

のにࡉかなௐがඞ要であることを学ͼ、ૢ ॎのしさ

を௧感しました。体ݧをऴえたときは、「もう一度体ݧした

い」というؾ持ちになるほどָしΊました。

に、ల示され࣍　

ているػۭߤの

体やエンジンなど

をؒ近で見学しま

した。エンジンなど

の部品の࣮を見

て、その大きさに

ѹされました。ま

た、ల示ϒースで

はۭߤに関する用

˛年前まて本学でอされていた
「ιϥえもん号」

宮城 陽裕
「愛知　交通産業見学会」感想文
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語や౾知ࣝがհされていました。近年のػۭߤはػ体

をܰྔ化させるたΊૉણҡを用していることを、ॳΊ

て知りました。ػۭߤがする原ཧやྺ࢙について学

ͼ、ۭߤ業քについて興ຯを持ちました。

　さらに、り時ؒで友人とۭߓ内を見学し໊ݹのお

土産をߪೖしました。フϥイトオϒυリームζとۭߓを८

るのに2時ؒではりませんでしたが、友人とָしいࢥい

出を࡞ることができました。

　最後に、2つのࢪઃを見学してࣗ動ंやػۭߤは、ڥ

にྀして開発ɾ生産されていることを学ͼました。私は、

ց工学Պに在੶し「カーϘンχϡートϥル」や「ૉણػ

ҡ」について学ͼましたが、見学することでよりཧղが深

まりました。今ճはॳΊて友人を༠い一ॹに行動しました

が、とてもָしく大学生活のよいࢥい出を࡞ることができ

ました。フϥイトオϒυリームζは、プϥイϕートで๚れた

いです。ळの見学会も参Ճし、最後の学生生活をաごして

いきたいとࢥいます。

（工学部　ػց工学Պ）
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　はじΊに、なͥ私がこの研修会に参Ճしようとࢥったの

か。それは、普ஈंのӡసをしないからである。私は、今年

の7月にӡస໔ڐをऔಘしたかりであった。それ以降、

ंをӡసしなかった。このままではペーύーυϥイόーの

まま社会人をܴえてしまう。そんなとき、友人がこんな研

修会があるとհしてくれた。この研修会でӡస࿅शをし

ようと考えた。参Ճඅもަ௨අ、ன৯代ࠐみで1000ԁと

とてもྑ৺的なՁ֨であった。

　当日のྲྀれはこうである。大学に8時集合でそこから

όスで第ೋ阪ಸɾ໊阪ࠃಓを௨ってླࣛαーΩットま

でかう。所要時ؒはおよそ2時ؒであった。なお、そこ

までのಓ中はカーϒがଟく、ਲいやすい人はۤ労するだ

Ζう。11時ա͗にླࣛαーΩットのަ௨教育ηンターに

౸ணし、16時までの5時 。研修をडけた（1時ؒܜٳؒ）

最ॳにオリエンテーγϣンを30分ほどडけ、その後࣮ं

ੌ、ࡍ࿅にҠった。その܇ いものを見かけた。それはN49

という高ंڃである。

私はंにৄしいわけで

はなったが、ं に精௨

している友人たちはと

ても興ฃしていた。Ձ

֨は3000ສԁ、いか

にも高ंڃという内

で、࣮ にӡస੮にもࡍ

࠲。ることができた࠲

り৺がよく、ӡసし

てみたいというཉもあったが、ྲྀ ੴにইをつけたらまͣい

とࢥい、ఘΊた。

　高ंڃを見ૹった後、やっとӡసにҠった。最ॳはߏ

内を る͙ る͙とӡసし、感֮を׳らした。それでもӡసは

第࣍、ාでしかなかった。しかしڪ々だったたΊ、最ॳはٱ

にӡసにも׳れてきた。ܰ くӡసした後、̓ શۭؒূݕと

いうものを行った。これは、とっさにٸϒレーΩを౿んだ

時や、ٸϋンυルをૢ࡞したࡍにどのくらいのڑでࢭま

れるのか、どのくらいの時ؒでྡのंઢにҠれるのかを

するものである。やり方はこうである。はじΊに、前方ূݕ

に৴号があるઢ区ؒを時40Lmで行する。࣍に、

前方の৴号が౮したらٸϒレーΩを౿む。ं ઢ変ߋの

時はࠨ、 ӈどちらか৴号がついた方にٸϋンυルૢ࡞を

する。このূݕでどのくらいのڑをۭけていれ、前を

っているंとিಥしないのかを࣮ࡍにに出してݕ

ূした。ٸϋンυルも同じようにどのくらいの時ؒがあれ

、ٸにา行者がඈͼ出してもিಥしないのかをূݕし

た。私の場合、ٸϒレーΩは15m、ٸϋンυルは2.5ඵで

あった。もちΖんݸ人ࠩはあるが、友人たちもほぼ同じよ

うな݁Ռであった。しかし、インストϥΫターの方によれ

、࣮ にはこの݁Ռの2ഒの30m開けていなけれিࡍ

ಥは໔れないとのことであった。なͥなら、ಓ࿏のঢ়ଶ

やंのタイϠのすりݮり۩合で、ఀ が大きく変わっڑࢭ

てしまうからである。以上のことから、普ஈのӡసでも前

とのंؒڑを開けておくきだとվΊて感じた。

　おனܜٳがあり、ன৯を৯た後、ླ ࣛαーΩットを୳

した。この時は9月24日に日本άϥンプリが༧ఆされてࡧ

おり、その会場の準උが行われていた。メインスタンυに

立ちೖることができて、'1きの友人はとても興ฃして

いた。友人ᐌく、「ここのνέットはほとんど当たらない、し

かも高ֹ」、ࣸ ਅにࣸっている࠲੮で3ສԁほどだという。

とても高いが、'1はいものだとࢥった。会場を出た後、

アトϥΫγϣンの方かった。お土産もങうことができ、

খ学6ߍ年生の修学ཱྀ行でったロッΩーコースターに

もった。ٱしͿりに来ることができてとてもָしかった。

塩見 大輔
鈴鹿安全運転研修を通じて
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　னからはスΩッυ体ݧを行った。໘を水で༧Ίೞらし

ておき、りやすいঢ়ଶを࡞る。そこを行しϋンυルૢ

、がどの༷になるか、いわυリフト行である。やはり࡞

ૢ、りやすいಓ࿏なたΊ、スϐンしてしまい がおぼつ࡞

かなかった。しかし、日常でもӍのときにӡసするのはよ

くあるたΊ、とてもいい体ݧになった。最後に研修のまと

Ίを行い、ླ ࣛでの一日をऴえた。普ஈӡసすることがな

いたΊ、今ճの研修はӡస࿅शもؚΊてよい体ݧになっ

たと感じた。なお、ؼりのόスでは友人たちとήームをし

たが、私ࣗਲいやすい体࣭のたΊ、్ 中でμウンしてし

まった。しかし、ർれていたこともあり、৸てؼ࿏についた。

　この研修は普ஈӡసする人もしない人もडけるきだ

とࢥった。私ୡ以֎に会社で研修をडけに来たάループ

もあり、ॏ要な知ࣝなのだとվΊて感じた。අ用も҆いた

Ί、༧ఆが開いている学生は是非参Ճしてほしい。

（工学部　ަ௨ػց工学Պ）
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　私はখさいこΖから関西ߓۭࡍࠃをར用していて、ख

ՙࠪݕを見ていました。『ւԐ』を見てւ上อ҆にあ

こがれもありました。去年に開催されていたのを知って興

ຯを持ち、今年も開催されたので友ୡと参Ճしました。

　この見学会では関西ߓۭࡍࠃにある大阪੫関と第ޒ

区ւ上อ҆本部に行ってきました。

　大阪੫関では、ま 、ͣ公務員としての৬業に関するઆ໌

やఠ発されたີ༌品、コϐー品についてઆ໌がありま

した。公務員に関するઆ໌では聞きなじみのない言葉や

しい୯語も一つ一つ丁ೡにղઆしてくださりわかりや

すかったです。࣍に、ఠ発されたものについてのઆ໌があ

り、ここではఠ発された事ྫをৄしくղઆ、またそこにજ

むݥةも教えてきとても興ຯ深くまだ時ؒがあれ聞

いていたい内容でした。ϒϥンυ品の本とِの見分

けも体ݧしましたが意深く見ないとわからないほど精

がݧりでした。これを見分けられるのは知ࣝと経࡞な

生かされていると感じました。その後、ຑༀ୳知ݘとその

ύートナーのϋンυϥーによるࠪݕのデϞンストレーγϣ

ンが行われました。しっかりとຑༀのしみࠐんだの所持

を見分けていて感動しました。ຑༀ୳知ݘのࠪݕが成ޭ

するとμミーとݺれるものをい、ຑༀ୳知ݘはご๙

ඒとしてϋンυϥーと༡んでいました。ຑༀ୳知ݘとϋン

υϥーの࡞り上げたឺが垣ؒ見えて৺がԹまりました。そ

して、3໊の現৬員における体ݧஊやࢤ動ػ、現在の

業務આ໌などの講がありました。৬場のงғؾなどの

ॏなとプϥイϕートのを聞き、༗意ٛな時ؒをաو

ごすことが出来ました。もっと࣭問したかったです。

　大学のत業でอ҆ج準の長さ12メートルにద合しな

いंについてのઆ໌があり、னܜٳの時にそのंを࣮ࡍ

に見ることが出来てڻዼしました。そのंとは長さが18

メートルをえるόスであり、ӡసのқ度が֨ஈに違う

と感じました。

　第ޒ区ւ上อ҆本部では最ॳにւ上อ҆ிについ

てのઆ໌ののち、所属ػ動ٹ࢜によるデϞンストレー

γϣンや現৬員（ύイロットɾػ動ٹ࢜ɾػ体

උ࢜）からの現場体ݧஊの講がありました。デϞンスト

レーγϣンはϔリコプターに見立てた11メートルの高さ

から降Լしてٹ助するという内容でした。降Լまでの準උ

や降Լするスϐーυ、ணしてからもう一人の降Լなどの

動きにશくແବがなくચ࿅された動きだと一目でわかるく

らいૉૣかったです。ٹ助や໋ٹにうಓ۩を࣮ࡍに

にணけ、見ることが出来ました。すてに助けるたΊの工

がࢪされており໋をकる大さがにᔍみました。࣍に

を見ることが出来ました。『ւػۭߤわれているにࡍ࣮

Ԑ』でしか見たことがなかったػۭߤにることが出来て

すごく興ฃしました。ϔリコプターではૢॎ੮に࠲ってૢ

ॎᑈをѲりਅԣで置やϘタンのઆ໌をしてきました。

˛ւ上อ҆ி 見学

˛ւ上อ҆ி ϔリコプター

横山 拓哉
関西国際空港見学会に参加して
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ಌれのૢॎ੮で置について༷々な࣭問をしてখさいと

きからのເをかなえることが出来ました。さらにプロペϥ

のυアが開์されており中にೖっているレーμーのϞχػ

ターやແઢの置も見学することが出来ました。୲当の

方からΊったに見ることが出来ないと言われたプロペϥ

੮が一࠲にしているが内部はجをػの内部です。ຽؒػ

部֎され؆қ的な࡞りになっていると感じました。

　私にとって今ճの見学会はوॏな体ݧがଟかったたΊ

ॆ࣮したあっというؒの1日でした。ࡢ年は行こうとࢥっ

たが時ؒが合わͣ行けなかったけれども、今ճは友ୡと

参ՃしたたΊ友ୡとのࢥい出もでき、ࣗ 分にとってもかけ

がえのない経ݧが出来ました。もし来年も開催されるので

あれまた行きたいと考えます。

（工学部　ަ௨ػց工学Պ）

˛ւ上อ҆ி プロペϥػ レーμー、ແઢ

˛ւ上อ҆ி プロペϥػ
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　大学からόスにって最ॳに行ったのは和Վ山で

す。౸ணしてまͣల示ࣨにかいました。ల示ࣨにೖる前

にγアタールームで、和Վ山のྺ࢙やෑ内のߏな

どをCGをってઆ໌をしているө૾を見ました。その後、

ల示ࣨで和Վ山のྺ࢙จ化に関わるల示をؑし

ました。ࣨの型やなどとても興ຯ深いものが山

ありました。また、そのԣには和Վ山に༝来のあるҒ人た

ちについてのల示ࣨがありました。ԞफޫやদԼ幸೭

助はもともと知っていたのですが、ೆ 方۽ೇやཾࢠ、

༗٢佐和ࢠなどॳΊて知る人もおり、新しい発見につ

ながりました。ల示ࣨを出た後、ఱकֳにかいました。

ಓ中、ఉを見せるとこΖがありました。とそのपりをғ

むࣗવがとても៉ྷでした。また、ੴ垣とそこに生えてい

るଽや、大きなのԼで日ӄになっているとこΖなどから

はマイナスイオンが出ているかのようなෆٞࢥな৺よさ

がありました。 

　ఱकֳのԼに౸ணした後はࣗ༝時ؒだったたΊ、私た

ちはまͣன৯のおห当を৯ました。ࡔをొってきたとい

うこともあり、ܠ৭が៉ྷで෩௨しもྑく、ؾ持ちのྑい

ͻと時をաごすことができました。られたห当は۩ࡐが

りだくさんでϘリϡームがあったたΊ、ຬෲで大ຬで

した。ご൧の後はఱकֳかいました。ఱकֳは360

度 る͙りとपりを見せるようになっており、和Վ山を一

できました。ܠ৭を見ていたあたりで集合時ؒがഭっ

ていることにؾづき、ؾ͗ٸຯでかったのですが、集合

場所までࢥった以上にڑがあったたΊ、かなりযりまし

た。大߄てでしたが݁局は時ؒΪリΪリには集合場所に

౸ணすることができました。

立近代ඒ術ؗに行きました。今ճ、和Վݝに和Վ山࣍　

山ݝ立近代ඒ術ؗでは原উ࢛లとトϥンスϘーμー

のల示をしていました。まͣ原উ࢛のల示を؍ました。

最ॳに見たときは͟っくりඳかれた༉ֆだなと感じまし

た。そこで学ܳ員の方が「近くで見たときとԕくから見た

ときでの異なる印をָしんでほしい」とおっしΌってい

たことをࢥい出しました。一าೋาとԼがってみると、近く

で見た時にはؾづかなかった透໌感やԞ行きを感じるこ

とができ、とてもڻきました。ԕくから見る方がٯにࡉ部

がしっかりුかͼ上がってくるというෆٞࢥな感֮に一

品を見た中で特に࡞の࢛まれました。原উࠐにҾきؾ

きだったのが、ՖළにೖったՖをඳいたֆです。Ֆළに

ೖったՖのֆは一つではなかったのですが、どれも、Ֆห

や葉のॏなりとԞ行き、࣭ 感までもがわってくるような

ޫ。品でした࡞ が当たっているとこΖと影になっているとこ

Ζを༉ֆで͟っくりણࡉにඳいているとこΖがとてもັ力

的でした。࣍にトϥンスϘーμーのల示を؍ました。この

ల示の中で一൪目をҾかれたのは上山ௗஉの࡞品でし

た。ࣸ ਅかとࢥうほど࣮ࣸ的でڻきました。また、৭がはっ

きりしているとこΖや深みのある৭がとてもඒしかった

です。ඒ術ؗを出た後、エントϥンス近にઃ置されてい

たࠇلষの中ۜカプηルタϫービルのカプηル部分を

ました。大学のत業で知っていたので、本を見ること؍

ができてخしかったです。૭から内部のۭؒॅډを見る

と、スマートで近ະ来的な内ではあるのにి化品が

塚本 朱梨
和歌山芸術鑑賞巡り感想
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શてレトロだったたΊ、ա去とະ来がࠞ͟ったような4'っ

Άさを感じました。 

　今ճの和Վ山ܳ術ؑ८りでは、今まで知らなかっ

た、和Վ山と和Վ山出のҒ人のັ力を知ることができ

るとてもྑいཱྀになりました。

（デザイン工学部　ݐஙɾڥデザイン学Պ）
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　今ճ私は「୶࿏ ࡂݮɾࡂ体ݧ」に参Ճしました。こ

の見学会は୶࿏ౡで行われました。୶࿏ౡといえೢۄ

などの໊産品で知られているౡであり、ฌݝݿに属してい

るౡです。ฌݝݿから୶࿏ౡに行くたΊにՍけられている

໌ੴւڦ大ڮはつりڮとして世ք2位の大きさであり、શ

長は4Lmとなっています。ޫ؍としても人ؾの୶࿏

ౡですが、1995年1月17日には໌ੴւڦをݯとする

ฌݝݿೆ部（阪ਆ୶࿏大ࡂ）で大きなඃをडけ

ました。୶࿏ౡでは40ඵؒ༳れଓけこのによりද

にͣれがىこり、அが10Lmあらわになったようです。

このஅは野ౡஅと言われています。このஅはࠃの

記೦にもࢦఆされています。今ճの見学会では野ౡஅ

の一部を当時のままอଘしている北୶ࡂ記೦公Ԃ

に行きました。ここでは最ॳに語り部さんのおを聞きま

した。語り部さんは当時はࡂにରする準උがෆして

おり、どのように行動すれいいか分からなかったと語っ

ていました。つまり、普ஈからのඋえがඞ要だということで

す。ほかにもඃࡂでのաごし方のコπなどを教えていた

だきました。語り部さんのおがऴわった後、記೦ؗにೖ

りました。ここは普ஈ見ることのできないஅを見られる

という興ຯ深いとこΖではありますが、それと同時に

のڪΖしさも一目でわかるとこΖとなっています。

　そのଞにも当時のࣸਅやө૾などが見られるとこΖや

の༳れを体感できるػցなどもありのことにつ

いて大きく学る記೦ؗとなっていました。記೦ؗの見学

がऴわった後にޚ৯ࠃというとこΖでன৯をとりました。

ここはスーϕχアγϣップとのซઃであるたΊன৯をऔっ

た後はお土産をങうことができます。୶࿏ౡということだ

けあってೢۄ関࿈のお土産がଟかったですが、そのଞに

も୶࿏ౡのڇのミルΫをったお土産など、たくさんのお

土産があったたΊお土産બͼに時ؒがかかりました。ன

৯を৯ऴわった後にฌݝݿ立୶࿏ເにかいま

した。ここはもともと関西ߓۭࡍࠃなどの土࠭۷࠾場で、

そのたΊにࣦわれたなどのを再生した場所となっ

ています。この見学会ではその中の一つあわじάリーン

ؗというとこΖに行きました。ここは日本最大ڃのԹࣨと

なっており֤エリアごとに世քの২たちがల示されて

います。その中にはόナナのやόχϥなどといった聞い

たことがある২から日本では見られない༷々なوॏछ

や、ཽڪが৯ていたといわれているもの、ઈ໓したとࢥ

われていたがࣗ生しているとこΖが発見された২や、友

のあかしとしてଃられた২もల示されていました。私

が一൪興ຯ深かった২はߖตԼの໊をףしたՖで

ある「マαココウタイγώデンカ」です。

　この২はγンΨϙールの২Ԃとあわじάリーンؗ

とのܖが݁れた記೦にଃఄされたものだそうです。γ

ンΨϙールの২Ԃではϥンを品छվྑし世քの7IPな

どの໊前をけたՖをଃఄしているそうです。Թࣨ内には

カフΣがあり、২を見ながらアイスを৯たり、ҿみ

をҿんだりできる場所もあり、ܜٳにも最దな場所となっ

ていました。༷ 々な২を࣮ࡍに目で見たりいをᄿいだ

りといったことができ、普ஈ見ることのできないものがؒ

近で見られるたΊ、とても໘നかったです。今ճの見学会

岡 空翔
淡路で学んだ自然



　　

学
会
主
催
見
学
会

Tours Sp
onsored b

y the A
cadem

ic Society

　　

学
会
主
催
見
学
会

Tours Sp
onsored b

y the A
cadem

ic Society

04","�4"/(:0�6/*7&34*5:�3&7*&8�/P��9 ��

はࡂや২といったࣗવについてଟくのことを学る

見学会となっていてࡂのڪΖしさや২のඒしさを学

Ϳことができてとても໘നかったです。

（工学部　ަ௨ػց工学Պ）



▲令和5年度 写真・イラストコンテスト（イラスト部門）応募作品
　『REicon:01』
　梅津 憂剛（工学研究科　環境デザイン専攻）
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令和5年度 写真・イラストコンテスト（イラストデザイン部門）優秀賞作品
『Mother Lake』
西倉 匠惟（経済学部 経済学科）
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ୈ��ճʮͿΜ͔͘ίϯςετʯ
ʢ編෦ʗ編෦ʣɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

ୈ � ճʮࣸਅɾΠϥετίϯςετʯ
ʢࣸਅ෦ʗΠϥετσβΠϯ෦ʣ ɹɹɹɹɹ

ୈ � ճʮֶݟձϓϥϯχϯάίϯςετʯ
　大阪産業大学学会では、ྫ 年、学部生ɾ大学Ӄ生をରに学会コンテストを࣮ࢪしています。

　Ϳんかくコンテストでは、「長編部」「編部」でそれͧれื集し、ଟ༷なジϟンルのখઆのԠืがありました。

　ࣸਅɾイϥストコンテストの「ࣸਅ部」では、学内だけにݶఆしない෩ࣸܠਅをื集し、工をڽらしてࡱ影されたࣸਅ

などたくさんのԠืがあり、「イϥスト部」では、ύιコンを用いて੍࡞された࡞品、AIを用いて੍࡞された࡞品、水࠼ըな

どのԠืがありました。

　学生目ઢで企ըされた、༷ 々なプϥンのԠืがありました。༏लなプϥンは、࣍年度の学会主催の見学会として開催する

༧ఆです。

。いますࢥଓしていきたいとܧ、らしながらڽ年度以降も、学生がより興ຯをͻくよう工を࣍　

コンテスト報告
令和 5 年度 企画委員長　笹岡 敬

˛2023年度学会コンテストνϥγ
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大阪産業大学学会コンテスト2023実施結果

第24回　ぶんかくコンテスト実施結果

৹　　ࠪ 書類৹ࠪ

  　2023年9月21日（）ʙ 10月13日（ۚ）

  最ऴ৹ࠪ

  　2023年11月21日（Ր）

ื集内容 長編部ɾ編部

Ԡื݅ 長編部ʜʜʜ4݅

  編部ʜʜʜ2݅

ʪड者一ཡʫ

　　　ʦ長編部ʧ

ʲ༏लʳ

  北ా　ྲྀ （ۭ経Ӧ学部　経Ӧ学Պ）

品：後չがઌに立ったなら࡞　  

ʲྭʳ

  中ଜ　新ଠ（工学部　市工学Պ）

いのࣗ໌品：ຐ๏࡞　  

ʲ力ʳ

  近藤　ಹ（ࡍࠃ学部　ࡍࠃ学Պ）

品：Ӊからのお٬さん࡞　  

ʪ৹ࠪ委員ʫ

ଜా࠸、ுᴈ、μχエルɾテϡーόー、今中ҥࢠ、ాलਉ、୩本ӳ彰、Ҫ上തথ、

佐藤彰彦、藤岡๕、ప、ᜊ藤立࣎、ཥ東ढ़、ؖ 相、本ాխࢠ

（ॱෆ同、ܟশ略）　　　　　　　　　　　

ื集ؒظ 2023年9月21日（）ʙ 2023年10月13日（ۚ）

৹　　ࠪ 書類৹ࠪ

  　2023年9月21日（）ʙ 10月13日（ۚ）

  最ऴ৹ࠪ

  　2023年11月21日（Ր）

ื集内容 ࣸਅ部ɾイϥストデザイン部

Ԡื݅ ࣸਅ部ʜʜʜʜʜʜ30݅

  イϥストデザイン部ʜ 9݅

˛中ଜ新ଠさん

˛北ాྲྀۭさん˛北ాさんɾ岡企ը委員長

˛近藤さんɾҏ藤װ事 ˛近藤ಹさん

第8回　写真・イラストコンテスト実施結果
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৹　　ࠪ 書類৹ࠪ

  　2023年9月21日（）ʙ 10月13日（ۚ）

  最ऴ৹ࠪ

  　2023年10月17日（Ր）

ื集内容 日ؼりで࣮ࢪՄ能な見学会プϥン

Ԡื݅ 3݅

ʪड者一ཡʫ

　　　ʦࣸਅ部ʧ

ʲ༏लʳ

  ୩　߁ฏ（工学部　ަ௨ػց工学Պ）

%品：+APAN 3E࡞　  

ʲྭʳ

  ཬ　行（工学部　ػց工学Պ）

品：ીۨέַの࡞　  

ʲ力ʳ

  ଙ　Ӊ（デザイン工学部　報γステム学Պ）

上ۭ428メートルߐɾમࠃ品：中࡞　  

（デザイン学Պڥஙɾݐ　デザイン工学部）見　世ࡉ  

品：合ঠり࡞　  

　　　ʦイϥストデザイン部ʧ

ʲ༏लʳ

  西　ঊҘ（経済学部　経済学Պ）

品：.other -aLe࡞　  

ʲྭʳ

  ᚸ　ྏհ（デザイン工学部　ڥཧ工学Պ）

品：AI時代における大学教育࡞　  

ʲ力ʳ

  Տଜ　ᡨฏ（デザイン工学部　報γステム学Պ）

品：์՝後の教ࣨ࡞　  

ʪ৹ࠪ委員ʫ

、ᇙจᔺ、ߒ٢ాխ一、ా、ా和ਅ、ҏ藤一、和ా໌、ܟ岡

ೖߐຬ、Ԙ見߶一、ࠀాށ

（ॱෆ同、ܟশ略）ç　　　　　　　　　　　　　　　　　

˛୩߁ฏさん ˛ཬ行さん

˛Տଜᡨฏさん

˛西ঊҘさん

見世さん˛ଙӉさんࡉ˛

˛ᚸྏհさん

第6回　見学会プランニングコンテスト実施結果

˛北Տさんɾ岡企ը委員長

˛西さんɾଜా常任委員長
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2023年9月6日（水）

Ѫ知　ަ௨産業見学会 ʙトϤタതؗとフϥイトオϒυリームζの見学ʙ

14໊参Ճ

ʲ༏लʳ

（ց工学Պػ　工学部）　ཅ༟ٶ  

  　プϥン໊：ඣ࿏ˍ໌ੴ市立ఱจՊ学ؗ

見学会

ʲྭʳ

  北Տ　ࣣでしࢠ（経Ӧ学部　経Ӧ学Պ）

  　プϥン໊：ສത記೦公ԂはଠཅのౝだけじΌないʂ

 を世քに広げようࢹ

ʪ৹ࠪ委員ʫ

ߒ٢ాխ一、ҏ藤一、和ా໌、ాलਉ、Ҫ上തথ、ཥ東ढ़、ࢠ今中ҥ、ܟ岡

（ॱෆ同、ܟশ略）　　　　　　　　　　　　

ཅ༟さんٶ˛ ˛北Տࣣでしࢠさん

˛北ాさんɾ中ଜさんɾٶさんɾ北Տさん ˛ଙさんɾࡉ見さん

˛ᚸさんɾཬさん ˛୩さんɾ西さんɾՏଜさん

令和5年度　見学会プランニングコンテスト実施報告
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　後չઌに立た 、ͣという言葉をごଘじだΖうか。

に済んでしまった事にରして後չをしても意ຯがط　

ແい、औりฦしがつかないという意ຯのことわ͟だ。

　෴水ຍにฦらͣ 、後のࡇり、ᢌをטむʜʜ。

た意ຯのことわ͟はあれど、これほど୯७໌շに後ࣅ　

չをදす言葉もଞにあるまい。

　この言葉、࣮ にૉらしいとࢥうのは私だけだΖうか。

　『後չ』は『後』から『չ』やむと書き、それが事よりઌ

にىこるなんて在りಘないというຬのରٛ語、その言

葉の何がૉらしいのかと、もしかしたらそうࢥうかもし

れない。

　しかしいࣗ͟分が大きな後չに໘した時、この言葉

は深くڳの内にམちるഺだ。

　あの時ああしていれ、この時こうしていれʜʜと。

　その大খに߆らなけれ、この世に人生で後չをした

事がແい人ؒ等ډないに違いແい。

　どのようなҒ業を書にࠁんだӳ༤も、ྺ に໊を࢙

せなかったແ໊の୭かも、今ࡍのࡍにզが人生に一ยの

չいແしとڣんだ世ل者も、֗ 中ですれ違う今を生

きる一ൠ人も。

　୭一人として、後չをせͣに一生をऴえる事など出来

はしない。

　後չなんてした事がແい、ӕをుいた事がແい等と

言っている人ؒがډたら、その人はؒ違いແく大ӕుき

だ。

　ӕと後չは、人ؒ୭しもが௨るಓである。

　ʕʕ、普ஈはいもしない一人শで後չについて

の持をల開する、変人そのものである私も山の後չ

をしてきた一人だ。

　ਏうじて後չと言う言葉のにҾっかかったようなࠣ

事から、それこそ人生をࠨӈするような一大事まで。

ୡと同じく、後܅特なحなବจを読んでくれている༷ࢩ　

չにృれただ。

　ʜʜいや、しかし後չというのは݁局ؾの持ちような༁

であって、ָ かな後չというものは持ࡉ的な人はখさく؍

ち合わせていないのかもしれない。

　もしかすれ、私がただ後Ζきなੑ֨で、༏ॊෆஅな

人だからなのかもしれない。

　ここまで語っておいて何を言っているのかとࢥうかもし

れないが、私も何を書いているのか分からなくなってきた

所だ。

　そΖそΖ本にೖらなけれ、があら͵方と行っ

てしまいかͶない。

֬、にखれ感もあるがط　 かに୭かにえたい事࣮が

あったのだ。

྆、りきטれないΩーϘーυに׳　 खの人ࠩしࢦでޡ

ృれのจをଧちしながら、それでもえたかった私ࣈ

の体ݧஊ。

　ເのような、しかし֬かに現࣮に在ったϊンフΟΫγϣ

ンの語。

　ʕʕもし、後չがઌに立つような事があったら、どうだ

Ζうか。

「もし、もし、そこのو方」

「もしかしてԶの事ですかʁ」

「そうですそうです。のリϡッΫをഎෛったࠇのو方の

事ですよ。࣮ は私いのようなものをやっていまして、ྑ け

れどうですかʁॳճという事で代ۚはお҆くさせていた

だきますし、あまりお時ؒもऔらせません」

「いや、Զはʜʜ」

「そう言わ 、ͣさあさあʕʕܾして、後չはさせませんか

ら」

第24回「ぶんかくコンテスト」（長編部門）優秀賞作品：

後悔が先に立ったなら
経営学部　経営学科　北田 流空
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　最ॳに一言、どこか事務的なをֻけられた時、Ԡえて

しまったのがԶのӡのਚきʜʜいや、ೡΖӡがྑかった

のか。

　とにかくこれがの಄、Զの体ݧஊのಋೖ部分、ى

ঝస݁のىに当たる。

　໌らかにոしげなঁにをֻけられて、֗ 中でられ

るϙέットテΟッγϡやνϥγの類いをஅれない人छのԶ

は、खをҾかれるままにڧҾにڱい࿏の方と༠われ

た。

　これこそいࢣと言わんかりのֻけを಄にඃり、

これまたらしいҥをにవい、そこにશてをͿちյす、

しきԾ໘をࢥとإしたがসؾだけをかせる、上ݩޱ

ඃったೋ、ेࡾ代くらいのएいঁだった。

。うࢥषく出来たものだとࢄމ、によくここまでոしくٯ　

　ೡΖここまで来るとෆ৴感を௨りӽして感৺する。

　ʕʕここは会ともాࣷとも言えない֗の、人一人寄

りかなさそうな࿏ཪやビル同࢜のܺؒが集まる場

所。

　ӅれՈ的というかアンάϥというか何というか、ผ世ք

にܨがっていてもڻかないようなပ҉い場所がきだっ

たԶは、いつものようにいつもの場所をਅனؒからኼし

ていた。

　ผにՈにډ場所がແいとか大学に行きたくないとか、

そんな深ࠁな何かを๊えている༁ではແく、ただ୯に興

ຯ本位のझຯの一つだ。

　ここら一ଳはطに୳ࡧ済みの場所がଟく、ؓ ௗだっݹ

て寄りくまいというような、ӅれՈ的ҿ৯ళをもうزつ

も発見してきた。

で来る事がແくなる、そんな場ݕにもう一、ೋճの୳ނ　

所だったのだがʜʜ

「すいません、お࢞さん。すいません」

「はい、なんでしΐうかʁ」

「お࢞さんっていつからここでいの٬Ҿきやられてるん

ですかʁこれまで何ճか来て一ճも見た事ないんですけ

ど」

「いつからも何も、私はͣっとここでやらせてもらっていま

すよ。それからいではなくいのようなものです。あと私

の໊前はお࢞さんではなく、降ຐஐཬと言います。ຐが降

ると書いて�ごうま�、です。ஐཬの方はいたって普௨です

が」

「ʜʜえっと、それ໊ࢯݯなやつですよͶʁ」

「いえいえもちΖん本໊ですとも。શࠃにे人といない

໊ですが、れっきとした本໊です。岡山にଟいんですけど、

ௐてみますかʁ」

「いや、ผにʜʜ」

　ྲྀੴにखをҾかれたままがஏͣかしかったԶは、ࣗ 分

でาくからとखをৼりղいて大人しくഎ中をってาいて

いた。

　それにしても降ຐはແい、あまりにらしす͗る。

　൴ঁの言う௨りௐれ֬かに࣮在するのかもしれな

いが、だからといってそれが本໊であるとはݶらない。

　それにূڌを見せてもらうఔ、ਅِに興ຯがແかった

というのもある。

　Զはӈϙέットにೖっているスマホをऔり出す事はせ

、ͣ見׳れたܠ৭に目をっていた。

　やはりと言うきか、ඦメートルほどาいた所でԶは֬

৴する。

　この࿏には見֮えがある。

　Զはあまり記Ա力のྑい方ではແいが、こうしたঢ়گで

はちΐっとしたものだ。

　そのઌの֯のӈを見れ、今にも௵れてしまいそうな

ऐれたϥーメンがあるഺだʕʕほら当たった。

　しかし当વ目の前をาく降ຐさんはӈにはۂがら 、ͣ

いແくࠨとาを進Ίていく。

　ここで違和感。

　このลりはطに୳ࡧ済み、ઌの分かれಓでϥーメン
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ではແくର方に進んだ場合、行き当たりにはまたۂ

がり֯があるが、そのઌは͙に行きࢭまりだったഺだ。

　この人さてはってないかʁ

　എےを৳してาく降ຐさんにෆ৴感を֮えていると、

やがて݅の行き当たりと୧りணき、そしてۂがり֯のઌ

には行きࢭまりがʕʕ

「ʕʕແい」

　Զの目の前にあったのはʜʜいや、ແかったのはʁこの

場合どっちだʁ

　ʜʜとにかく、そこにはあるഺのものがແく、ແいഺの

ものがあった。

　ʕʕ前に一度見た行きࢭまりはໄとফえࣦせ、代わり

にこれまたࢄމषいいのؗがあった。

　ؗとは言ってものようなもので、その大きさは成人

உੑのฏۉ長と同じくらいのԶが、྆ खを目いっͺいに

広げたのと同じくらいのԣ෯。

　言ってしまえ、そこらで見るઈରに行のڐՄをಘて

いない࿐ళいという感じ。

いそうなイメージのᗡ類がͿらԼげられຐ術にࠇ　

ていたり、何語ともผのつかないషりࢴがあったり、ಘ

体の知れないළに٧Ίられたナχカがあったり。

　៉ྷなどとはお世ࣙでも言えない、ࡶଟな印が༯し

いงғؾをৢし出している。

　そんなళが目の前にあった。

　というか、これどうなってるんだʁ໌らかに前より行きࢭ

まりが後ୀしてるんだがʜʜ。

　Զはごくりとޱにཷまったଣӷをҿみࠐむ。

　಄ൽからはॵさとは違うཧ༝でじわりとがᕷみ、ख

はແ意ࣝにѲったをζϘンで১う。

「さ、ணきましたよ。そこの੮にどうͧ、ֻ けて、Լさい」

「それ大ৎですかʁ௨れないんじΌʜʜ」

「おؾに、なさらͣ 。いつもの、事で、すからʜʜ」

　降ຐさんはนのスレスレを௨るようにԞԞと進ん

で行くが、໌ らかにۤしそうだ。

　ただでさえこんなにۤڱしい௨࿏に࿐ళを出している

のだ、そりΌԞに行くళଆの人ؒは大変だΖう。

「ああʂ」

「ほら言わんこっちΌない」

　Զはޱの中だけでそうᄁき、聞こえないくらいのཷΊଉ

をుく。

　大なԻとڞにੵみ上げられたখがͻっくりฦさ

れ、ڱい࿏にࢄཚした。

　Զは໘だなとࢥいつつ、さりとて؍している༁にも

いかͣՙを໘に置き、動きのऔれない降ຐさんの

代わりにམちたをरっていく。

　ਖ਼こういうものにはあまり৮りたくないのだが、கし

方ແい。

　すいませんすいませんと言いながらなんとか௨りൈけら

れた降ຐさんとೋ人でरう事分、再度০られる事ແく

খはళのԞとҾっࠐみ、ؾ持ちすっきりとした࿐ళを

。る࠲かい合わせでみԶと降ຐさんはڬ

りਏく、このۭؒಠ特のۭ࠲くてߗはࢠΊられたҜק　

。と相まってົにམちணかないؾ

　ιϫιϫするというかډ৺がѱいというか、あまり長

。したい感じじΌないډ

　ૣ々にద当に、ӡでもってもらってؼΖう。

「それで、このおళは何をってくれるんですかʁ今年のӡ

とか࿀Ѫとかʁ」

「ですからいではなくいのようなもの、ですよ」

「ʜʜさっきからؾになってたんですけど、いのようなも

のってなんなんですかʁいではແいとʁ」

「私も何と言えいいのか、࣮ の所分かっていないんで
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す」

「は͊」

「私のやっているαービスをઆ໌するのにϐッタリの言葉

がないもので、ॳ見のお٬༷には方なくいࢣを໊

らせていただいているだけなんです。一Ԡ私が໊ってい

る௨り໊のようなものもあるんですが、そこの൘に書い

てあるでしΐうʁ」

「ʜʜ൘なんてແいんですけど」

「あれっʁあっ、ళのԞにったままでした。す͙ に持っ

てきますͶ」

　ʜʜ何と言うか、降ຐさんは所々でൈけた人らしい。

　ళのをͻっくりฦした事といい、൘をれていた事

といい、ߋに言えここまでのಓのりは最ڑでもແ

かった。

　ଟ分、࣍来る事があれԶの方がૣくணけるだΖう。

　もうೋ度と来る事もແいだΖうが、৭ と々ແしにする

人だ。

「おたせしました。これを、そちらに」

「あ、はい。ʜʜなんだこれ、『չやみ』ʁ」

「ええ、私はこの場所で『չやみ』をͻっそりとやらせて

いています。ʕʕようこそ、『չやみ』」

　྆を広げてܴの体をऔる降ຐさんをよそに、Զ

はखの中の൘目ઢをམとす。

　खされた൘には֬かに៉ྷなจࣈで『չやみ』

とあり、そのԣには『あなたの後չ教えます』、『おஈは

要相ஊ』とのจࣈが༂っていた。

　『չやみ』なんて見た事も聞いた事もແいが、どうやら

ただのళの໊前というだけでもなさそうだ。

　そういう৬業という事だΖうか。

　֬かにこんな໊前ではʕʕ

「ॳ見のお٬༷は寄ってきてԼさいませんでしΐうʁ」

。けらせるڼをإわͣࢥ、まれࠐΊた目できࡉ　

　Զの৺を読むような降ຐさんの発言にどきりとするが、

これくらい一ఆのٕ術を持ついࢣからすれۤでもແ

い事だとࢥいし、そうですͶと生ฦ事をฦす。

　このखの৺を読むようないࢣのׂ分ྚは、テ

レύγー等という࣮在すらٙわしく、ࢄމषい代では

அじてແく、֬ 立されたٕ術によって成り立っている。

　い前のアンέートなど事前報から、さもਅ࣮を言

い当てたかのように見せるホットリーデΟンά、දや֨

༷、や会などや 々なその場の報からさも言い

当てたかのように見せるコールυリーデΟンά。

　前者は報ऩ集によって、後者はやや場をඞ要とす

るが経ݧとצによって、人の৺を読んだように見せる事を

Մ能にするٕ術だ。

　あなた、内ؾなੑ֨だとよく言われませんかʁʕʕそれ

は見た目で分かるからよく言われるんだよ、あんたでも୭

でも分かるだΖう。

　あなた、何か大きなみを๊えているのではないです

かʁʕʕそりΌ人生、୭しも一つやೋつでかいみくらい

持ってるだΖう。

　あなたにはこのઌ大きなෆ幸がっていますʕʕこの

ઌަ௨事ނやらՐ事やら、人生で何かしらのෆ幸くらい

あるだΖう、何を当たり前の事を。

　がण໋でࢮんだりしても、それだって立なෆ幸だ。

　Զは୭にでも当てቕまるような事をฏؾで言い、ฏؾ

でϥーメンഋ分のྉۚを要ٻしてくるٗฆいのい

。を、これまでに何人も見てきたࢣ

きっとこの降ຐさんもʜʜ

「それでは࢝Ίましΐうか。と、その前に当ళのৄしいઆ໌

などはඞ要でしΐうかʕʕਢే݈ڷさんʁ」
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　その໊前を聞いて、Զはෆ֮にもݞがͶたのを࣮感

した。

以֎を෴うԾ໘のԼに、ਤでしΐうというදݩޱ　

をුかているのだΖうとࢥいつつ、Զはॏいޱをゆっく

りと開く。

　何ނなら、この人がޱにした໊前はʕʕ

「あの、Զכ場って言うんですけどʜʜ」

「ええ� 」

　Զの໊前ではなかったからだ。

「えʁでもو方のリϡッΫには֬かにਢڷとʜʜ」

「あー、これ友ୡからいなんですよ。ほら、中学とか高

の行事でࣗ分のカόンに໊前書いたりするのあったߍ

じΌないですか。その時のをってわせてもらってるん

で」

「か、変わってらっしΌるんですͶ」

　ଟগࣗ分が人と違う事くらいは֮ࣗしているが、目の前

のこの人だけには言われたくない。

　ྲྀੴのԶも、降ຐさんより変わっているという事はແい

ഺだから。

　しかしやはりと言うきか、この人もアンάϥにあり;

れたいࢣの一人でしかなかったらしい。

　場所と৬業にࣅ合わないだけؾになるがงғؾはあ

るし、Զもଟগු立っていただけに೦だ。

　降ຐさんはこほんと֏い。

「それで、આ໌はඞ要ですかʁ」

　ਖ਼ظしていた感じと違っていたҝؼりたいのだが、

ં֯ここまで来た事だしとࣗ分をແཧཧにೲಘさせる。

　それは୭にுるでもない、しようもないࣗ݁ݾした意

だった。

「じΌあ、おئいします」

「分かりました。ʕʕでは『չやみ』についてઆ໌します

前に、כ場さんは後չઌに立たͣということわ͟をごଘじ

ですかʁ」

「は͊、まあ」

「一Ԡઆ໌させていただきますと、طに済んでしまった

事にରして後չをしても意ຯがແい、औりฦしがつかない

という意ຯのことわ͟ですͶ。そして当ళの行うαービス

はਖ਼にそれに関するものです」

「はいʁ」

　ਖ਼にそれʁそれってどれだʁ

　し࢝Ίす͙ にҾっかかったԶをよそに、降ຐさんはペ

ϥペϥとઆ໌をଓけていく。

「『չやみ』とは、お٬༷が近い内に๊える事になる後չ

を事がىこる前にお知らせし、ݶりある人生をগしでも

後չのগないものにしていただくたΊのαービスをఏڙ

するおళです。おஈはお٬༷の後չの度合いによって

要相ஊ。高ڃण࢘ళのネタが時Ձになっているようなも

のだとおࢥいください」

　降ຐさんの言っている事が、Զはଟ分分もཧղでき

ていない。

　Զの後չを事前に教えるʁそれは何のஊだʁそれが

ະ来༧知と同ٛだという事を、この人は分かって言ってい

るのか。

　いや、普௨に人のӡをうのだってະ来༧知なんか

じΌなく、報と؍によるฆいだ。

　後չを教えると言ったって、所ࣅたようなものでしか

ないのだΖう。
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　あと、ྫ えるにしても高ڃण࢘はແい。

「ʜʜԶはطにここに来た事を後չしかけてるんですが」

「あはは、ごஊを。私は言いましたよʁʕʕܾして後չは

させませんと」

　ʕʕ৺ఈκッとした。

　ただでさえळもでഽפい࿏で、ߋに一ஈ֊ྫྷえ

。を֮えたؾむような感֮に、Զはාࠐ

　さっきまでのどこかൈけた降ຐさんがӕのように、今Զ

の目の前には『չやみ』という一体の生きがଘ在して

いる。

と、ムーυをແしにؾから感じていた常֎のงғݩ　

するやや事務的ながෆ合ཧなఔにみ合わさり、精ਆ

がವみࠐまれる。

　Զのޱは最ૣࢥい出したようにٵݺをするだけで、

はશにୣいऔられていた。

　見えないഺのԾ໘のԞのಏに、ԶのࢹઢがབྷΊัられ

る。

「それで、どうされますʁכ場さんの後չ、ごཡになります

かʁʜʜכ場さんʁ」

「えʁあー、えーとʜʜそれじΌあ、ં ֯なんで」

　こくりとᰐくこの時のԶは、ؒ 違いແくਖ਼常なஅが出

来ていなかった。

　普௨なら、こんなಘ体の知れないঁからಀげていて当

વで、ਖ਼しいஅだ。

　いや、ԾにԶがྫྷ੩なঢ়ଶでも、やはりᰐいていただΖ

う。

　だってこんなにも৺が༂るঢ়گで、このԶがಀげる༁が

ແいからだ。

「ごར用ありがとうご͟います。それではʜʜ」

　Զの言葉を聞いた降ຐさんはݩޱだけで分かるくらい

にᇰવとඍসみ、それからݩからऔり出したをصの

上と置いた。

「それではརきखでこの水থに৮れてください。そこから

ઌは私のࢦ示௨りに」

　খさな࠲ஂのようなものの上にった、ԁٿの透き

௨った水থۄ。

　いと聞いてイメージする代ද֨のొ場に、Զはࠔ

をӅしれない。

「分かります。分かりますよכ場さんの言いたい事は。ࢄމ

षいとか、こんなもので、とかそういうのでしΐうʁまあ、こ

の水থに関しては何の変もありませんからͶ。ごଘじで

すかʁい用の水থってネットでങえるんですよ、一ສԁ

ちΐっとくらいで。本当にศརな世の中になりましたよͶ。

けれどご҆৺を。この水থはあくまでงғ࡞ؾりであっ

て、ඞਢの品ではないのです。私がここにいて、و方がここ

にいる。それさえଗえ水থۄだΖうとビーۄだΖうと、

関はありませんから」

　ほんのগしだけઌまでのงғؾをऔりした降ຐさん

に、しかしԶは҆৺感というものをまるでಘる事が出来な

いでいた。

　それも一度見れれられない、人の৺をབྷΊัるຐ

ੑのせいだ。

「ʕʕʕʕ」

み、Զはࠐく৶をܰくᢞΊ、生ଣをವみסுのせいでۓ　

降ຐさんのࢦ示௨りにӈखで水থۄとखを৳した。

　ゆっくりと৮れたそれはळのقઅにͻやりとྫྷたく、

૾௨りのすらかな感৮をしていた。

「खを৮れましたら、࣍は意ࣝを集中させるように水থۄ

を見つΊてԼさい。そうすれכ場さんはࣗ分ࣗの後չ
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を見る事ができるでしΐう」

「見つΊるだけ、ですかʁ」

「ええ、見つΊるだけです」

　そのあまりにも୯७な工ఔにഥࢠൈけしつつ、Զは言

われた௨り水থۄを見つΊる。

　が、く経っても特ஈ何かがөるでもແく、ࣗ 分の見׳

れたإがんで見えるだけだ。

　何かؒ違えただΖうか、このままでいいのだΖうかと考

えていると、すっとനڕのようなखࢦがࢹքにөる。

　 ΐ͗っとしてإを上げると、そのखは降ຐさんのݞにܨ

がっていて、丁度ೋ人で水থۄを持っている形になってい

た。

　ॊらかくඍসむԾ໘のԞ、深からくࠇಏとॳΊて

ઢがབྷまり、それが何だかいけない事をしているかのࢹ

ようでؾஏͣかしく、目ઢをҳらすように再度ࢹઢをམと

す。

　するとなんだΖうか、ઌఔまで何の変もແかった水

থۄのԞが る͙ る͙とӔרくように感じられ、ෆٞࢥと目

がせなくなって、࣍第に、Զはʕʕʕʕ

「おかえりー。あんたؼってたんならくらいかけなさい

な」

「ʜʜただいま」

　౬しثのうるさいؒډにೖると見׳れた৸࢟、だら

けったがテレビを見ながらโれたみたいなを出し

た。

　時ؒはまだனだが、そういえ今日はύートがٳみな

のだったか。

߾　 と々やかましい౬しԻにର߅するҝか、やけにԻ

ྔの大きい༵னのଳ൪からは、ബらפいসいが響

いていた。

はよく見ていたこの൪を、つまらないと感ࠒどものࢠ　

じるようになったのはいつからだっただΖうか。

「今日は学ߍどうだったʁ」

「そんなຖ日変わるもんじΌないし、大体今日はत業ແ

いって言ってあったし」

「あーそうだったっけͶ。そうそう、今日ങい行くけどな

んかങっておいてཉしいものあるʁ」

「特にແし。いってら」

　どうせがいるならもうগし֎にいれよかったとଛを

したؾ分になりつつ、Զはద当にฦ事をฦしてૣ々にೋ

֊のࣗࣨҾき上げる。

　部にೖってす͙にリϡッΫを์り、さりとてணସえる

事はせͣにϕッυにԣになり、ਅっઌにスマホのήームア

プリを開く。

　丁度னからҾきたいΨνϟがあって、ணସえるखؒすら

੯しかった。

　ҳるؾ持ちをԡしࢭΊ、ظとয૩をࠐΊつつΨνϟ

とྟんだのだがʜʜ
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「ちっʜʜ」

　݁Ռはࢂഊ、Ҿきଓけている内にムΩになってきて、݁

ՌこつこつཷΊてきたੴをશফඅするという最ѱの݁Ռ

となった。

「は͊ʜʜ」

にスマホを์りげ、୰ଉして目をڞແ感と力感とڏ　

ดじる。

　これが普ஈならҾきࡍをޡったりしないのだが、今日は

どうにもくなりա͗たらしい。

　ࣗ分のせいとはいえ、すりൈけすらແしとはչやんでも

չみれなʕʕ

「ʜʜ݁局何だったんだよ、あれ」

　そこまで考えて;と、ཪに特徴的がա͗る࢟のい

。きがよ͗り、さっきよりもॏۤしいཷଉをుいたٖࢣ

　ʕʕ݁から言え、Զはࣗ分の後չとやらを見る事

はわなかった。

े、分ޒ　 分とډ৺のѱい時ؒをաごしたにもかかわ

ら 、ͣ水থۄはうんともすんとも言わͣを؏いたま

ま。

　যる降ຐさんがでてもさすっても、当વながら何かそ

れらしいものがྫྷたい߭にөるؾはແかった。

　申し༁ご͟いません、いつもならこんなഺは、お代は݁

。ですのでߏ

　そんな謝ࡑとも言い༁ともつかないをする降ຐさん

をよそに、Զはὃされたというౖりではແく、やっͺり何も

ແかったのかというམにんでいた。

　݁局の所、Զは『չやみ』というものにظしていた

のだ。

のついݕ最ॳは୳、ࢣせど८れど֎れかりのいࢼ　

でにָしんでいたそれらも、いのみをௐཧղして

しまえ、でありきたりなِがإをかせる。

　಄では分かっているのだ、いに本もِもありはし

ないと。

　いとはۃに言ってしまえ、後けの事から的

中したと֮ࡨするόーナムޮՌでしかない。

　ேのテレビでは分のコーナーがまれ、ࢽࡶではย

۱のコϥムに載り、ྑ い݁Ռのいは৴じ合のѱいもの

は৴じない、そのఔ度のものでしかないのだ。

　けれど、ظしてしまうではないか。

　໌らかに記Աと異なる࿏ཪ、行きա͗ているとしか

།一ແೋのᨳいจ۟、そして体のਊがౚ、えない֨ࢥ

えるような、༯しくもऒかれるその؟。

　普ஈ感じない感֮があれ、特ผな事の前৮れとظ

したって、ผに。

「ʜʜけど」

　けれどظはཪられた。

　いࢣΨνϟは大֎れ、ظも大֎れ、時ؒもؾ力もど

ͿにࣺてるӋ目になってしまった。

　意ਤせ 。に力がೖるࣃみకΊたԞטͣ、

　͗り͗りとෆշなԻが໐り、༨るؾ持ちをえるుଉ

にせてుき出す。

　今ߋ、ౖ りを֮えた所で何にもならない。

　ただでさえແବな時ؒをաごしたのだ、これ以上『չや

み』のせいでෆඞ要なエネルΪーをফඅしたくはない。

「ʜʜ今日はർれた」

　この時ؒでもう何度目かのཷଉをుきࠨ、 の前で

目を෴うようにして力したԶは、じわじわとԺやかな

のようにԡし寄せるਭຐにを༬け、ゆっくりとർ労した

意ࣝをख์した。

　あんなにもոしいঁに、ついて行くんじΌなかったと後

չしながら。



　　

コ
ン
テ
ス
ト
報
告

Excellent W
orks of the Contest

04","�4"/(:0�6/*7&34*5:�3&7*&8�/P��9��

「ʜʜあ͊ʜʜもうこんな時ؒか」

　ଘ֎ർれていたらしい。

　目を֮まし、ܰ くܽ৳をして;と時ܭを見やると、

はޒのࣈをࢦし示していた。

　時ؒで言え࢛、ࡾ時ؒは৸ていただΖうか、खのߕで

目をࡲりつつ上をىこす。

　こんなに長いؒるつもりはແかったのだが、ա͗てし

まった事は方がແい。

　目֮ましでもֻけておけよかったかとܰくչみつつ、

ϕッυから立ち上がってリϡッΫからҿࢭのペットϘトル

をҾっுり出す。

　生Թいでׇいたを५しつつ、ۭ になったペットϘ

トルをطに一ഋのΰミശにԡしࠐむ。

　֎ணをいでચ୕に์りࠐみ、部ணにணସえてか

らついでにࢄらかった部をยす。

　そうしてখ៉ྷになった部をோΊてখさなୡ成感。

　これがଓけ言う事はແいのだが、どうにもαϘりがち

になってしまっていけない。

　ΰミശの中をビχールାにవΊ、代わりに新しいビ

χールାをΰミശにෑく。

　あとはこれをԼに持っていけྃだと、部の֎に出

てॳΊてؾいた。

　Լの֊がどたたと૽ し々い。

　そういえ、ങいに出かけたもそΖそΖؼっている

。合いかࠒ

　この૽Իも、きੑながޮきもしない౿みঢ降で

もしているせいだΖう。

　それઐ用のまでങっておいて長ଓきせ 、ͣそのくせこ

うして時ંࢥい立って࢝Ίるのだからհۃまりない。

　一言จ۟を言ってやるく、立ちをӅしもせͣにԻを

立てて֊ஈを降り、ؒډの൶を一ؾに開け์つ。

「あれ、さんʁ事はʁ」

　しかしそこにの࢟はແく、代わりにֹにをුかて

Ոの中をۦけճるの࢟があった。

って来た。お前も準උを済ませてす͙ؼいでٸ」 に行くͧ 」

「行くってどこに」

「お前、ܞଳは見てないのか」

　のਖ਼ؾをٙうようなとදに、何ނかその時のԶ

はແੑにෲが立った。

　だからそのෲの中の感のままに、える。

「だから何がだよʂ」

「さんがങいの్中で事ނにૺったʂԶがؼってす͙

にපӃに行くから準උしておけと࿈བྷしただΖう��」

「は、͊ʜʜʁ」

　そうܸされて、意දをಥかれてᣔવとを࿙らす。

　聞いた事のແいౖ໐りで、見た事もແいくらいӋ

٧まったදで、これだけඞࢮな༷ࢠのはॳΊて見た。

　ผに普ஈからѪのྑい部類の人ؒではແいこの人

が、より一༨༟をࣦって目の前にいる。

　その࢟が、まるで知らないผ人のようで。

　 る͙ る͙、͙ る る͙、ࣖ のԞで目がճるみたいに、ڳには

Ԗが٧まる。

　何も、考えられなかった。

「ʜʜʜʜʜʜ」

　そこからઌの事は、ࣗ 分でもあまり֮えていない。

　ᣔવࣦࣗ、ເ現。

　当時のঢ়ଶをදす言葉はそうଟくないが、この言葉ఔ

的֬にදす言葉もまたແいだΖう。

　だというのに、この体はࣗ分がࣗ分でないかのようにड

けえをして、୶ と々事をこなしていくのだからෆٞࢥ

だ。

　ࣗ分の事だったにもかかわら 、ͣશてはどこかଞ人事の
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ままに進んでいった。

　ʕʕ݁局、は助からなかった。

ҼはंにᎢͶられた後の಄部ଧによるᚰ、ҩࢮ　

者にはଧち所がѱかった、というありきたりなཧ༝を聞か

された。

　その後Ҩ体にも会わされたが、ଞに֎ইはなく体は៉

ྷなものだった。

　そうしてくなったを見ても、ٽき่れるを見て

も、Զはམྦも動༳もແく、変わらͣ ྫྷ੩なままだった。

　これなら、Ոでからが事ނにૺったと聞いた時の

方が༨ఔؾが動సしていただΖう。

　あのஈ֊ではまだ生ࢮも聞いていなかったのに、だ。

　ଘ֎ബな人ؒだったのだΖうか。

　と、と、Զと、Ո水ೖらͣの੩かな部でただ一

人、そんなࢥ考をしてしまっている事が何よりਏかったか

もしれない。

　Ոでのਅっനなࢥ考とはର照的に、が書類を書いて

いるපӃではແବでແӹでແ用な考えがࢭΊどແく༙い

てきた。

　式はどうしようとか、大学にಧけ出は要るのかとか、

今日のは何を৯ようとか、そういえ໌日からのご൧

はどうなるんだΖうとか、そういう。

　こんなの人でなしだ、人以Լのոだ。

　考えてはࣗݏݾѱ、考えてはࣗݏݾѱの܁りฦし、そん

なࣗ分がݏになってまたࣗݏݾѱ。

　そんなࣗই行ҝにもࣅた現࣮ಀආをする内に、࣍第に

時ؒの感֮はᐆດになっていく。

　ほんのޒ分ほど経ったかとࢥえ、が書類を書きऴ

えてԶをݺͼに来た。

　どうやら、一୴Ոにؼるらしい、ؼれる、らしい。

「ʕʕʕʕ」

。を見て、目をҳらすۺのࡾれた׳関ʕʕ見ݰ　

分のࡾʕʕがѪ用していたマάカップの中はؒډ　

一ఔったまま、Թ度をࣦってྫྷたくဣんでいる。

　所ʕʕの置すらવとしないそこはのᕥが

んでいるようにڋく、マάカップをચおうとしていたԶをڧ

見えた。

　Ոの中のそこかしこに、がある。

。人でॅんでいたՈなのだから、当વではあるࡾ　

　それఔまでに、Ոの中にはが生きていた。

　今す͙にݰ関からがؼって来ても、વఔڻく事はແ

いだΖう。

　けれど಄の中のྫྷ੩な部分が、そのृいئを൱ఆす

る。

　それはࢮ者のಚだ、Զもも、それをڐしはしな

い。

　൵しくはない、Զの中には、ただただർ労だけがって

いた。

　Ոのは特ผྑでもݥѱでもແく、まあ普௨だっ

たとࢥう。

　聞かれた事にはえるが、さりとてڞ௨のझຯがあった

༁でもແい。

　ώエϥルΩー的にはがڧかったが、ܾ して何かを੍ڧ

してくる事もແくࣗ ༝にさせてくれていた方だΖう。

　大学までの進࿏もશてࣗ分でܾΊて、ޱ出ししてくる事

は一度もແかった。

　日常的に一日どうだったかを聞いてくる所だけは、গし

ᓔಃしいとࢥっていたが。

　ʕʕもうগしちΌんとっておけよかった、そんなԼ

らない後չが今ߋになってཪをよ͗る。

「ʜʜʜʜッ」

。むטく、৶をڧ、くڧ　

　後չʜʜ後չʜʜ後չ、後չ、後չ後չʂ

　こんな事、今までで一度だって考えた事はແい、だって

あまりにもがྑす͗るだΖう。

　あんなにద当にฦ事をしておいて、あんなにお͟なりに

しておいて、ࢮんだ後にこれか。

　大なものはࣦってॳΊてそのՁを知るとでも言う

つもりか、;͟けるな。

　一度くした者はもうೋ度とらない、そうだ、後չし
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てももうい、ա͗る。

かなかったՁのあった時ؒを、今しがた後չしؾ　

た時を、Զは࿘අしଓけた、その݁Ռがこれだ。

　あまりにܤ、何たるແ༷、一体どれだけの۪行をੵみ

ॏͶれؾが済むというのか。

　ࣗ分の۪かさに、そのままࢮしてしまいそうなఔ

なౖりがࠐみ上げる。

　௺が৯いࠐむ力でखをѲりࠐみ、ৼり上げた྆のखを

ࣗらのකୟきける。

でもਆでもਆそのものでも、何だったらѱຐでࡋ　

もいい、୭でもྑいからԶをࡋいてくれ。

　あまりのౖりにᚶᏹがして、Թ度のແいフローリンάに

කをつき、إをঠで෴って࠙ئする。

　ਚきないౖりをᄶ͙ٵݺにせ、ߥ し々くుき出しଓけ

る。

　けれど、そんな事をしたって何も変わりはしない。

　ա去やະ来どこΖか、今だって何も。

　ࣗ分というଘ在は、何時何なる時もແ力だ。

　何でも出来るؾになって、本ؾを出せ大の事は何

とかなるなんてࠜڌのແいࣗ৴を本ؾで৴じて、そうして

。会を;いにするのがԶだػॏなو

　そうして後になって後չする、ٹいようのແい大അࣛ

だ。

にどؾ分がѱい、立っていられない位のᚶᏹとుきؾ　

うにかなってしまいそうになる。

するような体࠲がઙい、体から力がൈけて、土Լٵݺ　

になってしまう。

　だがこんなにもृѱな謝ࡑはແい、本の土Լ࠲の方

が༨ఔ見れるに違いない。

　ਚきないࢥ考に಄はっऔられ、ਖ਼体ෆ໌のෆௐに

体は動かͣຬᙯ、本֨的に意ࣝがബれてきた。

　世քがάルάルとնり、ࢹքがਅっനにඬനされてい

く。

　ࣗ分がࣗ分じΌなくなって、あれだけ༙いていたࢥ考も

៉ྷさっͺり。

　最後に、ࢥった、事は、ʕʕʕʕʕʕʕʕʕʕ

　ʕʕおはようご͟います、とは言ってもனですが。

「ああああああ͊͊ ��」

　ࣗ分の൵໐とڞにඈͼىきる、そんな体ݧをしたのは

ॳΊての事だった。

　ଉがߥい、टが௧い、৺ଁはからඈͼ出るのではな

いかというఔܹしく৺Իを響かせ、目のԞがνカνカす

る。

　どうやら࠲ったままಥっ෬す形で৸ていたらしいという

のは、最ॳにೝࣝした現ঢ়だった。

　その࣍にೝࣝしたのは、どうしようもなくࠅいుきؾ。

「うʜʜ͐ʜʜ」

　そのまましそうになったが、ここではいけないという

ϒレーΩが働き、ଣӷごとుきؾをವみԼす。

　一を見つΊたままઙいٵݺをしていれ、࣍第にు

きؾはऩまってきた。

を見せ࢟もするが、これ以上見ۤしいؾにखれなط　

る༁にはいくまい。

　;と、そこで違和感、見ۤしい࢟を୭に見せる༁にはい

かないʁ

「られたようですͶ。その༷ࢠですと、かなり深ࠁな内容

だったみたいですが。たまにいらっしΌるんですよͶ、こう

して人生をࠨӈするような後չをごཡになる方。水くらい

ならありますが、おҿみになりますかʁ」

　そのあまりにฏવとした、その事務的にงғؾをյ

す、そしてそのෆٞࢥとࣖかられない、。

　現࣮を৴じられないまま、ゆっくり、ゆっくりとإを上げ

る。

　ࣖだけでは৴じられない、ならಏにөったޫܠこそが

ਅ࣮だ。

　その、ࢹઢのઌにはʕʕ
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「何やらࢮ者でも見たようなおإですが、כ場さんの見た

い後չは見られましたかʁ」

　ʕʕ新品のペットϘトルをखにࠩし出し、टをげなが

らᇰવとඍসむԾ໘のঁの࢟があった。

　ごくりとを໐らし、問う。

「降ຐ、さんʜʜʁ」

「ええ、何かٙうようなことがおありでʁ」

「いえʜʜいえ」

　そこまで来て、Զはようやっと現࣮にいつく事が出来

た。

　水থۄに৮れたとて何もىきͣ立ち去ったʕʕあれは

⁋᧒合わせのҝのِの記Աだ。

ཱི、をཪられたམもظ　 りもしなかったΨνϟも、

৭をࣦったのإも、ᰑれるの࢟も、શ部શ部ฆい

だった。

　現࣮では水থۄに৮れてくして、きっと降ຐさんと一

ॹに৮れていたあたりでԶはりにམち、そこでເを見て

いたのだΖう。

　どうしようもなくᛐのཪにমきいてれない、あの最

ѱのѱເを。

「いやʜʜ」

　ѱເとஅじてしまうには、Զはまだ現ঢ়を何も知らなա

͗る。

。に聞こう、え合わせだނ　

「降ຐさん。Զがさっき見たのは、ະ来、なんですかʁ」

「ਖ਼֬にදすのであれכ場さんࣗの後չ、と言うଞに

ないのですが、כ場さんが経ݧされていないޫܠだった

のならະ来ですよ。֬ ఆした、Ͷʁ」

　意ຯ深な言葉を͙৶を見たॠؒ、ཪに最ѱの૾

がුかͼ上がった。

「֬ఆしたって事はʜʜະ来は、変えられないʜʜʁ」

　そのえを聞くのが、ただただාい。

　一度聞いてしまえもうऔりฦしがつかないという事

࣮に、ٵݺがམちணかない。

。のఆまらないまま、Զはえをखにするޛ֮　

「もちΖん何もखを出さなけれ後չの௨りに。ですが֬

ఆしていたのは後չを見たそのॠؒまでです。طに後չ

を知った今はそのݶりではありませんのでご҆৺くださ

い」

「そう、ですか。ྑ かったʜʜ」

「あ、時ؒ的੍ݶだったりපؾだったりはどうにもなりま

せんからͶʁ私もਆ༷ではありませんので」

　そうஊΊかしてえる降ຐさんのଶ度が、ෆ֮にも

҆৺の一助となって今はૉにありがたい。

　んでいたճはಘられた、ະ来とやらは変えられる

代らしい。

　そっとڳをでԼΖしていると、降ຐさんが֏いをし

てॅډまいをਖ਼し࢝Ίた。

「それではこうしてແ事৬務もՌたせたことですし、報ुの

ご相ஊと参りましΐうか」

　にやりといやらしくΊられる৶を見て、すっかりれて

しまっていた代ۚの事をࢥい出した。

　降ຐさんのでは後չの内容にԠじたֹۚとの事だっ

たが、ෆٞࢥと๏֎なஈのکえはશくແく、ହવとし

た࢟でྟむ事が出来た。

　それはきっと、طにࣗ分の中で֮ޛがۃまっていたから

だΖう。
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「分かりました。おいくらでしΐうか」

「今ճכ場さんにおࢧいいただくֹۚはʕʕेສԁ

ちΐうどとなっております」

「じΎʜʜっʂ」

　ઈ۟。

　ेສԁ、֮ はしていたが、ਖ਼に言ってແཧなֹۚޛ

だ。

　こちとら常時ۚܽの大学生、学生の本分をՌたしつつ

それだけのֹۚをஷΊるのに、一体どれだけの時ؒと労

力がඞ要になるのか。

　ܰく૾しただけでもؾが໓ೖる。

　そのॠのを৺とऔったかઈとऔったか、降

ຐさんがز分トーンをԼげたでޱを開いた。

「ʕʕ後չ、していますかʁ」

「えʁ」

「何も分からないままに࿈れて来られて、ਏい後չを見せ

られて、その上大ۚを要ٻされる。こんなとこΖに来る

きじΌなかったと、後չをしてはいませんかʁ」

　ෆ意に、そう語るԾ໘のԞにࣤられるڙࢠじみた、ෆ҆

。がしたؾが見えたإなؾで༮ؾ

　ああ、何と合のྑい֮ݬ、何たるݬか。

　ணされたԾ໘は相も変わらͣྫྷたいඍসをࠁみ、お

よそ人らしい感等見えてこない。

　;と、ເの中での最後の言葉がޱをಥいて出た。

「ʕʕ࣍は後չのແいように、だ」

「ʁ」

「後չなんて、ある༁ແいじΌないですか。降ຐさんが言っ

たんですよ、『ܾして後չはさせません』って。あなたの言

葉はਖ਼しかった。感謝こそすれ、後չなんてするはͣແい

です」

「ʜʜʜʜ」

「おۚもඞͣおࢧいするとଋします。ྲྀ ੴにす͙ には

ແཧですけど、どれだけ時ؒがֻかってもඞ 。ͣそれがԶ

の出せる意と感謝です」

　զながら何とも੨षく、খっஏͣかしい言いをしたと

。うࢥ

　だがどれだけஏͣかしくともこれがِら͟るࣗ分の本

৺、ありのままの言葉なのだから方がແい。

　しかしこうもだんまりをอたれるとはผ、ᠤஏに体が

ᙱくなってくる。

　と、

「ありがとう、ご͟いますʜʜ。こんなにもؾ持ちのいい言

葉をいただいたのはॳΊてなので、গし照れてしまいます

Ͷ。おほん。そのおྱと言っては何ですが、כ場さんには

一つ言葉をおૹりしましΐう」

　そわそわとしてࣖがい事࣮をӅすように֏い、降ຐ

さんの།一くݩޱがހをඳく。

「ʕʕしない後չよりする後չ、ですよ」

　経ྺを知らない、事も知らない、それどこΖかإすら

見えないこの一言。

　そんな、ഥࢠൈけするఔにあっさりとした言葉をฦした

降ຐさんのԾ໘のԼは、きっとेສԁ以上のՁがある

সإをුかているのだΖうと、Զは৺のఈからຬし

た。

　ळれのԕいۭを見上げて、コンΫリートジϟンάルの

中をาく。
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　こんなにもด࠹的なڥԼで、しかしԶの৺はかつて

ないఔに透き௨っていた。

　ཧ༝は໌ന、これまで目ඪを持てͣに持て༨していたリ

ιースをׂりৼる、໋をౌすいをಘたからだ。

　कりたいとഁれない、྆ 者に大きな違いはແ

く、ೋ人のものかࣗ分ࣗのものかఔ度のࠩ異。

　いͣれにしΖしく考えるඞ要はແく、ただどちらもक

り௨す、それがこれまでडけてきたԸٛのԶなりの報い

方だ。

　ࠩし当たっては、

「今日のങいってどこに行くんだったかな」

と言葉と、きっとそれ以上の何かをखに、Զはޫのر　

中一าを౿み出した。

2023年9月17日



▲令和5年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）努力賞作品
　『中国・銭塘江上空428メートル』
　SUN ZEYU（デザイン工学部　情報システム学科）
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　カトウϤγオઌ生のおを聞いて、今ճの講演で最も

大事にされているなと感じたのは「γζル感」です。そもそ

も「γζル感」とは、品や広告などがັ力的で興ຯをҾ

く感じのことをࢦします。αントリーの品や広告につい

ても、ັ 力的で興ຯをҾく要ૉがあるかどうかで、売れる

か売れないかが大きくࠨӈされるのだなと感じました。ま

た、αントリーはଟذにわたる品をల開しているたΊ、

今ճϫーΫγϣップを௨して「γζル感」というものがとて

もॏ要ࢹされており、ࣦ ഊ࡞だとしてもそのことをしっか

り考えൈかれたύッέージのものがଟく感じられました。 

　今ճのおではじΊて知ったことは、Ռ࣮ҿྉの品

でՌो100ύーηントの品のύッέージには、野ࡊや

Ռなどをスϥイスしたஅ໘のデザインを用してもいい

ということです。今まで何ؾなく見ていたύッέージでも、

ってはいけないものがあるということっていいものと

を知らなかったので、大きなিܸをडけ大変ษڧになり

ました。これからの生活でもそのようなࡉかい所をؾにし

て、なͥこれがわれているのだΖうとٙ問を持ちௐて

いきたいとࢥいました。 

　カトウઌ生が書か

れた「デザインのココ

ロ」という本について

のおで、ύッέー

ジなどを࡞る人のྫ

えで「ಓにあるߔ

をຒΊる」というこ

とを私たちがしない

といけない事だと

おっしΌっていたの

をௌいて、ߔがຒま

らなけれ人が௨れないように、ύッέージをデザインす

ることでその品のྑさやえたいことなどをফඅ者に

けてද示し、その意ຯをཧղしてもらうことがとてもॏ

要だなと感じました。 

　カトウઌ生の今までの講演でやってこられたϫーΫ

γϣップのհがあり、何も見ないঢ়ଶでυϥえもんや

ミッΩーマウスを書いてもらうというものがありました。そ

の݁Ռによると、υϥえもんは日本のΩϟϥΫターのデザ

インなので2ݩ࣍的（ฏ໘的）であるのにରし、ミッΩーマ

ウスは֎ࠃのΩϟϥΫターのデザインなので3ݩ࣍的（立

体的）であるたΊ、同じΩϟϥΫターのデザインでも日本と

ւ֎ではデザインの方にも違いがあることが分かり、໘

നかったです。 

　ϫーΫγϣップでは、ʓʷ形式のΫイζをし、その品

が売れたか売れなかったかを考えるものでした。そこで

ありました。まݸいたことが3ڻ 、ͣリンΰジϡースのύッ

έージで、当時は現で生産されたようなプϥスνッΫの

ೖれにख書き感あ;れるなじみやすいύッέージのも

のが売れたのにରし、当時は売れなかったビンにγンプル

なύッέージのは現代では売れそうなのが、時代のྲྀ

れで前は売れなかったものが今では売れるかもしれない

と考えると໘നいなと感じました。࣍に、はちみつレϞンの

ύッέージでは、๘のイϥストとレϞンのイϥストがඳか

れたύッέージの品が大گでたくさん売れていると、

ଞ社も同じような品を࣍々にൢ

売していったたΊ、ࠩ ผ化ができな

くなりڞれしていった品があ

ると知り、֬ かに見たことはある

品だがࣅたようなものをଟ見た

ことがあり、ؾけ見なくなった

なと感じました。このことから、ڝ

૪のܹしさがあり同じようなもの

が૿えるとそのいもਰえてしま

うということが分かりました。最後

に、「なっちΌんʂ」のύッέージが

生するまでのաఔでは、その当

時αントリーのࣗൢػにはڙࢠむ

けのҿྉがなかったたΊڙࢠけ

のҿྉを開発することになり、ネー

ミンάをかわいくてָしそうなง

岡本 楓
デザインを考える



　　

講
演
会
報
告

Lecture Rep
orts

　　

講
演
会
報
告

Lecture Rep
orts

04","�4"/(:0�6/*7&34*5:�3&7*&8�/P��9 ��

ғؾをදし、みんなにしんでもらえるような໊前にした

いというࢥいから「なっちΌんʂ」と໊けられたと知り、

ڑͼやすくফඅ者とデザイナーとのݺでも大人でもڙࢠ

感が近くなるような、しみやすいύッέージデザイン

を考えることが大なのだなと感じました。 

　この講演会を௨して、デザインを考えるうえでデザイ

ナーがফඅ者にରしてどのように寄りఴいその時代に合

わせたデザインを考えていかないといけないのだなという

ことが、カトウઌ生のࣦഊஊなどをௌいてॏ要だなと考え

ました。 

（デザイン工学部　ݐஙɾڥデザイン学Պ）



▲令和5年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）努力賞作品
　『合掌造り』
　細見 拓世（デザイン工学部　建築・環境デザイン学科）
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令和5年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
『大自然のオアシス』
髙橋 海智（工学部 電子情報通信工学科）
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経済学部　国際経済学科　門　闖
イギリス留学記――SOAS China Institute

　私は2022年4月から2023年3月まで٬員研究員と

してイΪリスにり、ロンυン大学東༸アフリカ研究学Ӄ

（4OA4 6niversity of -ondon）中 ࠃ 研 究 所（China 

Institute）での留学生活をૹりました。在ઌのホストઌ

生は中ࠃ研究所の所長であり、中ࠃ研究の分野で世ք的

に༗໊な4teve Tsangઌ生でした。൴のࢦಋのもと、ӳ

会をಘましػॏなوでの研究と新たなจ化に৮れるࠃ

た。

　在֎研究生活はॳΊての経ݧであり、また๚ӳ前に

ロγアによるウΫϥイナの৵߈が࢝まり、出発する前の

৺事が、コロナՒによるイΪリスೖࠃ時の水ࡍରࡦか

ら世քෆ҆によるߤの੍ݶに変わりました。その

たΊ、4月1日にロンυンに౸ணしたものの、最ॳのि

ؒはෆ҆とۓுが͵͙いきれませんでした。しかし、留学

ઌのొखଓきをおこなう中、4teve Tsangઌ生が主

催するִिϫーΫγϣップに参Ճし、留学の生活をスムー

ζにスタートすることができました。ここであらたΊて研

究所のαϙート体੍や༹けࠐみやすい研究ڥに感謝し

たいとࢥいます。

　その後、๚ӳ前に࿈བྷをऔっていたઌ生方とのަྲྀを

深Ί、ࢿྉௐࠪの༧もऔれるようになり、新しい研究

にॱԠすることができました。イΪリスでの留学生活はڥ

ࣗ分ࣗにとって非常にوॏな経ݧであり、༷ 々な研究

活動に参Ճすることでࢹ野が広がり、日々成長を感じる1

年でした。以Լに、3つの内容から、この留学生活につい

てৼりฦりたいとࢥいます。

イギリス：激動の1年

　શく༧ଌできない出来事がଓく中で、私が在した1

年は、イΪリスのྺ࢙に深くࠁまれるܹ動の年でした。

2022年には、エリザϕス2世の੦去にいνϟールζ3

世が即位し、#reYit（イΪリスのԤभ࿈合）をஅ行し

たϘリスɾジϣンιンट相に代わってट相に就任したリζɾ

トϥスはわͣか46日でट相の位からୀき、はじΊてのイン

υܥट相であるリγɾスナΫ内ֳが生しました。これら

の出来事は、E6後のқަবやウΫϥイナ問な

どよりもイΪリスにおけるݖ力ߏのܶ的な変化に世ք

から目が集まっています。これらの変化を目の当たりに

した֎ࠃ人として、近でこれらの変化がイΪリス社会に

与える影響を感じることができました。

　最ॳに感じたのは、イΪリス࢙上最長の܅主であるエ

リザϕス2世が、70年にわたり公務にไしてきたこと

のࠃຽのࢧ持とܟѪでした。イΪリスに在してから2

カ月、エリザϕス2世即位70ि年の記೦行事としてঁԦ

の公式生日に合わせて4日ؒにわたるプϥνナɾジϡ

ビリーが開催されました。これはイΪリスࠃຽにとってॕ

日だけでなく、ϙストコロナ時代にॳΊのࠃຽ行事であ

り、ܟѪするঁԦのॕのػ会でもありました。プϥν

ナɾジϡビリーؒظ中は、3年に及ͿCO7I%-19ύンデ

ミッΫの影響が一され、イΪリスࠃ内はॕլムーυにแ

まれました。しかし、わͣか3カ月後に൵しいχϡースがイ

Ϊリス中をᎥさせました。࢙上最長在位の܅主であっ˛プϥνナɾジϡビリー行事中のόッΩンΨムٶ఼（6月）
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た96ࡀのエリザϕス2世は、スコットϥンυのόルϞϥル

で่ޚしました。イΪリス中はおॕいムーυから一సし

てౣムーυに変わりました。ঁ Ԧの่ޚにい、ঁ Ԧの

ྱをؚむロンυンܭڮըが࣮行され、イΪリス府は、

10日ؒのશࠃؒظをఆΊました。そのؒ、ঁ ԦのҨ

体はウΣストミンスターɾホールに҆置され、市ຽは

ेສ人参ྻしたとされています。留学中の私もٳ日をར用

して2つの行事に参ྻし、をもってわͣか3カ月のؒに

。しましたݧのܶ的な変化を体ߏ力ݖこったイΪリスى

特にঁԦّの参ྻでは、10時ؒ以上もイΪリス市ຽ

と一ॹにྻになり、一ൠのイΪリス市ຽとަྲྀするػ会

をಘました。その中で、ଟく聞いて感じたのはエリザϕス2

世にରするশࢍと܅主੍のෆຬがࠞじり合うイΪリス

人のෳࡶな৺ڥでした。

　こうして、2022年は、イΪリスにとって、CO7I%-19ύ

ンデミッΫや#reYitの影響にଓき、ࡍࠃ的にはウΫϥイナ

ઓ૪にう世քやϤーロッύのෆ҆ఆに໘し、ࠃ

内的には࣏的な変化や生活コストの高ಅなどにରॲし

なけれならない局の1年でした。私の留学生活は、この

ようなࠃ内֎のが山ੵするイΪリスでૹりました。

SOAS: heterodox versus orthodox

　イΪリス留学の目的は、事前に申しࠐんだ研究テーマ

についてઐ的な知ࣝを深Ί、4OA4に在੶する༏れた

教तਞからのࢦಋをडけ、༷ 々な学問的なアプローνを

学Ϳことです。そのたΊ、所属の中ࠃ研究所やホストઌ生

が主催するηミナーやϫーΫγϣップ以֎にも4OA4経

済学部の講ٛやηミナーを中৺に関࿈の学術活動に参

Ճしました。

　その中で、最もଟく参Ճしたのは、%ic -oઌ生（4OA4

経済学部3eader in Economics）が主催する中ࠃ経済

の講ٛとηミナーでした。%ic -oઌ生は࣏経済の

アプローνで中ࠃ経済の工業化やάローόル化、また東

アジア経済のൺ੍ֱ度分ੳなどの分野においてଟく

のจを執筆し、中ࠃ人ຽ大学経済学Ӄの特任教तも

務Ίるஶ໊な中ࠃ経済研究者です。ଞにも、ۚ ༥との関

࿈ੑから、Costas -apavitsasઌ生（4OA4経済学部

Professor of Economics）と6lrich 7ol[ઌ生（4OA4

経済学部Professor of Economics）が主催するηミ

ナーやϫーΫγϣップにੵۃ的に参Ճしました。Costas 

-apavitsasઌ生は日本語にも༁された໊ஶである『ۚ༥

化ࢿ本主ٛʕ生産なきར५とۚ༥によるࡡऔʕ』（੪藤

ඒ彦༁、日本経済ධ社、2018年 6 月、ӳ語『Profiting 

8ithout Producing� )ow 'inance EYploits 6s 

All』）のஶ者で、世ք的に知られるマルΫス経済の研究

者である。それにରして6lrich 7ol[ઌ生はࡦ的なアプ

ローνを用いてؾ変動や持ଓ発లՄ能なۚ༥γステム

のߏஙといったԠ用経済の分野において֤ࠃのۚ༥

やۚ༥γステムにରする݈શੑアηスメントを中৺にࡦ

ଟくの業をもち、中ԝۜ行の࣮務経ݧにもとんだஶ

໊な研究者です。2人のઌ生ともに日本とのަྲྀはଟく、

日本からの๚問研究者にରして֨ผのご高をࣀってい

ただいています。ઌ生たちとのަྲྀはࣗ分ࣗのࢹ野を広

げるだけでなく、これからの研究の方ੑをఆΊる上で

˛エリザϕス2世ّ参ྻにฒͿ్中（9月）

˛%ic -oઌ生の中ࠃ経済ηミナー
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大きなώントをಘるػ会となりました。

　特に4OA4の教तਞはorthodoY（主ྲྀ）のアプ

ローνを用いたઌ生がগなく、いわゆる൷精ਆのڧい

heterodoY（異）アプローνを用いたઌ生がଟいです。

ただし൴らの講ٛではඞͣ主ྲྀの主ுや関࿈研究を

հするなど、heterodoY versus orthodoY྆方のア

プローνから学生の൷的ࢥ考能力（critical thinLing）

をえています。ྫ えCostas -apavitsasઌ生は௨常

のۚ༥講ٛ以֎に経済学などの講ٛをもち、%ic 

-oઌ生の経済学ೖの講ٛでは新ݹయの経済Ϟデ

ルをղઆしています。このようなݫしい܇࿅をडけた学生

は、ଟछଟ༷なアプローνをもちながらଞ人とのࠩผを

常に意ࣝしながら学術にんでいます。このは、4OA4

の合य़ಆ（industrial action）にもөされ、ઌ生たち

のय़ಆをࢧ持し、ࣗ ら講ٛに参Ճしない学生もある一方、

ઌ生たちのय़ಆにରし、オンϥイン講ٛのޮՌをٙ問

。Ίる学生もおられますٻ໔をݮし、学අなどのࢹ

アーカイブの収集

　今ճの留学におけるもう一つॏ要な目的は、イΪリス

にऩଂされる中ࠃに関する大なアーカイϒࢿྉのऩ集

です。在ઌの4OA4ਤ書ؗは、アジアやアフリカ、中東

研究の分野で、世քでも最もॏ要なਤ書ؗの一つです。

大ྔの寄ଃアーカイϒもऩଂするなど、ઐ的なࢿྉを

ఏڙしてくれる世քにも類をみないアジアɾアフリカの

アーカイϒコレΫγϣンを༗しています。最ॳにऩଂࢿྉ

のカタロάに৮れた時には、そのコレΫγϣンの大さに

ѹされました。幸い、ਤ書ؗのスタッフは非常にで

知ࣝ豊富であり、私が୳そうとするテーマに関࿈するアー

カイϒの所在をҊ内してくれました。また,ent %engઌ生

（-4E Professor of Economic )istory）のଂ書寄ଃ

などを௨じਤ書ؗスタッフにするνϟンスはଟくなり、

4OA4所ଂのアーカイϒだけでなく、イΪリスશ体のアー

カイϒ所ଂやిࢠデータϕースのར用についても助言を

いただきました。

　また、ロンυンの中৺部からগしれた、ロンυン߫֎

のΩϡーに位置するӳࠃNational Archives（Ԧ立২

Ԃ「ΩϡーɾΨーデンζ」よりెา10分ఔ度）にもఆظ

的にをӡͼました。National ArchivesはイΪリスの

公จ書ؗであり、特にイΪリス֎務省の記やྺ࢙的な

จ書をอしています。私はઓ時とྫྷઓԼにおけるϙン

υのར用について、イΪリスと中ࠃの関を中৺にௐま

した。֎務จ書はଟذにわたり、ඞͣしもඞ要なものを見

つけることができないですが、年以上௨いଓけたことで

National Archivesが所ଂする中ࠃ関࿈ࢿྉのશ体૾

についてͻとまͣのঢ়گをѲすることができました。こ

れからNational Archives公จ書をར用するたΊの準උ

ができたといえます。

　さらに、私の研究にとって一つのॏ要なࢿྉݯは、イン

άϥンυۜ行（#anL of England）のアーカイϒࢿྉؗ

でした。イΪリスの中ԝۜ行として、インάϥンυۜ行アー

カイϒはۚ༥のみなら 、ͣアジアɾアフリカ২ຽ関࿈の

大なࢿྉを༗しています。ࢿྉؗのӾཡはগ人の

શな༧੍ですので、1年前からおئいしないとなかな

か༧をऔれないঢ়گがଓいています。༧時からご丁

ೡにରԠしていただいた+oseph )ettricLさんの助けを

おआりしてインάϥンυۜ行アーカイϒのऩ集ができまし

た。またࢿྉのղੳについても助言をき、お໊前を記し

ておྱを申しあげます。おかげさまでෳのࢿྉؗのؒ

でԟ来するॆ࣮した日々をૹることができました。

後記

　ଞにも、中ࠃ研究所の-i-4a 8hittingtonさんやALi 

˛The National Archives
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Elbor[iさんからは在のखଓきや研究成Ռの公開にお

いてଟ大なࢧԉをきました。%r +ie:u liu、%r -ars 

-aamannॾઌ生はௌ講をڐしてくれたり、研究会や執

筆に༠ってくださったり、留学の体ݧをさらにॆ࣮したも

のにしていただきました。ここで深く感謝したいとࢥいま

す。もちΖん、留学生活は常に大きなࠔに໘していま

す。言語やจ化の違いのみなら 、݈ͣ や҆શ໘でもり߁

ӽえなけれならないนがଟいです。幸ӡにもイΪリスで

出会ったૉらしい4OA4の学生たちや、研究会で知り

合った同業者たちから༷々なࢧԉをき、1年ؒの留学

生活をແ事にऴえることができました。最後になりました

が、留学අ用の一部をԉ助していただいた大阪産業大学

学会に৺より感謝したいとࢥいます。

˛4OA4ࢥ考者
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国際学部　国際学科　横塚 春乃
全てが新鮮だった韓国留学

　私は2022年8月25日から2023年2月10日まで、ؖ ࠃ

の公会大学で留学生活をૹりました。行くまでの準උ

で、ೖ学ڐՄূをもらうまでに時ؒがかかったり、Նٳظ

Ջなどでؖࠃにཱྀ行する人がଟかったりして、ビザの申

にۤઓしました。༧੍でしたが、༧できる日が出発の

3日前とかで、本当に༧ఆ௨り行けるのかとてもෆ҆でし

た。しかし、やઌ生方が協力してくださり、ແ事に申し

てऔಘできました。ؖ をれて生活ݩに行くまでは、ࠃ

することも、ւ֎に行くこともॳΊてのたΊ、ෆ҆なؾ持ち

でいっͺいでした。そのたΊ、ઌ生と、そしてϥンήージカ

フΣもར用して会࿅शをし、ؖ などもをؾのงғࠃ

聞いたりௐたりしました。࣮ にணくと、同じ学ࠃにؖࡍ

ڞの日本人学生がおり、分からないことをߍの人やଞߍ

༗して協力できたので、ྑ かったです。ॳ日は、日用品など

をങいましたが、ࢥっている以上にஈが高く、日本では

売っているものも売っておら 、ͣこれから生活していける

のかෆ҆になりました。特に、৯ྉ品でۤઓしました。大

型のマートでさえ、カット済みのΩϟϕπや一人用のお

のような日本では当たり前にあるものがありませんでしࡊ

た。コンビχもおห当やύンなどの品ଗえがѱかったです。

その上、ௐຯྉなどもՈ用がଟいたΊ、ஈも高く、ࣗ

ਬもおۚがかかって大変でした。生活をૹりながらؾづい

たことですが、ؖ ではγΣアすることがଟいみたいで、カࠃ

フΣでも一つのέーΩを2、3人で৯ていました。だから、

おࡊなどもフΝミリーαイζがଟいのだとࢥいました。

　語学ಊのत業は9月6日に開࢝でしたが、ؖ の大学ࠃ

のत業のงғؾを見たり、友人を࡞ったりしたかったた

Ί、一ൠのत業もཤ修しました。त業内容がしいとスト

レスになると考えたたΊ、日本語のत業をཤ修しました。

一ൠのत業は9月1日からड講し࢝Ίました。ࣈのえ

方や؆୯なจ๏、୯語を学Ϳत業でしたが、ෆنଇな

のえ方などにۤઓしている学生がଟかったです。普ࣈ

ஈ、日本語をࣗવにしているたΊ、ؾかなかったこと

があったり、֎ࠃ人がしいと感じている部分を知れたり

して໘നかったです。ペアϫーΫなどで知り合ったり、त

業後にをֻけてくれたりして、ؖ りまし࡞人の友人もࠃ

た。࣮ ࣗ、の友人としてみてࠃにؖࡍ 分のしているؖ

しかったです。友人ୡと༡خ語が現で௨じたことがࠃ

ͼ、ؖ の৭々な場所や৯、ए者の༡ͼ方を知るこࠃ

とが出来たこともָしかったです。また、日本語が上खい

人がଟく、分からない୯語を日本語で言え௨じたことも

ありました。知っているཧ༝を聞くと、ଟくの人がアχメを

見て֮えたと言っており、日本のアχメの影響力のڧさを

感じました。語学ಊのत業は、ळ学14ظ人、ౙ学9ظ人と

いうখنでした。ळ学ظはυイπやから来た学生

もいましたが、ౙ学ظはશ員日本人学生でした。গ人

のたΊ、学生の語学のレϕルがόϥόϥで、ॳڃレϕルの

त業から࢝まりましたが、शうจ๏や୯語がطに知ってい

るものかりで、最ॳはあまりָしく感じませんでした。語

学ಊのઌ生に相ஊすると、TOPI,などのत業֎でษڧ

していることで分からない部分があれ見るとڼってくだ

さりました。また、ผで՝を出してくださったり、どうすれ

私にあったษڧができるのかを一ॹに考えてくださった

りしました。ઌ生のରԠのおかげで、ָ しさを感じなかっ

たत業も、෮शとࢥってਅ໘目にऔりむことができまし

た。จ๏や୯語は知っていても、会するػ会は日本の大

学のत業ではແかったたΊ、शったจ๏や୯語をった

ペアϫーΫなどはຖճָしかったです。おޓいネイテΟϒ

じΌないから、上खくえているかෆ҆もありましたが、よ

りจ๏や୯語の意ຯを考える時ؒになり、ษڧになりま
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した。ଞにも、νϟプνΣを࡞ったり、തؗに行ったりす

るจ化त業もありました。จ化त業では、֎部のઌ生が

આ໌してくださることがଟかったたΊ、普ஈのत業より

す度がく、聞きऔりがしいときもありました。しか

し、それはそれで新で、ؖ だからこそできるような体ࠃ

ྑ、ができݧ いࢥい出になりました。

　今ճの留学を௨して、ؖ 語の語学力が৳ͼたこともࠃ

࣮感しましたが、事を前きに考え、ઓするようにな

りました。ؖ ࣗ、なことはආけてݏ、に行く前まではࠃ 分の

ྫ。っていたことと違ったらストレスになっていましたࢥ え

、ి ंのり方が分からͣ 、りؒ違えてしまった時、普

ஈならෆ҆になるし、ストレスになっていました。しかし、

何がؒ違っていたのかをؖࠃの友ୡに聞くことによって、

らͣࠔからは࣍、にもなりڧ語のษࠃؖ に済むと考えられ

るようになりました。このように成長できたのは、ؖ にいࠃ

るؒ、ྑくしてくれた友人やઌ生方のおかげです。

年ؒというؒظでしたが、留学できて本当にྑかったで

す。
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国際学部　国際学科　数元 ひなた
学生生活最後のかけがえのない時間

　私がこの留学でಘたものは大きくわけて3つあります。

1つ目はؖࠃ語の語学力です。語学を目的とした留学のた

Ί語学शಘは当たり前のことかもしれませんが、留学前の

私はؖࠃ語はॳڃஈ֊で、ؖ の人との会は出来ないࠃ

に等しいఔでした。しかし年ؒ、ຖ日ແࠁ、ແܽ੮で

語学ಊのत業に௨い、ࣗ शを行い、ؖ の方と会するࠃ

会を૿やしたことで、त業のղઆがશてཧղできるようػ

になり、ؖ 語で会をަわせるようにࠃ人の友ୡとؖࠃ

なりました。語学ಊのݧࢼでもの݁Ռが目に見えて

高くなりました。また、ຖ日ؖࠃ語に৮れるたΊ、語学力が

についているのを࣮感することが出来、そのخしさから

語学のษڧがさらにきになりました。ࣗ 主的にษڧする

時ؒも૿え、1日5時ؒほど集中して෮शにྭんでいた日

もありました。この留学は今までの人生の中で1൪ࣗ主的

にษڧしたؒظであり、1൪ٵऩしたؒظだったと考ま

した。

৺Ԣのحに2つ目は、行動力です。私はもともと࣍　

方ではありますが、༏ॊෆஅなੑ֨でもあるたΊ、なにか

行動するࡍに後ճしにしてしまうことがଟ々ありました。

ですが、このؖࠃ留学は年ؒといういؒظだったた

Ί、興ຯのあることやお༠いには進んで参Ճしていまし

た。ྫ え、インターネットでื集をかけているϘϥンテΟ

アに参Ճしたり、4N4で࡞られたαーΫルの集まりにݺ

んでもらったり、日本語のษڧをしているؖࠃ人の方に

会って言語ަをしたりといったॳΊての経ݧを山

してきました。

　その中でも印的だったのが、大学のด講ύーテΟー

に参Ճしたことです。ؖ にࡍではत業の開講とด講のࠃ

生ె何人かでܭըを立てて、同学年ほぼશ員をډञに

集ΊてύーテΟーをするというश׳があるらしく、その会

にটしてもらいました。まだ上खくせないؖࠃ語での

会でしたが、留学について興ຯを持っている方や、日本

に来たことのある方とがみ、同世代でྲྀ行しているこ

とや教Պ書にはແいए者がす言葉を教えてもらい、と

てもָしい時ؒをաごしました。いؒظでの留学がނ

に、何事にも参Ճしようとࢥうことが出来、ࣗ 発的な行動

力の上にもܨがったとࢥいます。また、ଟくの人に出会

え、ॳΊての経ݧが出来、山のྑいࢥい出が出来たの

で行動してྑかったとࢥいました。

　最後の3つ目は、ࢥいやりの৺です。私のؖࠃ留学の生

活はとてもܙまれていたと感じています。このようにࢥえ

た1൪のཧ༝として、私のपりの方々はࢥいやりのあるૉ

ఢな人かりだったのだと感じたからです。ま 、ͣこの留学

で出会うことの出来たؖࠃ人の友ୡは留学生の私をշく

αϙートしてくれました。ؖ 語がૄかな私の代わりにిࠃ

のରԠをしてくれたり、ങいの方からަ௨ػ関の

の開ઃまでखってくれたりしました。༡ͼ࠲ޱ、い方

に行く時は、ޫ؍やݩの人が知るൟ՚֗などさま͟

まなとこΖに࿈れて行ってもらい、もてなしてくれました。

إに同じ語学ಊに௨い、同じྈでաごした友ୡはຖ日࣍

を合わせてڞ同生活をૹりましたが、おޓいが相खの

՞もなくաごせたといやりがあったからこそ年ؒࢥ

感じています。また、学ߍのઌ生方や৯ಊのళ員の方は

ੰのようなڑ感で໘を見てԼさり、日本とはまたগし

違ったアットホーム感がありました。

　そして1൪ڧくࢥいやりを感じたのは日本にいるՈか

らでした。留学をܾΊた時から前きにԠԉしてくれてお

り、ܾ して҆くない留学අや生活අもखってくれていた
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ので、Ոのظにえるҝにもչいのない留学ؒظに

しようとࢥえました。ホームγッΫになってしまった時ظに

は、は「いつでもؼってきたらいい」と҆৺させてくれて、

留学経ݧのあるܑからは的֬なアυόイスでഎ中をԡし

てくれました。このように山の方からのࢧえがあったか

らこそ、年ؒのؖࠃ留学に集中出来、さま͟まな経ݧが

出来たと感じています。पりの人からडけとったࢥいやり

は、डけऔった以上のࢥいやりをฦしたいとࢥうようにな

り、私のような立場の人がいたら࣍は私がαϙートする

ଆにճりたいとࢥいました。

　このؖࠃ留学で語学はもちΖん、ؖ の人のԹかさやࠃ

จ化のૉらしさに৮れながら、ຖ日がॳΊての体ݧと

いうかけがえのない留学生活をૹることが出来ました。ま

た、ࣗ 分がここまで集中して৺に事にऔりΊたとい

う݁Ռがせてخしくࢥっています。そしてࣗ分ࣗの長

所と所を見つΊすことが出来、学生生活最後のऔり

みとしてଞの人にはຯわえないૉらしい経ݧができ

たとࢥっています。日本にؼった今も࿈བྷをऔり合い、会

うଋをしているؖࠃの友ୡもいるので、留学したことを

ແବにしないように今後も語学の学शを進Ίたいです。
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国際学部　国際学科　中嶋 爽子
半年間で私が得たもの

　私は年ؒؖࠃ、ιウルにある公会大学に留学し

ており、ळ学ظとౙ学ظのそれͧれ2か月ؒを語学ಊ

で学ͼました。語学ಊをؚΊた生活の中で、ؖ ったࠃ

当ॳよりはؖࠃ語の能力を上させることが出来たとࢥ

いますが、ؖ 語能力のさにࠃってす͙ࣗ分のؖࠃ

。づかされましたؾ

に興ຯがあったたΊ、υϥマや:ouTubeの動ࠃ々ؖݩ　

ըなどを見ていたこともあり、؆୯なද現や୯語などはな

んとなくࣖについていたので、日常生活でう言葉はগし

ཧղしているつもりでした。しかし、ۭ にணいたときにؖߓ

語で「ύスϙートを出してください」と言われ、ύスϙーࠃ

トの୯語も聞きऔってཧղすることが出来ませんでした。

学ߍにணいた後、؆୯に行われた॓ࣷのઆ໌やඞ要品を

ങいに出かけた֗の中の会なども、ほとんど何を言われ

ているのかཧղが出来ませんでした。υϥマや:ouTube

の動ըでは何となくࣅたද現や同じ୯語がわれること

がଟいので、܁りฦし聞くことにより֮えていただけで聞

きऔりや会のスΩルはશくないことをॳ日にಥきつけら

れました。

　そんな中࢝まったळ学ظの語学ಊのत業は、2ڃの؆

୯なද現から࢝まりました。しかし、もちΖんのことत業

はશてؖࠃ語で行われるたΊ、「ؖࠃ語をࣖにೖれる」と

いうことがとても大変でした。そしてそれをཧղすること、

ཧすること、त業ࣗ体をཧղすることと಄をٳΊる時ؒ

がなく、ຖ日のようにܜٳ時ؒもؖࠃ語が出来る日本人

のࢠにशったද現のい方や、୯語の意ຯなどを教えて

っていました。त業では、ઌ生方が出来るだけ分かりや

すいද現で教えてԼさったり、ݸ人のレϕルに合わせたス

ϐーυでઆ໌をしてԼさったりしたので、何を言っている

のかશてཧղできないということはありませんでした。ઌ

生方や同じΫϥスの人たちともج本ؖࠃ語でし、ఆظ

的に行われるすテストや書くテストによってগしͣつで

はありますが、ؖ 。れていきました׳語にࠃ

　また、留学を࢝Ίて3 ϲ月ほど経ったࠒから日常生活

のങいやカフΣ、ి ंにったࡍなど、どんな場໘でも

、語ࣗ体をࣖにೖれやすくなりࠃ語に৮れるたΊؖࠃؖ

当ॳのような違和感はແくなりました。ؖ 人の友ୡやࠃ

ઌ生との会でも、聞きऔれる୯語やද現がଟくなり、

ܾまったද現ではありますが、えることも出来るように

なり࢝Ίたタイミンάでした。ຖ日ؖࠃ語に৮れていたた

Ί、日本人のࢠとの会でؖࠃ語が出てしまったり、日本

語をؖࠃ語に༁したり、ؖ 語を日本語に༁したりとແࠃ

意ࣝのうちにࣗ分の಄の中でؖࠃ語を考えられるように

なりました。留学に行くからには現で「生きた言語」を学

ͼたいと考えていたので、ちΐっとした感֮ではあります

が࣮ࡍに৮れ、学Ϳことで活かすことが出来ていると感じ

ました。また、語学ಊのत業など学ߍ内ではؖࠃ語を学

ͼに来た֎ࠃ人として私にしてくれるので、聞きऔりや

すくཧղしやすいؖࠃ語で会をしてくれますが、一า学

の֎に出るとそうではないので「会」という行ҝがとߍ

てもしくۓுしてしまうものでした。しかし、留学生活を

ૹるにつれஈ と々おళや৯ಊのళ員さん、ؖ 人の友ୡࠃ

とগしの会でもࣗવにすことが出来るようになり、そ
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の時はؖࠃ語の能力が上したと感じることができ、とて

もخしかったことを֮えています。

　まだまだ、ؖ 語の能力は高くなくࣗࠃ 分ࣗもೲಘでき

るものではありません。しかし、֬ ࣮に留学前よりؖࠃ語

に׳れることができ、聞きऔることや書くこと、えること、

すことが出来るようになりました。また、留学生活を௨し

て今ճの留学の目的であった、ࢹ野を広げることが出来

たとࢥいます。今までとは違うڥ、ࠃのԼで生活出来た

ことはとても大きな経ݧになり、今までࣗ分が見てきたこ

とがશてではないことを再ೝࣝしました。大学にೖ学して

からࢥうような学生生活がૹれていませんでしたが、ؖ ࠃ

でたくさんの人に出会い、友ୡも出来ました。言葉では言

いදすことの出来ない経ݧをすることが出来ました。この

年ؒで留学に行く前よりগし大きくなれたとࢥいます。
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国際学部　国際学科　船田 理紗子
幸せな韓国語学留学

　私は年ؒのؖࠃ

語学留学をしました。

ւ֎ཱྀ行にも行った

ことのない私がいきな

り留学に行くことは非

常にෆ҆でもありま

したが、ϫΫϫΫしていました。ύスϙートやビザを発行す

る所からॳΊての経ݧでした。私が、ؖ 留学をしたいとࠃ

ったきっかけは、3つあります。1つ目が、ւ֎にॅんでࢥ

異จ化を体ݧしたい。2つ目は、ؖ 語の能力を上げたࠃ

い。私は、ؖ ນなしで見られるようにࣈきでυϥマがࠃ

なりたいとࢥいؖࠃ語をษڧしたいとࢥいました。3つ目

は、ؖ ったからです。留学でಘたࢥりたいと࡞の友ୡをࠃ

ことはੵੑۃです。現に࣮ࡍにいったからこそできるこ

とを山経ݧし、ઓすることが出来ました。

ؖ。留学ॳ日は非常に大変な一日でしたࠃؖ　 ࠃにೖࠃ

後の集合場所が分から 、ۭͣ になったり、ྈࢠの中をߓ

に౸ணし、γϟϫーをཋͼていたらഉ水ߔが٧まっていた

りなどϋプχンάが山ありました。さらに、ങいをして

ళ員さんの言葉がとてもૣく、聞きとることが出来なかっ

たりなどࣗ分のؖࠃ語能力のなさにࣦしていました。あ

と年ؖࠃで生きていけるのかෆ҆になり、日本にؼりた

いなとࢥっていました。このように、私のؖࠃ留学の1日目

がスタートしました。

　ೖࠃしてから2िؒ後に語学ಊのत業が࢝まりました。

とてもۓுしていましたが、ઌ生たちが৺で丁ೡに教え

ていただきとてもָしいत業をडけることが出来ました。

私はळ学ظとౙ学ظをड講しました。त業はேの9：00

から12：40まででした。1時ؒ目が語ኮの֬ೝ。2時

ؒ目がจ๏。3、4時ؒ目がす࿅शと書く࿅शでした。

私が一൪࣮力が৳ͼたのは書きでした。त業の中で、中ؒ

ࢼスϐーΩンάテストがあります。中ؒ、ݧࢼظ、ݧࢼ

。もありますݧࢼでは読み、聞きऔり、書きのݧࢼظ、ݧ

書きについては、事前に何について書くかを知らされるの

で、事前に原稿を書いてؖࠃの友ୡにఴをしてもらって

いました。スϐーΩンάテストではいきなりテストをやるの

ではなく、したいことを事前に原稿に書いてઌ生にఴ

をしてもらいます。そのようにしていくうちに、スペルも֮

えることが出来、ؖ でのจষの書き方などをशうことがࠃ

出来ました。さらに、ຖ日صに࠲ってษڧするわけではな

く、֎に出てのจ化त業も山ありました。「νϟプνΣ࡞

り体ݧ」「ؖࠃ࡞り体ݧ」「ϒレスレット࡞り体ݧ」などを

体ݧしました。その中でも「ϒレスレット࡞り体ݧ」です。ؖ

来からわる「ݹࠃでは、매듭（メデΡプ）と言ってؖࠃ

みඥ」があるのですがそれをったϒレスレット࡞りが非

常に໘നかったです。؆୯そうで意֎としかったです。と

てもՄѪいϒレスレットを࡞ることが出来ました。このよう

に、ؖ ݧも経ݧすることが出来ないจ化体ݧでしか経ࠃ

することが出来て非常にָしいत業でした。さらに、語学

ಊ以֎のत業にも公会大学の一ൠのत業もड講しま

した。ネイテΟϒ日本語というत業をड講して、日本語を
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学んでいるؖࠃ人の方と一ॹにत業をडけました。त業

をडけていく中で、࣭ 問をしてくれたり、ٯに私がؖࠃ語

を学Ϳ上でٙ問にࢥったことなど࣭問をしました。そうす

ることで、ؖ 。人の友ୡができましたࠃ

　ཱྀ行にもたくさん行きました。ιウルでは、「᱈山（ナΫα

ン）公Ԃ」のܠが非常にきれいでした。ιウル以֎でも

ཱྀ行にたくさん行きました。私がཱྀ行に行った所は、「ߐ

（ྕカンψン）」「Ճฏ（カϐϣン）」「ז山（プαン）」です。そ

の中でも、Ճฏ（カϐϣン）のೆዉౡ（ナミιム）が非常によ

かったです。ܠ৭がとてもきれいでした。ؖ υϥマౙのιࠃ

ナタのロέでもあり、野生のΫジϟΫやウαΪがいまし

た。とてもפいとこΖなのでがౚっていて、の上に立っ

てࣸਅをࡱりました。私はౙに行きましたが、य़Նळౙど

のقઅに行ってもそのقઅを感じられるようなܠ৭がみ

られるとࢥいました。

う留学になࢥ留学をऴえて、後չがなかったなとࠃؖ　

りました。ࣗ 分のؖࠃ語能力のなさにઈし、ؖ 人の方ࠃ

とおしすることがාくなっていましたが、このままではだ

Ίだとࢥい、ੵ 的に֎に出て、ళ員さんとしたり、一ۃ

人でཱྀ行に行ってみたりなど山の経ݧをしました。その

経ݧから今は、ؖ 事をしてみたいというってお語をࠃ

ࣗ。もժ生えましたئ 分を成長させてくれるようなؖࠃ

語学留学になりよかったなとࢥいます。
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国際学部　国際学科　福原 まなみ
私の韓国生活

　私は2022年8月30日から2023年8月30日までؖࠃ

ιウルの公会大学留学しました。出発のか月前か

ら準උが࢝まりましたが、コロナՒ໌けということもあり

タイミンάがѱく、ビザの申や書類のखଓきなどがし

い時ظでした。日本にॅみながら一人であのようなෳࡶ

なखଓきɾ申をすることがなかったたΊ、出ࠃ前からྑ

い経ݧをし、ษڧにもなりました。

　私は本来の༧ఆよりٸᬎ5日ؒほどく出ࠃしました。

ほかの学生はۭߓからまとまって留学ઌの寄॓ࣷにೖっ

たとのことだったので、ॳΊてのؖࠃで言葉もిंのり

方もわからないঢ়گで一人で行けるかෆ҆でした。しか

し公会大学の方が私一人のたΊにۭߓまで来てくださ

り、寄॓ࣷにணくまでのؒܞଳのखଓきやؖࠃ生活にお

いてศརなܞଳアプリなど、丁ೡに教えてくださいました。

　語学ಊのत業が࢝まると、日本人の留学生をؚΊ

、υイπの学生と出会いました。ここではڞ௨言語がؖ

語なので、レϕルのࠩはଟগありましたがみんなの語ࠃ

学上意ཉが高く、ゆっくり会しながらָしんでいまし

た。त業では୯語やจ๏のઆ໌をしていただいた後、ඞͣ

会の࿅शがあるのです͙ ࣮ફしてうこともでき、ઌ生

とのࡶஊや発දもଟいのでؖࠃ以֎のจ化も知ることが

できました。そのおかげで語もจ化も違う学生ともす͙

にଧち໌け、શ員がྑくなりत業֎でも༡Ϳようになり

ました。また、公会大学の語学ಊにはจ化त業がたくさ

んあります。ؖ の౷Ոの見学に行ってΨイυさんのࠃ

を聞いたり、ே時代からの౷もののḑ࡞り体ݧ

をしたり、౷お՛ࢠとのതؗに行ったりして、ཱྀ 行

やޫ؍ではなかなか体ݧしないようなことまでଟくの

体ݧをさせていただきました。

　語学ಊのほか、公会大学の一ൠのत業もたくさん聞

きました。特に日本語のत業では日本に関৺のある学生

たちがଟく、また、ੵ 的にしかけてくれる学生もଟくۃ

私ࣗもؖࠃ人の友ୡがཉしかったので、ຖճ違う੮に

ってत業を聞きました。त業を聞きながら私が日本語࠲

を教えたり、ٯにؖࠃ語を教わったりもしました。いΖんな

学生とコミϡχέーγϣンをऔって友ୡをたくさん૿やす

ことができたたΊ、教Պ書で学Ϳよりももっとリアルで現

の人たちがうような言葉やද現、ؖ に༡ࡍ人が࣮ࠃ

ͼに行く場所やおいしいものもたくさん教わりました。最

ॳはत業の時にগしͣ つ友ୡが૿えていきましたが、その

内どこに行ってߍたちがさらに友ୡをհしてくれて学ࢠ

も友ୡがいるというほどのになりました。また、その中に

は学生会に所属しているࢠもいたので公会大学の学生

しか参ՃしないようなイϕントやύーテΟーにもটして

いただき、そこでもさらに何े人も友ୡが૿えました。
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に一年留学して一൪感じたは、人とのつながりࠃؖ　

を大にするࠃだというです。おళなどで࣭問をした時

も丁ೡにえてくださったり、ճ行ったおళでは私たち

のことを֮えていてしかけてくださったりしました。ݸ人

的に今まで日本で生活しながらそのようなことはしかっ

たのですが私が感じたؖࠃでは、一度一ॹにत業を聞い

ただけ、ѫࡰをしただけの関でも࣍に会ったときにはѫ

をしてそこからまたしたり、一ॹにご൧を৯たりすࡰ

ることがଟかったです。そのおかげでここまで友ୡを૿や

すことができました。

　またत業がऴわるとほぼຖ日友ୡとγϣッϐンάやカ

フΣに行きました。私のؖࠃ語が৳ͼた一൪のཧ༝だと

าしたりすることがଟࢄいます。ただカフΣでしたりࢥ

かったので、ؖ 人とຖ日たくさん会しながら学んだこࠃ

とがえれないఔあります。िにはごՈఉにおअຐ

させてもらうこともありました。そこでもԹかいごՈに

、っていただいて一ॹに৯࡞していただき、ご൧をܴ

たくさんおもしました。

　そのようなことをຖ日経ݧできたたΊ、ؖ に行った当ࠃ

ॳはなかなか言葉が出てこなかったりわからないことも

ଟかったり、ؖ のत業にもついڃTOPI,2ݧࢼ語能力ࠃ

ていくのにඞࢮでしたが一年の留学を経て5ڃのत業ま

で修ྃすることができました。あわせて、最ॳは಄の中で

日本語から༁してから言葉に出していたものが、今では

日本語と同じようにແ意ࣝに言葉を発せられるようにま

でなりました。ຖ日ָしい一方、ۤ 労もありましたが、一年

ؒ現で生活しながら言葉もจ化も学ͼ、人としても成

長してࣗ分の長所を૿やせた一年にすることができたと

。いますࢥ
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国際学部　国際学科　前田 寧々
私の韓国留学生活

　私は2022年8月22日から23年7月22日まで、ؖ のࠃ

ιウルにある公会大学に留学しました。

　まͣ留学するという目ඪは中学生のࠒから๊いていた

ので、ܾ まった時は今までにないほどخしかったのを֮え

ています。ܾ まったと言っても語学の࣮力はまだ準උ్中

で、読み書きはできますが日常会はΪリΪリできるかで

きないかのレϕルでした。ビザをऔるにもコロナウイルス

感染症ຮԆのたΊなかなかうまくいか 、ͣઌ生にも本当に

たくさんखっていただきました。留学がܾまってخしい

໘、ࣗ 分の࣮力ෆのෆ҆や書類やՙの準උに関す

るෆ҆がとても大きかったのを֮えています。

　私はւ֎に行くことࣗ体ॳΊてだったこともあり、ۭ ߓ

についてからもかなりӈԟࠨԟしました。ですが現の

方々は皆さん༏しくて、ۓுもあり会もままならない私

をたくさん助けてくださいました。

　語学ಊでのत業が࢝まるとઌ生のઆ໌もわかりやすく

त業も聞きやすかったです。また日本人のׂ合がଟかった

ですが、υイπ人、人の友ୡもでき、ٳみの日にはカ

フΣに行ったり、ਪしのϥイϒに行ったりとָしい生活を

ૹれたとࢥっています。

　語学ಊのत業ではιウルの֗でؖࠃจ化を体ݧする

त業がありました。ଞにもΫリスマスύーテΟーをするな

どたくさんのࢥい出ができました。

　また、語学ಊのଞに公会大学の一ൠत業をडけられ

るとのことでしたので、私は୯位をऔる目的ではなく会

を上ୡさせるくؖࠃ人の友ୡを࡞Ζうとࢥいड講しま

した。

　なͥなら、語学ಊでのษڧ内容のレϕルは私には؆୯

だったからです。語学ಊ内であれあるఔ度会もできる

ঢ়ଶで、読み書きもほぼできていました。ਖ਼গし

りなかったؾ持ちがありました。そこで「せっかく留学に

来ているのにこのまま時ؒをແବにしたくない」とࢥい一

ൠत業をड講してみました。

　するとやはり友ୡはたくさんできて、ؖ 語もたくさんࠃ

教えてくれました。今ྲྀ行りの言葉や、略語、日本では聞か

ないようなをしてくれて、จ化の違いをたくさんؾづか

せてくれました。

　しかし私はؖࠃ語をすことがۤखでした。ですがؖ

れͣに友ୡとたくさんしましڪ語をؒ違えることをࠃ

た。たとえؒ違ったとしてもχϡアンスでわります。そし

て違う場合గਖ਼してਖ਼しい言葉を教えてくれる友ୡがほ

とんどでした。ྫ えؖࠃに来てؾになったؖࠃ人の生

活やจ化のこと、また普ஈどのようにしてษڧしているの

かなどଞѪもないことでもたくさん聞きました。

　またカカオトーΫをަしてੵۃ的にϋンάルをଧつ

࿅शもしました。

　そうすることで語学໘の৺やෆ҆はほぼなくなり、

TOPI,のݧࢼにもઓできたのでྑい経ݧになったとࢥ

います。

。ではιウル市内でよく༡ͼましたࠃؖ　

　ιウルの֗はԼమҠ動が主になっています。όスやタ

Ϋγーもありますが、Լమをり͙ܧ方が目的まで

かったり、ྉۚが҆かったりとศརだったので私はよく

はる方໘をؒ違えたり、りࠒっていました。最ॳの

。えるྻंをؒ違えたりとࣦഊもたくさんしました

　またιウルのԼమはよくԆするので౸ண༧ఆ時ࠁ

にؒに合わないこともଟ々ありました。留学中このような

部分にはจ化の違いをଟ々感じましたし、ࣦ ഊすることも

ଟ々ありました。
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　スーύーやご൧さんや市場のに行け、おళの

方がよくしかけてくれます。ඒຯしいものをおקΊしてく

れたり、ܠ৭の៉ྷなとこΖをおקΊしてくれたり、ଞѪな

い会をすることもありました。

　これも語学力を৳す上で大なことの一つだったと

。いますࢥ

　留学に行くまでも、行ってからもたくさんのෆ҆は常に

きまといました。ですがܾしてਏいことかりではあり

ませんでした。

　カフΣに行ったり໊ޫ؍所をճったりなどのָしいこと

やඒຯしいものを৯たり、៉ ྷなܠ৭を見たり、ྑ い友

ୡに出会いな町の方々にも出会い、よくしていただく

などଟくの出来事と出会いがありました。

　ࣗ分の࣮力を৴じてؒ違うことをڪれͣにいることで

成長できたとࢥいます。

　શてに感謝できるྑい留学経ݧになりました。
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国際学部　国際学科　秋田 彩月
朝鮮語海外研修に参加して

　8月6日から8月22日までの17日ؒ、ؖ の公会大ࠃ

学で࣮ࢪされたՆقே語ւ֎研修に参Ճした。この研

修に参Ճしたཧ༝は、現でؖࠃ語のษڧをしながらؖ

。ったからだࢥしたいとݧに体ࡍのจ化も࣮ࠃ

　学ߍではேの9時からत業があり、ޕ後からはจ化体

ؖ、やݧ 人の学生とのコミϡχέーγϣンの時ؒがઃけࠃ

られていた。

　7日にೖ学式とレϕル分けテストがあり、࣍の日からत

業が開࢝された。レϕル分けテストでは、筆記テストと1

ର1のスϐーΩンάテストが行われた。筆記テストはқ

度の違う2छ類の問があり、事前にఏ出していたそれͧ

れの学शঢ়گによって分けられており、スϐーΩンάテス

トではؖࠃ語でઌ生の࣭問にえてগし会をした。ス

ϐーΩンάテストの最後にࣗ分の࣮力よりもগし؆୯な

ΫϥスかしいΫϥスのどちらに行きたいか聞いてもらえ

たので、ࣗ 分のレϕルにͽったりのΫϥスにೖることが出

来た。

　त業はすてؖࠃ語で࣮ࢪされたので、ॳΊはཧղで

きるかগしෆ҆もあったが、୯語ごとに区ってゆっくり

したり、分からない୯語があれଞの؆୯な言葉を用

いて言いえてઆ໌されたので、分かりやすかった。また、

言葉だけでなくイϥストやը૾などもたくさんわれてお

り、ॳΊて見る୯語やද現などもよりཧղしやすく、ָ し

く学शできた。

　2िؒの中で2ճのจ化体ݧがあり、त業後の時ؒを

。りをした࡞と౷うちわݧってαムルϊリ体

　αムルϊリ体ݧでは、演のؑと、ָ をしݧの体ث

た。演で用されるָثには、νϟンά、プΫ、νン、έン

Ψリの4छ類がある。ま 、ͣ現の学生の演をؑした

のだがαムルϊリは見るのもॳΊてで、ؒ 近での演はָ

のԻも大きく、だんだんリζムもૣくなりഭ力がੌかっث

た。リζムに合わせてགྷりもགྷっておられる中でもসإで

とてもָしそうに演していたのがとても印にってい

る。私はプΫというଠޑを体ݧしたが、リζムが何छ類も

あり、֮ えるのが大変でগししかったが、現の学生に

やさしくࢦಋしてもらい、上खく演することが出来たと

会はػできるݧに体ࡍう。αムルϊリを目の前で見て࣮ࢥ

なかなかないとࢥうので、とてもいい体ݧになった。

　౷うちわ࡞りでは、ؖ の౷的なԴ୮のֆに৭ࠃ

をృった。ֆ۩で৭をృるだけなので؆୯にできそうだ

とࢥっていたが、࣮ にやってみるとぼかしや、৭のೱ୶ࡍ

をつけるのがしかった。おख本のようには上खくできな

かったが、ॳΊてにしては上खく出来上がったので、خし

かった。

人の学生とのコミϡχέーγϣンの時ؒには、日ࠃؖ　

本の学生3人、ؖ の学生2人のάループに分けられそࠃ

れͧれのάループできな会をした。私たちのάループ

では、おޓいのจ化についてؾになっていることを聞いた

り、ྲྀ 行りの事やご൧の事などいΖいΖなをしたり、イ

ンターネットでௐても出てこないようなリアルなを聞

くことが出来た。また、コミϡχέーγϣンの時ؒの後、一

ॹにご൧を৯るまでྑくなれたのでخしかった。
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　修ྃ式では、ΫϥスごとにμンスやՎなどの発දをし

た。私たちのΫϥスはμンスをすることになったが、私はμ

ンスをགྷったことがແく、上खくできるか৺だったがΫ

ϥスのみんなが教えてくれたので、࿅शも本൪もָしむこ

とができ、Ϋϥスの友ୡともྑくなることが出来た。

　フリータイムには໌ಎや߂大ങいや৯事に行った

り、きなアイυルの事務所を見に行ったりした。ྲྀ 行り

のおళにはՄѪいものが山あり、見ているだけでもָし

く、ྫྷ ໙やトッϙΪ、カルάΫスなど৯たかったؖࠃྉ

ཧもたくさん৯ることが出来たのでྑかった。

　最後の3日ؒは、ࣗ ༝時ؒでホテルにധまった。1日目

と3日目は໌ಎपลでお土産をങったり、カフΣに行った

りし、2日目はژ東市場と広ଂ市場に行った。方で༗

໊なژ東市場には、おళの前に方のࡐྉとなるやࣛ

の֯がたくさん置いてあり、市場શ体に方のಠ特な

いが広がっていた。広ଂ市場ではνξミ、Ωンύ、トッϙ

Ϊ、αンナΫνを৯た。その中でもॳΊて৯たαンナ

Ϋνというタコのགྷり৯いが印的で、タコのٵ൫がޱに

ͻっつく感֮が໘നかった。

　この2िؒ、学ߍでؖࠃ語を学Ϳだけでなく、शったこ

とを࣮ࡍにってコミϡχέーγϣンをとったり、リアルな

のจ化に৮れることができたり、語学力もগしࠃؖ

上ୡし、異จ化にରしてのཧղも深まったようにࢥう。ま

た、学ߍのઌ生や友ୡだけでなく現の༷々な人と出会

い、すことができ、たくさんのوॏな体ݧをすることが

出来た。あっというؒの2िؒだったが、とてもॆ࣮した時

ؒになった。



　　

留
学
記

Study Abroad Reports

04","�4"/(:0�6/*7&34*5:�3&7*&8�/P��9��

工学部　都市創造工学科　下川床 政巳
海外研修レポート

　8月26日に私は3िؒのւ֎研修ઌのオーストϥリア

とཱྀ立ちました。これから現での語学学ߍの生活に

ついて書いていきます。

　ま 、ͣ学श໘に関してですが、オーストϥリアにணいてॳ

Ίてのत業は何も分かりませんでした。主に、ઌ生の言っ

ていることがわからなかったです。また、Ϋϥスメイトと会

する時もӳ語なので、相खの言っていることをཧղす

るのに಄をશてっていたので、ٸにをৼられるとશく

ରԠできͣ大変でした。このようなঢ়ଶが1िؒଓきまし

た。そのたΊ、オーストϥリアに行った第1ि目はとても長

く感じました。何とかしている内容をཧղし、ӳ語で会

がしたかったので、Ϋϥスメイトや友ୡの会にࣖを

け、いӳ語でしଓけ、:ouTubeでӳ語と日本語のࣈ

ນのついた動ըをࢹௌし、༸ָを聞くなどし、গしでもଟ

くӳ語に৮れるようにΊました。このようなことを܁り

ฦしていると、第2ि目には部分的にですが、ઌ生や友ୡ

のしている内容がগし聞きऔれるようになっていまし

た。部分的にとはいえしている内容が分かるようになっ

た時はとてもخしかったです。2ि目に大変だったことは、

スϐーΩンάです。ࣗ 分からす時に、಄の中は「จ๏は

あってるか」や「言いたいことをどうӳ༁するか」など考え

ていたので、಄の中がཧでき 、ͣ上खくࣗ 分の言いたい

ことがえられませんでした。上खくせなかった原Ҽは

考えるよりઌにޱが動いていたからです。私は日本語で

すࡍに、考えるよりઌにޱが動くことがあります。特に߄て

ている時にあります。このบがӳ語です時にଟ々ありま

した。なので、಄の中をΫリアにしてམちணいてゆっくり

すように৺ֻけたら、上खく相खにえられるようになり

ました。これが࣮感できたのは、ࠃؼ前日です。ࠃؼ前日

の、私はϒϥジル人のルームメイトに日本にؼることを

えれていました。なので、৸る前のルームメイトに日

本にؼることをえ、ஊসしていました。その時、ゆっくり

ですが、ӳ語で会することができ、ࣗ 分の成長を感じる

ことができました。

　オーストϥリアの生活については、まͣオーストϥリア

౸ண後にڻいたのは、γϟϫールームとトイレが一ॹに

あったことです。日本にもトイレとγϟϫールームが一ॹに

あるとこΖはありますが、それとは異なります。4PC（αンɾ

ύγフΟッΫɾカレッジ）のγϟϫールームは֎にある

トイレと一ॹにあるからです。γϟϫーをཋͼऴわった後

はとてもפかったです。また、一੪にγϟϫーをར用する

と、Թ水が出なくなることがあり大変でした。また、4PC

からέアンζの市֗まではج本的にόスをར用します

が、όスのӡసがߥく、カーϒがଟかったたΊंਲいのࠅ

い私にとってはとてもਏかったです。そして、私は発Իの

違いにڻかされました。ࣗ 分の知ってる発Իとオーストϥ

リアにॅんでいる人の発Իが異なっていたことです。ྫ え

、デイリーνέットをങうࡍに、人によってはμイアリー

νέットと発Իしている人がいてڻきました。最後に、

Ձが高かったのがڍげられます。特にళのྉཧとスーύー

マーέットの品がとても高かったです。しかし、ҥ類はそ

うではなく、ஈは日本とൺあまり変わりませんでした

が、Ҿきに関しては日本とはかなり異なっていました。日
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本はあまりҾきをしないイメージが私にはありますが、

オーストϥリアはҾいている品がଟくありました。印

にってるのは、શ品ֹのళやを3ணങったら1ண

ແྉにするళがありました。私はオーストϥリアのྉཧは

あまりඒຯしくないと聞いていましたが、オーストϥリアの

ళで৯たྉཧはどれもඒຯしかったです。特にステーΩ

やϋンόーΨー、έόϒが印にっています。また、ྉཧ

のαイζは日本のものより大きかったです。

　私は研修ؒظ中にオーストϥリアにある世քҨ産の1

つ、άリーンアイϥンυに行きました。άリーンアイϥンυ

はάレートόリアリーフの一部です。έアンζγテΟのߓ

からધにり、45分でணきます。そこではγϡϊーέリ

ンάをしたので៉ྷなւやڕ、αンΰを見ることができ

ました。また、オプγϣンでけたϥンνも߽՚でඒຯし

かったです。

　ւ֎で長いؒظらしたのは今ճがॳΊてだったの

で、ෆ҆でいっͺいでしたが、日本語が௨じないڥに

を置くことで、ࣗ 分の成長にܨがったとࢥいます。今ճ

は大学の研修という形でオーストϥリアに行ったので、࣍

は、ݸ人の力のみでւ֎に行ってみたいとࢥいます。



▲令和5年度 写真・イラストコンテスト（イラスト部門）奨励賞作品
　『Al時代における大学教育』
　眞木 稜介（デザイン工学部　環境理工学科）
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令和5年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
『宇宙（そら）への軌跡』
石川 陽大（工学部 交通機械工学科）
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『学術研究書 出版助成本の概要』
経済学部　国際経済学科　窪 誠

ɾ刊行໊：『マイϊリテΟɾϥイπʕنࡍࠃ準の形成と

日本の՝』

ɾ執ç筆ç者：ۼ 、上ଜӳ໌、岡本խڗ、ۚ༏៉、

Ѫ܅

ɾ出ç版ç社：株式会社現代人จ社

ɾ発行部：600部

目次
はじΊに

ংষ　ຽとマイϊリテΟ

第1部　マイϊリテΟݖརอোのݯىʕࡍࠃ࿈合前࢙

　第1ষ　ネイγϣンからマイϊリテΟʕԤभݯىの概೦

　第2ষ　ຽܾࣗのఏএとগຽ

　第3ষ　ࡍࠃ࿈ໍにおけるマイϊリテΟอޢと日本

　コϥム　ࡍࠃ࿈ໍと委任౷࣏委員会、そして「ઌॅຽ」

第2部　ࡍࠃ࿈合のマイϊリテΟݖརอো

　第1ষ　ࡍࠃ࿈合のઃ立とࠩผࢭマイϊリテΟอޢ

খ委員会の活動

　第2ষ　ઓ後ࡍࠃ人ݖ๏におけるマイϊリテΟɾϥイπ

の֬立と日本

　第3ষ　ઓ後日本におけるマイϊリテΟ問のճආ

　第4ষ　ิし合うマイϊリテΟɾϥイπのنࡍࠃ準

　コϥム　世ք会ٞの時代ʕウΟーンએ言とμーόンએ言

第3部　ઌॅຽのݖར

　第1ষ　ઌॅຽのݖརの特徴ʕ集ஂのݖརとྺ࢙

のݖར（近代࢙の修෮）

　第2ষ　ࡍࠃ人ݖ๏とઌॅຽʕઌॅຽとマイϊリ

テΟ

　第3ষ　日本社会はઌॅຽのݖརをどうѻってきた

かʕ୯一ຽࠃՈਆとのಆい

　第4ষ　アイψຽとླྀٿຽの現ঢ়ʕଟくの՝と

ଟ者のٛ務と任

　第5ষ　২ຽ化のจ຺で๏的߆ଋ力とܾࣗݾఆ

を考えるݖ

第4部　マイϊリテΟݖརอোγステムのڧ化

　第1ষ　21世لにおけるࠃ࿈のマイϊリテΟݖརอো

γステム

　第2ষ　ࠃ࿈の新たなマイϊリテΟݖརอোγステムの

活用と࣮ફ

　第3ষ　日本のマイϊリテΟঁੑたちのエンύϫメント

とঁੑࠩผఫഇ員会（CE%A8）

　第4ষ　ࠃ࿈Ψイυがఏ示するࠩผࢭېとマイϊリテΟ

のݖརの新しい考え方

第5部　࠲ஊ会ɾ21世لにおけるマイϊリテΟのݖརと

日本の՝

　Ԥถにおける近代化とは、従来のԦިوによるฏຽ

（本Ոࢿ）産者ࢿの上に成り立つ分੍社会から、༗ࢧ

によるແࢿ産者（労働者）ࢧの上に成り立つ֊ڃ社会

のҠ行であった。前者において、ࠃՈࢧのਖ਼当化は、

Ԧݖਆतઆにجづいていた。ࠃԦがਆからतかったݖҖ

によってࠃՈࢧがਖ਼当化されたたΊ、ࠃՈにまとまりを

与えるものは、まさにこのࠃԦのݖҖにଞならなかった。
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とこΖが、経済活動の進లとそれにともなう՟ฎ経済の

発లによって、従来のฏຽの中からല大な経済力をもつ

༗ࢿ産者が಄し、ࣗ 分たちの経済的ࣗ༝と࣏的ݖ力

を要ٻするようになる。その要ٻの࣮現が、17世لにお

けるイΪリス໊༪ֵ໋、18世لにおけるアメリカಠ立ֵ

໋であり、フϥンスֵ໋であった。ֵ ໋のਖ਼当化は、ຽ主

主ٛにもとづく社会ܖであった。

　ຽ主主ٛとは、言うまでもなく、ຽが主人公である。す

ると、ཧ的には、ຽがࠃՈにઌ行することとなる。その

たΊ、ຽに౷一を与えるものは何かというٞが生まれ

ることになる。その要ૉとして、人छ、言語、फ教に目が

集まることになる。19世ل西Ԥにおいて、こうした要ૉに

よって݁れるຽをネイγϣンとよͼ、ネイγϣンの上に

Ո（ネイγϣンࠃຽࠃઃしようとするݐՈ（ステイト）をࠃ

ステイト）ݐઃの動きが活発になる。西Ԥྻڧは、この動

きをロγアఇࠃ、オスマンఇࠃをղ体し、ෳのࠃຽࠃՈ

にするಓ۩としてར用する。こうして、第一࣍世ք大ઓ後

にྻڧがઃ立したࡍࠃ࿈ໍは、これらのఇࠃから新たに

ಠ立したࠃՈの中の主要ネイγϣンとは異なる人々を「ネ

イγϣンのマイϊリテΟ」という意ຯで、ナγϣナルマイϊリ

テΟとݺͼ、ナγϣナルマイϊリテΟの人छ的、言語的、फ

教的同一ੑをอޢするたΊの੍度を֬立した。これが、一

ൠに、「マイϊリテΟอ੍ޢ度」とݺれるものである。第

ೋ࣍世ք大ઓظにઃ立されたࡍࠃ࿈合は、ݸ人的ݖ

རとしての人ݖをࡍࠃ的にอোすることを、その活動目ඪ

に掲げた（ࠃ࿈ݑষ第1）。つまり、ネイγϣンのۉ一ੑ

を༏ઌし、マイϊリテΟを主要ネイγϣンに同化することを

目ࢦしたのである。

　1966年ࠃ࿈૯会が࠾した人ݖのͻとつである

「市ຽ的及ͼ࣏的ݖརに関するنࡍࠃ」第27は

マイϊリテΟอޢについて以Լのようにنఆする。

　「छ的、फ教的ຢは言語的গຽがଘ在するࠃに

おいて、当֘গຽに属する者は、その集ஂのଞのߏ

成員とともにࣗݾのจ化をڗ༗し、ࣗ しڼのफ教を৴ݾ

かつ࣮ફしຢはࣗݾの言語を用するݖརを൱ఆされな

い。」

　本書は、以上のようなマイϊリテΟのݖརをΊ る͙ྺ࢙

的経Ңとその後の現代的発లを概؍するものである。

（以上）



▲令和5年度 写真・イラストコンテスト（イラスト部門）努力賞作品
　『放課後の教室』
　河村 脩平（デザイン工学部　情報システム学科）



Report of the A
cadem

ic Society

学会報告

学
会
報
告

令和5年度 写真・イラストコンテスト（写真部門）応募作品
『脚光』
中村 詢弥（デザイン工学部 情報システム学科）
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　大阪産業大学学会は、その会ଇにあるように「学術ɾ

研究ɾ教育の発లおよͼ普及に寄与し、あわせて研究助

成等をਤること」を目的としています。そのたΊྫ年『大阪

産業大学集』や『大阪産業大学学会報』を発行し、講演

会ɾ研究会ɾγンϙジウムɾ学֎研修会等を開催すると

ともに、学生会員の研究教育活動の助成、ւ֎留学の助

成等の事業、さらには主に学生会員をରとする֤छコ

ンテストや༷々な学֎見学会を行なっています。

　新型コロナウイルス感染症のຮԆという事ଶをडけ

て、令和4年度の大学は、ೖ学式、त業の࣮ࢪ方๏、学生

の՝֎活動等༷々な໘で従来とは異なったରԠをഭられ

ました。大学学会の活動についても新型コロナウイルス感

染症のঢ়گを考ྀしながらਵ時変ߋをՃえての活動とな

りました。この中で『大阪産業大学集』や『大阪産業大

学学会報』の発行はほぼྫ年どおり行なうことができま

した。令和5年度は感染ঢ়گがམちணいたことで、当ॳの

༧ఆ௨り活動を行うことができました。9月以降に、見学

会等の企ը事業を࣮ࢪいたしました。۩体的には、9月に

「Ѫ知 ަ௨産業見学会」、「第18ճླࣛ҆શӡస研修」

や「第2ճ関西ߓۭࡍࠃ見学会 ւ上อ҆ிɾ大阪੫

関見学」を࣮ࢪし、11月には「第8ճܳ術ؑ८り（和Վ

山）」、「୶࿏ ࡂݮɾࡂ体ݧ会」を࣮ࢪすることができま

した。また学術講演会ですが、今年は10月にカトウϤγオ

ࢪによる講演およͼϫーΫγϣップをର໘の形式で࣮ࢯ

することができ、ଟくの教৬員およͼ学生会員の参Ճがあ

りました。

　企ը事業では、ウΣϒԠืがՄ能な学会コンテストを

開催しています。このうち「Ϳんかくコンテスト」には長編4

݅、編2݅のԠืがあり、「ࣸਅɾイϥストコンテスト」に

はࣸਅ30݅、イϥストデザイン9݅のԠืがあり、「見学

会プϥンχンάコンテスト」には3݅のԠืがありました。

　助成事業としては、出版助成をほぼ༧ఆ௨り進Ίるこ

とができました。出版助成の申は1݅で、その内༁は

業出版のڞஶ1݅となっています。

　このほか、学生のଔ業จ集に発行ԉ助ۚをڅࢧし、

ଔ業研究లɾ修࢜研究లの1݅の助成を行いました。

ྫ年行われているྲྀަࡍࠃ՝のւ֎語学研修は今年度

され、これにิ助（11໊）を行いました。あわせて学ࢪ࣮

生のւ֎留学にも10 （݅8໊ظ、長2໊ظ）のิ助を行

いました。

　今年度の学会活動は、『大阪産業大学集』『大阪産

業大学学会報』の発行、出版助成、見学会、講演会などに

ついて、ほぼ当ॳのܭը௨り࣮ࢪできました。࣍年度につ

きましても、ܭը௨り࣮ࢪできることをئっております。

　最後になってしまいましたが、今年度の学会活動をࢧ

えていただいた常任委員のઌ生方、とくにνーフ会メン

όーである編集委員長の佐藤彰彦ઌ生（経Ӧ学部）、企

ը委員長の岡ܟઌ生（デザイン工学部）、๏務委員長

のᜊ藤立࣎ઌ生（経済学部）、ࡒ務委員長のԘ見߶一ઌ

生（શ学教育ߏػ）、広報委員長のҏ藤一ઌ生（工学

部）、さらにװ事の産業研究所事務ࣨのҏ藤࣏ঘ事務

長、学会事務局のদଜହࢠさん、ຟ୩।ࢠさんのご協力

とごਚ力に深く感謝いたします。

（学部　教तࡍࠃ）
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令和5年度  年次報告
令和5年度　常任委員長　村田 好哉
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【評議員会】

第1ճධٞ員会
（オンϥイン開催） 6月20日

ٞᶃ令和5年度学会行事༧ఆについて
　　ᶄ令和4年度会ܭ報告
　　ᶅ令和4年度会ࠪܭ委員報告
　　ᶆ令和5年度༧ࢉ（Ҋ）について
　　ᶇنఔվਖ਼（Ҋ）について
　　ᶈ令和5年度֤委員会の՝
　　ᶉ学会༧ॖࢉখのऔみ（Ҋ）について
　　ᶊそのଞ

第2ճධٞ員会
（オンϥイン開催） 3月21日

ٞᶃ令和5年度活動報告
　　ᶄ令和6年度νーフ会人事について
　　ᶅ令和6年度活動方について
　　ᶆ会ଇɾنఔ集վਖ਼（Ҋ）について
　　ᶇ令和6年度学会༧ࢉ（Ҋ）について
　　ᶈ令和6年度行事༧ఆදについて
　　ᶉそのଞ

【常任委員会】

新چ常任委員会 3月5日

ٞᶃنఔվਖ਼について
　　ᶄप年記೦事業༧ࢉ申しૹりについて
　　ᶅ令和6年度֤委員会のׂ分୲と事内容（内ن）について
　　ᶆධٞ委員会について

【出版助成審査委員会】

出版助成৹ࠪ委員会
（オンϥイン開催） 9月19日 令和5年度大阪産業大学学会

学術研究書出版助成申に関する৹ࠪ

【会計監査】
　　 5月15日　　令和4年度֎部会ࠪܭ
　　 6月 2日　　令和4年度内部会ࠪܭ
　　11月16日　　令和5年度֎部中ؒ会ࠪܭ

【チーフ会】

第1ճνーフ会 4月18日
オンϥイン開催 第 7 ճνーフ会 11月21日

オンϥイン開催

第2ճνーフ会 5月23日
オンϥイン開催 第 8 ճνーフ会 12月19日

オンϥイン開催

第3ճνーフ会 6月 6日
オンϥイン開催 第 9 ճνーフ会 1月23日

オンϥイン開催

第4ճνーフ会 7月18日
オンϥイン開催 第10ճνーフ会 2月20日

オンϥイン開催

第5ճνーフ会 9月19日
オンϥイン開催 第11ճνーフ会 3月 5日

オンϥイン開催

第6ճνーフ会 10月17日
オンϥイン開催

令和5年度  学会活動報告
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【編集委員会】

第1ճ編集委員会 4月18日
オンϥイン開催 第6ճ編集委員会 10月17日

オンϥイン開催

第2ճ編集委員会 5月23日
オンϥイン開催 第7ճ編集委員会 11月21日

オンϥイン開催

第3ճ編集委員会 会ٳ 第8ճ編集委員会 1月23日
オンϥイン開催

第4ճ編集委員会 7月18日
オンϥイン開催 第9ճ編集委員会 2月13 ʙ 20日

メール৹ٞ

第5ճ編集委員会 9月19日
オンϥイン開催

【令和5年度発行論集・学会報】
छ　　ผ 分　　野 号　　ר උ　　考

　　集

経Ӧ集 3号ר1号（ୀ৬記೦号）、25ר25 年3ճ　原稿ื集

経済集 3号ר1号、25ר25 年3ճ　原稿ื集

人จɾ社会Պ学編 49、50、51 年3ճ　原稿ื集

ࣗવՊ学編 134 年1ճ　原稿ื集

人ؒڥ集 23 年1ճ　原稿ื集

学ç会ç報 59 年1ճ　発行

【企画委員会】

第1ճ企ը委員会 4月18日
ϋイϒリッυ開催 第6ճ企ը委員会 10月17日

ϋイϒリッυ開催

第2ճ企ը委員会 5月23日
ϋイϒリッυ開催 第7ճ企ը委員会 11月21日

ϋイϒリッυ開催

第3ճ企ը委員会 会ٳ 第8ճ企ը委員会 1月23日
ϋイϒリッυ開催

第4ճ企ը委員会 7月18日
ϋイϒリッυ開催 第9ճ企ը委員会 2月13 ʙ 20日

メール৹ٞ

第5ճ企ը委員会 9月19日
ϋイϒリッυ開催

【企画事業】
˗学会コンテスト

第24ճ　Ϳんかくコンテスト
第 8 ճ　ࣸਅɾイϥストコンテスト
第 6 ճ　見学会プϥンχンάコンテスト

˗見学会プϥンχンάコンテスト༏लプϥン　Ѫ知　ަ௨産業見学会　9月6日
トϤタതؗとフϥイトオϒυリームスの見学

˗第18ճ　ླࣛ҆શӡస研修　9月13日
ླࣛαーΩットަ௨教育ηンター研修

˗第 2 ճ　関西ߓۭࡍࠃ見学会　9月20日
ւ上อ҆ிɾ大阪੫関の見学

˗講演会　カトウϤγオࢯ講演会「カトウϤγオのデザインのココロ」品開発 成ޭとࣦഊのؒ　10月31日
˗第 8 ճ　ܳ術ؑ८り（和Վ山）　11月3日

和Վ山ݝ立近代ඒ術ؗと和Վ山の見学
˗୶࿏ ࡂݮɾࡂ体ݧ会　11月6日

北୶ࡂ記೦公Ԃと୶࿏ເの見学
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ʻ後ԉʼ
˗活動の助成

2月 8日ʙ 2月 9日　経Ӧ学部経Ӧ学Պ 学֎見学会ʙアύレル品について学Ϳʙの助成
2月 9日ʙ 2月12日　デザイン工学部 ݐஙɾڥデザイン学Պ ༏लଔ業研究ల 修࢜研究ల2024の助成
3月12日ʙ 3月17日　デザイン工学部 ݐஙɾڥデザイン学Պ లཡ会「アーΩデΟスコ」の助成

˗令和5年度 ւ֎語学研修およͼւ֎留学をした学生の助成
˗ଔ業จ集等の発行ԉ助
˗学生ද彰

【広報】
ద時　webαイトߋ新ɾվ修

【法務】
౼ݕఔվਖ਼のن

【財務】
ຖ月の学会会ܭॲཧ（事務局）後にථの֬ೝおよͼ༬ۚ௨ா高との照合（本会ܭ）

ʲ大阪産業大学学会会員一ཡʳ （人）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
学生会員（Ӄ生） 106 103 113 119
　çʏç　（大学生） 7,889 7,630 7,423 7,135
ਖ਼ç会ç員（ઐ任教員） 207 208 212 208
特ผ会員 1 1 2 2
準ç会ç員（非常ۈɾଔ業生） 26 26 22 22
໊༪会員 14 13 13 11
助会員ࢍ 3 3 4 6

ܭ 8,246 7,984 7,789 7,503
　12月現在の会員
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　令和4年度における大阪産業大学学会のऩࢉܾࢧを、
Լ掲のදのとおりご報告いたします。
　ऩೖの部では、前年度にൺてऩೖখܭが17ສԁ
のݮগとなりました。ݮগのཧ༝は、学生૯のඍݮによ
り、学会අ（学生）が35ສԁのݮগとなったことが主な
要Ҽです。現在は学生の変動に合わせ、ऩೖに見合っ
たنになるよう中長ظ的な༧ॖࢉখにऔりんでお
り、令和5年度は学会報のデジタル化や、ਖ਼会員（教員）に
ରするւ֎留学අิ助ۚのิ助をআするなどのنఔ
վਖ਼をݕ౼しています。
　一方で、学会ऩೖの中֩を学生会員の学会අがΊ
ていることから、学生会員の会අؐݩのҡ持をਤって
います。ࢧ出の֤Պ目をऩೖ（前年度܁ӽۚをআく）で
ׂった学会අࢧ出ׂ合でൺֱすると、学生会員にରする
は令和3年度の31.3�にରし、令和4年度はݩؐ
37.8ˋと6ϙイント以上૿Ճしています。
ܭ出খࢧ出の部では、前年度（令和3年度）にൺてࢧ　
が208ສԁのݮগとなりました。ݮগの要Ҽとして、前
年度の集発行අの一時的な૿Ճからのճ෮がありま

す。令和2年度༧ࢉとしてܭ上していた集発行අが、
集発行のれにより令和3年度にͣれࠐんだことが、前
年度の集発行අの一時的な૿Ճの原Ҽです。そのた
Ί、本会ܭ報告の令和4年度はฏ常どおりの集発行ճ
となりましたので、令和3年度とൺֱして集発行අは
323ສԁのֹݮとなりました。
　また、学会イϕントの見学会や学会主催の講演会を前
年度以上のنで開催することができましたたΊ、講演
会අが前年度にൺて20ສԁの૿Ճ、イϕントඅは
82ສԁの૿Ճ、ॾ活動අは8ສԁの૿Ճとなりまし
た。また、ւ֎留学ิ助ۚは前年度、コロナの影響でオン
ϥイン化や留学の見合わせ等により大෯にݮগしており
ましたが、令和4年度は留学のঢ়گにやや؇和が見られ
たことで23ສԁの૿Ճとなりました。
　令和4年度におきましても、֤ छ見学会や学会コンテス
トなどのイϕント、出版助成、ւ֎留学ิ助など、ଟذに
わたる助成をੵۃ的に行いました。今後も、会員の皆༷に
গしでも༗ӹな会අؐݩができますよう、一Ίてまい
ります。

令和4年度  学会会計報告（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

令和4年度　財務委員長　塩見 剛一

【収　入　の　部】 （単位：円）

Պ　　　　　　　　　目 本年度༧ֹࢉ 本年度ֹܾࢉ ݮ　　　૿
学会අ（学生） 17,016,000 17,367,600 351,600
　ʏ　（ਖ਼ɾ準） 1,130,000 1,164,000 34,000
डऔརଉ 200 397 197
ऩೖࡶ 164,400 237,230 72,830

（খ　　　　　　　　　ܭ） 18,310,600 18,769,227 458,627
前年度܁ӽۚ 43,626,919 43,626,919 0

合　　　　　　　　　ܭ 61,937,519 62,396,146 458,627

【支　出　の　部】 （単位：円）

Պ　　　　　　　　　目 本年度༧ֹࢉ 本年度ֹܾࢉ ݮ　　　૿
集発行අ 4,500,000 3,222,376 ˚ 1,277,624
学会報発行අ 1,500,000 1,128,345 ˚ 371,655
講演会අ 800,000 780,935 ˚ 19,065
イϕントඅ 2,600,000 2,199,588 ˚ 400,412
ॾ活動අ 1,000,000 553,000 ˚ 447,000
ւ֎留学අิ助ۚ 1,000,000 410,710 ˚ 589,290
出版助成 8,500,000 5,436,930 ˚ 3,063,070
ウΣϒαイトอकݕඅ 280,000 294,811 14,811
人݅අ 5,900,000 5,875,431 ˚ 24,569
ব֎ீܚඅ 200,000 60,000 ˚ 140,000
印刷本අ 200,000 178,795 ˚ 21,205
௨৴༌ૹඅ 100,000 79,880 ˚ 20,120
学生ද彰අ 1,800,000 1,606,384 ˚ 193,616
๏ఆརඅ 950,000 955,500 5,500
ར厚生අ 15,000 10,979 ˚ 4,021
खྉࢧ 250,000 238,986 ˚ 11,014
そのଞ 100,000 37,038 ˚ 62,962

（খ　　　　　　　　　ܭ） 29,695,000 23,069,688 ˚ 6,625,312
प年記೦事業܁ೖۚ 1,500,000 1,500,000 0
ӽۚ܁年度࣍ 30,742,519 37,826,458 7,083,939

合　　　　　　　　　ܭ 61,937,519 62,396,146 458,627
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　大阪産業大学学会報 第59号のテーマは『AI時代における大学教育』です。
　現在、私たちはインターネット、テレビ、新聞などのマスコミ媒体でAIという言葉をみかけない日は、ほとんどありません。
この原稿を執筆中の2023年11月18日（土）の日本経済新聞夕刊でも「生成AI」の「Chat GPT」を生み出したアメリカの
新興企業である「オープンAI社」のCEOの去就が報じられています。
　AIは「Artificial Intelligence（人工知能）」の略語です。そして、上記の「オープンAI社」による2022年11月の「Chat 
GPT」の公開により、AIは従来のものからさらに進化した「生成AI」が世に広く浸透してきました。
　こうしたAIの普及が現在進行形で進むなか、本号では学生と教員という異なる立場、所属学部の学問分野といった異な
る分野から『AI時代における大学教育』について寄稿していただきました。その内容は、最近のAIがどのような特徴を持ち、
それが大学教育にいかなる影響を与える（今後、与えていく）のか、そのメリットとデメリットは何かなど、寄稿者による立場
や分野の違いはあれども、今後の大学教育を考える上で非常に示唆に富むご意見でした。
　また、2023年は日本において新型コロナウイルス感染症の位置づけが変わり、コロナ感染症との関わり方が大きく変
わった年でした。即ち、これまでは「新型インフルエンザ等感染症（いわゆる2類相当）」とされていたものが、2023年5月8
日以降「5類感染症」となり（厚生労働省ホームページ参照）、コロナ前とほぼ同水準の行動ができるようになりました。こ
れにより語学研修や留学も再開されることとなり、それまでに行われてきたものと合わせて学生と教員の留学記が豊富に
書かれています。そして、このほかにも学会主催見学会、コンテスト報告、講演会報告、学術研究書出版助成の概要などが
掲載されています。
　是非ご一読いただき、会員の皆さまのお立場や分野において、ご活用いただけると幸いです。最後になりましたが、本号に
寄稿いただいた皆さま、編集、発刊にご協力いただいた編集委員の方々、とくに精力的に編集の任にあたっていただきまし
た学会事務局に深く感謝を申し上げます。 

（令和5年度編集委員長：佐藤　彰彦）

編 集 後 記
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